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北方領土返還運動推進バッジ
●「ブラウンリボン」バッジ　●「千島桜」バッジ

        早期実現北海道新幹線バッジ

北方領土返還運動
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北海道倶楽部とは
　北海道倶楽部は、昭和 2 年に新渡戸稲造博士等によって東京に設立された公益社団
法人です。
　北海道の健全な発展に寄与することを目的とし、北海道等のための広報活動、地域
活性化事業の支援、北方領土返還運動、ふるさと納税等寄附の推進運動、北海道新幹
線早期実現運動などの事業を行っています。

バッジ１組１，０００円（１種類ごと４個一組）
１組ごとに、バッジの種類を明記のうえ、「１０００円分の切手」と「返信先を記入
した 120 円切手を貼った返信封筒」を同封の上、下記住所へ郵送して下さい。（1 組
毎に返信用封筒が必要です。）

文中の URL 部分をクリッ
クすると WEB が開きます
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北 海 道 の　
 市 と町と 村 を

                  ご 紹 介

北
海
道
の 

市
と
町
と
村
を
ご
紹
介 

目
次

　この冊子「北海道の市と町と村を
ご紹介」は北海道情報紙の北海道倶
楽部・北海道 ”NOW”（2022 年 12
月号）の別冊として刊行しました。
　 今 回 掲 載 し た ま ち は 、 北 海 道
”NOW”の2022年1月～12月（2月は
休刊）に掲載した21市町村のご紹
介をすべて再録したものです。なお
、再録に当たり情報を一部更新しま
した。

　北海道開拓の歴史などに関しても
記され、食や観光のみならず興味深
い内容が含まれております。
　記事は、北海道及び掲載市町村の
方のお世話になっております。御礼
申し上げます。有り難うございまし
た。

公益社団法人北海道倶楽部
2022 年 12 月 1 日

オホーツク総合振興局エリア内
2022 年北海道 ”NOW” 
　　掲載の 21 市町村

北見市

小清水町

釧路総合振興局エリア内

弟子屈町

遠軽町 清里町

標茶町
釧路市

釧路町

浜中町
鶴居村

白糠町

雄武町

訓子府町

イベント等は新
型コロナウイル
スの感染対策の
ため中止になっ
ている場合があ
ります。

厚岸町

興部町
紋別市

滝上町

置戸町

湧別町
佐呂間町
津別町

美幌町
大空町

網走市
西興部村

エリア内の小文字の市町村は今回は未掲載です。

斜里町
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釧くし
ろ路
市

釧く
し
ろ路
市

●お問い合わせ
釧路市役所　〒０８５－８５０５　北海道釧路市黒金町７丁目５番地
ＴＥＬ：０１５４－２３－５１５１　ＦＡＸ：０１５４－２３－５２２２

E-mail：to-kikaku@city.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：https://www.ciro.lg.jp/index.html

釧
路
市
と
は

人口 163,466 人
（令和 3 年 10 月末現在）
面積約 1,363.29K㎡

　

釧
路
市
で
は
、
２
０
２
０
年

３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
釧

路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
人

口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

〇
長
期
滞
在
（
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
）

　

避
暑
等
を
目
的
と
し
た
方
々

に
一
定
期
間
過
ご
し
て
い
た
だ

く
長
期
滞
在
事
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
長
期
滞
在
施
設
の
整

備
支
援
や
、
市
内
の
一
部
の
施

設
の
入
館
料
な
ど
を
釧
路
市
民

と
同
じ
条
件
で
利
用
で
き
る

カ
ー
ド
の
発
行
な
ど
行
っ
て
お

り
、
北
海
道
に
よ
る
「
北
海
道

体
験
移
住
『
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
』
で
２
０
２
1
年
度
の
実
績

１
３
６
２
人
は
全
道
第
１
位
と

な
り
ま
し
た
。
全
道
第
１
位
は

２
０
１
１
年

度
か
ら
11
年

連
続
で
の
達

成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〇
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

新
た
な
働
き
方
や
新
し
い
生

活
を
求
め
る
個
人
、
持
続
的
な

成
長
を
求
め
る
企
業
へ
訴
求
す

る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
企
業
誘
致
、
移
住
を
見
据

え
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

て
い
ま
す
。
企
業
活
動
が
活
発

な
都
市
機
能
を
有
す
る
釧
路
地

域
で
の
都
市
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
が
自
然

と
共
生
す
る
阿
寒
摩
周
国
立
公

園
内
で
の
リ
ゾ
ー
ト
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
自
然
環

境
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
異

な
る
２
つ
の
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
釧
路
市

で
の
観
光
と
合
わ
せ
て
、
企
業

研
修（
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、 SDGs

の
学
び
等
）
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
証
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ご
活

用
下
さ
い
。

〇
奨
学
金
返
済
支
援
制
度

　

釧
路
市
内
で
働
く
方
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
協
力

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
奨
学
金

の
返
済
を
支
援
し
ま
す
。

　

協
力
企
業
に
２
０
２
２
年
４

月
１
日
以
降
、
新
規
に
正
職
員

等
と
し
て
採
用
、
勤
務
す
る
釧

路
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

内
、
学
生
時
代
に
貸
与
型
奨
学

金
を
受
給
し
て
、
計
画
的
に
返

済
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
釧
路
市
と
企
業
が
そ
れ

ぞ
れ
年
額
12
万
円
を
上
限
に

定
期
返
済
額

の
３
分
の
１

を
原
則
３
年

間
支
援
し
ま

す
。

〇
釧
路
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

マ
ッ
チ
ン
グ

　
「
移
住
を
希
望
す
る
方
」
と

「
人
材
を
求
め
る
企
業
」
と
の

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
を
釧
路
市
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
登
録
す
る
と
、
約

２
０
０
の
求
人
情
報
等
を
お
届

け
す
る
ほ
か
、
企
業
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
り
、
気
に

な
る
企
業
へ
釧
路
市
を
通
し
て

問
合
せ
を
し

た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

市
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

頂
い
た
ご
寄
附
は
、「
市
政
全
般
」「
学
校
教
育
の
振
興
」

「
生
涯
学
習
の
振
興
」「
動
物
園
の
充
実
」「
保
健
・
医
療

の
充
実
」「
福
祉
の
充
実
」「
街
づ
く
り

（
公
園
）
の
整
備
」「
阿
寒
地
域
の
振
興
」

「
音
別
地
域
の
振
興
」
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

釧
路
市
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
返
礼
品
お
す
す
め
３
品
】

①
鮭　

②
い
く
ら　
　

③
た
ら
こ

　

い
ず
れ
も
地
元
の
水
産
会
社
の
自

慢
の
一
品
で
す
。

　

担
当
課
：
都
市
経
営
課
企
画
担
当

　

℡　

０
１
５
４
・
31
・
４
５
０
２

○
概
要

　

２
０
０
５
年
に
釧
路
市
・
阿

寒
町
・
音
別
町
が
合
併
し
、
新

生
「
釧
路
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
北
海
道
の
東
部
、
太
平
洋

岸
に
位
置
し
て
お
り
、「
釧
路

湿
原
」「
阿
寒
摩
周
」
の
２
つ

の
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す
る

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
街
で

あ
り
、ひ
が
し
北
海
道
の
中
核
・

拠
点
都
市
と
し
て
社
会
、経
済
、

文
化
の
中
心
的
な
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

酪
農
を
主
力
と
す
る
豊
か
な

農
業
生
産
、
豊
富
な
森
林
資
源

を
有
す
る
林
業
、
そ
し
て
国
内

有
数
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
水
産

業
な
ど
、
日
本
の
食
料
基
地
と

い
え
る
地
域
で
す
。 

安
全
・

安
心
で
良
質
な
食
料
の
供
給
体

制
の
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ

る
自
然
環
境
の
保
全
や
環
境
調

和
型
の
循
環
社
会
実
現
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

釧
路
市
に
は
、
大
規
模
な
食

品
・
製
薬
工
場
や
製
紙
工
場
の

ほ
か
、
全
国
唯
一
の
石
炭
鉱
業

所
が
操
業
し
て
お
り
地
域
の
主

力
産
業
と
し
て
地
域
経
済
の
核

と
な
っ
て
い
ま
す
。 
こ
れ
ら

の
地
域
産
業
を
支
え
て
い
る
の

が
重
要
港
湾
釧
路
港
や
釧
路
空

港
で
あ
り
、
現
在
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
北
海
道
横
断
自
動

車
道(

高
速
道
路)

の
完
成
に

よ
り
今
後
、
飛
躍
的
に
物
流
機

能
が
高
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
（
２
０
２
４
年
度
に

阿
寒
Ｉ
Ｃ
～
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
が
開

通
予
定
で
す
。）。

　

ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物｢

タ
ン
チ
ョ
ウ｣

や
「
阿
寒
湖
の

マ
リ
モ
」
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
的
に
も
貴
重
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま

す
。 

さ
ら
に
、
夏
で
も
最
高

気
温
が

20
度
前

後
と
涼

し

く
、

冬
は
日

照
率
が

高
く
降

雪
が
少

な
い
快
適
な
街
で
あ
り
、
航
空

機
で
東
京
羽
田
か
ら
１
時
間
40

分
、
大
阪
（
関
西
・
伊
丹
）
か

ら
２
時
間
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

整
っ
て
い
る
わ
が
街
は
、移
住
・

長
期
滞
在
に
も
適
し
た
地
域
と

言
え
ま
す
。

〇
特
産
品

　

釧
路
市
を
は
じ
め
と
す
る
道

東
沖
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か

ら
流
れ
る
親
潮
の
影
響
に
よ

り
、
脂
乗
り
の
良
い
魚
介
類
が

多
く
、
日
本
で
も
有
数
の
好
漁

場
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
釧
路
市
は

１
９
７
９
年
か
ら
13
年
連
続
で

水
揚
げ
量
が
日
本
一
と
な
り
、

現
在
に
お
い
て
も
多
く
の
魚
介

類
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冷
涼
な
環
境
を
好
み
、
広
大

な
土
地
の
な
か
で
生
育
し
た
と

て
も
良
質
な
牧
草
を
食
べ
て

育
っ
た
乳
牛
が
生
産
す
る
生
乳

は
、
高
品
質
で
牛
乳
や
乳
製
品

の
原
料
と
な
り
全
国
に
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
植
物
工
場

が
建
て
ら
れ
、
パ
プ
リ
カ
や
イ

チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
こ
の
地
域
の
涼
し
い
と
い

う
特
徴
を
生
か
し
た
新
し
い
特

産
品
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
阿
寒
地
区
で
は
、

「
阿
寒
も
み
じ
（
エ
ゾ
鹿
肉
）」、

「
阿
寒
ポ
ー
ク
」、「
阿
寒
モ
ル

ト
牛
」、
阿
寒
湖
で
は
「
ワ
カ

サ
ギ
」
や
「
ヒ
メ
マ
ス
」、
音

別
地
区
で
は
、
健
康
食
品
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
菊

芋
」、
ム
リ
川
の
清
流
で
育
ち
、

柔
ら
か
く
て
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
の
「
蕗
」、
こ
の
蕗

の
皮
を
原
料
と
し
た
世
界
で
唯

一
の
和
紙
で
あ
る「
富
貴
紙（
ふ

き
が
み
）」
な
ど
地
域
ご
と
に

多
様
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
、
特
産
品
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
釧
路
の
旬
の

水
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
食
材

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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○
し
つ
げ
ん
55
パ
ス

　

釧
路
市
内
の
５
つ
の
観
光

施
設
に
入
館
す
る
こ
と
が
出

来
る
５
日
間
有
効
の
パ
ス

ポ
ー
ト
で
す
。 

５
施
設
の
大

人
の
入
館
料
合
計
２
５
０
０

円
が
、｢

し
つ
げ
ん
55
パ
ス｣

な
ら
１
０
３
０
円
で
入
館
す

る
こ
と
が
出
来
る
、
と
て
も

お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。
次

の
施
設
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
釧
路
市
湿
原
展
望
台

　

釧
路
湿
原
を
見
て
、
知
っ

て
、
散
策
で
き
る
施
設
で
す
。

展
望
台
で
は
、
湿
原
の
魅
力

を
紹
介
す
る
映
像
や
展
示
物

の
他
に
、
屋
上
か
ら
眺
め
る

雄
大
な
景
観
を
堪
能
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
１

周
約
2.5
㎞
の
散
策
木
道
も
設

置
さ
れ
て
お
り
、
湿
原
散
策

も
楽
し
め
ま
す
。

・
釧
路
市
動
物
園

　

地
元
民
や
観
光
客
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
道
内
最
大
規

模
の
動
物
園
で
す
。
北
海
道

ゾ
ー
ン
で
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

や
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
北
海
道

な
ら
で
は
の
動
物
を
間
近
に

観
察
で
き
ま
す
。

・
釧
路
市
立
博
物
館

　

市
内
の
春
採
湖
畔
に
た
た
ず

む
特
徴
的
な
外
観
は
、建
築
家
・

毛
綱
毅
曠
（
も
づ
な
き
こ
う
）

に
よ
る
も
の
で
、
館
内
で
は
釧

路
の
自
然
や
歴
史
、
ア
イ
ヌ
文

化
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

空
間
を
活
か
し
て
約
４
１
０
０

点
の
標
本
・
資
料
を
立
体
的
に

展
示
し
て
お
り
、
ジ
オ
ラ
マ
や

映
像
も
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

・
釧
路
市
丹
頂
鶴
自
然
公
園

　

日
本
最
初
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

専
用
飼
育
を
し
て
い
る
公
園
と

し
て
、
飼
育
・
人
工
ふ
化
の
実

践
を
続
け
て
き
た
自
然
公
園
で

す
。
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
自
然
に
近
い
環

境
で
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
１
年

中
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
阿
寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー【
グ

ル
ス
】

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
研
究
や
情
報

発
信
、
保
護
を
目
的
と
す
る
、

日
本
で
唯
一
の
施
設
で
す
。
11

月
か
ら
３
月
は
、
隣
接
す
る｢

分
館
タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
セ
ン

タ
ー｣

で
人
工
給
餌
が
行
わ
れ
、

飛
来
す
る
野
生
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

を
間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
多
い
時
に
は
１
０
０

～
２
０
０
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
し
、
世
界
各
国
か
ら
カ

メ
ラ
マ
ン
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
、
観
光
客
が
集
ま
り
ま

す
。
暖
か
い
室
内
か
ら
も
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
を
眺
め
る

事
が
で
き
、
無
料
双
眼
鏡
も
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

〇
幣
舞
橋
（
ぬ
さ
ま
い
ば
し
）

　

釧
路
川
の
最
下
流
部
に
か
か

る
幣
舞
橋
は
、
欄
干
に
四
季
を

表
現
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
配

し
、
世
界
３
大
夕
日
と
言
わ
れ

る
釧
路
の
夕
日
の
撮
影
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
人
気
の
観
光
名
所
で

す
。
夜
に
は
周
辺
の
街
路
灯
と

調
和
し
た
、「
電
燈
色
」
で
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
社
会
催
事
の
際
は
、

14
色
か
ら
な
る
特
別
な
パ
タ
ー

ン
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
橋
の
た
も
と
に
は

「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ　

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
」
の
文
字
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

あ
り
、「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」

の
「
Ｏ
」
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

釧
路
の
夕
日
を
表
し
て
お
り
、

橋
と
あ
わ
せ
て
き
れ
い
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
、
夜
の

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま

す
。

○
阿
寒
湖
温
泉

　

阿
寒
湖
温
泉
は
街
全
体
が
国

立
公
園
で
す
。
最
近
で
は
、
ひ

が
し
北
海
道
に
お
い
て
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
Ａ
Ｔ
）

の
取
組
が
活
発
に
な
っ
て
お

り
、
特
に
阿
寒
湖
温
泉
は
Ａ
Ｔ

の
自
然
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

異
文
化
体
験
の
３
つ
の
要
素
を

最
大
限
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
他
地
域
に
は
な
い

魅
力
に
溢
れ
、
国
内
の
み
な
ら

ず
国
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
Ａ
Ｔ

の
国
際
サ
ミ
ッ
ト
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の

開
催
が
決
定
し
て
お
り
、
ま
す

ま
す
魅
力
が
高
ま
る
目
の
離
せ

な
い
地
域
で
す
。

〇
冬
の
早
朝
阿
寒
湖

　

全
面
結
氷
す
る
冬
の
阿
寒
湖

で
は
湖
の
上
を
歩
く
こ
と
が
で

き
、
フ
ロ
ス
ト
フ
ラ
ワ
ー
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
い
っ

た
、
早
朝
に
特
定
の
気
象
条
件

が
揃
っ
た
と
き
だ
け
偶
然
現
れ

る
自
然
現
象
を
体
験
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
必
ず
し
も
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、

運
よ
く
体
験
で
き
た
と
き
の
喜

び
は
格
別
で
す
。
そ
の
他
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
散
策
す

る
ツ
ア
ー
や
、
阿
寒
湖
と
雄
阿

寒
岳
を
臨
み
な
が
ら
朝
食
前
に

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
極
寒
の
自
然

の
中
に
隠
さ
れ
た
神
秘
的
な
現

象
を
、
自
身
の
五
感
で
ぜ
ひ
感

じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〇
ア
イ
ヌ
文
化
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

「
Ａ
ｎ
ｙ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
，
Ａ
ｉ
ｎ

ｕ
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
！
」

　

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

「
魂
」
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
、

人
と
人
、
モ
ノ
、
自
然
と
の
関

係
性
を
大
事
に
育
ん
で
き
た
ア

イ
ヌ
民
族
の
案
内
で
自
然
散
策

や
も
の
づ
く
り
を
楽
し
む
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
で
す
。
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ

民
族
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
工
芸

技
術
を
体
験
し
な
が
ら
、
彼
ら

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
楽

器
「
ム
ッ
ク
リ
」
と
い
う
口
琴

を
自
分
の
手
で
作
り
、
そ
れ
を

片
手
に
阿
寒
湖
岸
に
沿
っ
て
歩

き
ま
す
。
途
中
で
ガ
イ
ド
と
一

緒
に
ム
ッ
ク
リ
を
奏
で
た
り
、

ア
イ
ヌ
民
族
と
自
然
と
の
関
わ

り
や
伝
承
を
直
接
ア
イ
ヌ
の

人
々
か
ら
聞
く
と
い
っ
た
、
他

に
は
な
い
阿
寒
湖
温
泉
な
ら
で

は
の
体
験
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
思
想
や
暮
ら
し
の

知
恵
が
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て

心
に
宿
り
、
旅
が
終
わ
っ
て
か

ら
も
続
く
、
豊
か
な
時
間
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〇
阿
寒
湖
の
夜
の
森

　

阿
寒
湖
の
夜
の
森
は
街
灯
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
中
と
は
ま

た
違
っ
た
雰
囲
気
と
な
り
ま

す
。
日
中
は
視
覚
で
楽
し
ん
で

い
た
自
然
の
良
さ
を
、
夜
に
な

る
と
嗅
覚
や
聴
覚
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
阿
寒

湖
の
森
で
は
、
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
『
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
』」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
光
・
音
・

映
像
を
自
然
の
森
と
融
合
さ
せ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神

の
世
界
を
目
指
す
と
い
っ
た
デ

ジ
タ
ル
体
験
ツ
ア
ー
で
す
。
Ａ

Ｔ
体
験
の
自
然
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
・
異
文
化
体
験
全
て
の
要

素
が
詰
ま
っ
た
「
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
」
は
国
立
公
園
で
は
初
開
催

と
な
る
、
阿
寒
湖
の
夜
の
森
の

メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

●お問い合わせ　
釧路市役所　〒０８５－８５０５　北海道釧路市黒金町７丁目５番地
ＴＥＬ：０１５４－２３－５１５１　ＦＡＸ：０１５４－２３－５２２２

E-mail：to-kikaku@city.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：https://www.ciro.lg.jp/index.html

「
つ
な
が
る
　
ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い

　
ひ
が
し
北
海
道
の
拠
点
都
市
・
釧
路
」

観
光
ス
ポ
ッ
ト
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〇
概
要

　

北
海
道
の
南
東
部
に
位
置

し
、
北
は
「
釧
路
湿
原
国
立
公

園
」、
南
は
「
厚
岸
霧
多
布
昆

布
森
国
定
公
園
」
の
雄
大
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
、
人
口
約
２
万

人
の
ま
ち
で
す
。
総
面
積
は
、

２
５
４
・
15
㎢
で
す
が
、
総
面

積
の
約
４
分
の
３
は
山
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

釧
路
町
は
合
併
、
分
村
の

歴
史
が
あ
り
、
大
正
８
年

（
１
９
１
９
年
）
に
昆
布
森
村
、

跡
永
賀
村
、
仙
鳳
趾
村
が
合
併

し
昆
布
森
村
と
な
り
、
大
正
９

年
（
１
９
２
０
年
）
現
釧
路
市

で
あ
る
釧
路
町
か
ら
分
村
し
釧

路
村
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
30

年
（
１
９
５
５
年
）
に
昆
布
森

村
と
釧
路
村
が
合
併
し
新
し

い
釧
路
村
と
な
り
、
昭
和
51

年
（
１
９
８
０
年
）
に
人
口

１
万
人
を
超
え
、
昭
和
55
年

（
１
９
８
０
年
）
に
町
制
を
施

行
し
現
在
の
釧
路
町
と
な
り
ま

し
た
。

　

夏
は
平
均
気
温
が
18
度
と
冷

涼
で
、
冬
は
寒
冷
な
が
ら
も
北

海
道
の
中
で
は
雪
が
少
な
い
地

域
の
た
め
、
１
年
を
通
し
て
過

し
や
す
い
気
候
で
す
。

・
町
の
花
「
ク
シ
ロ
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
」

　

６
月
か
ら
７
月
に
淡
紫
色
の

花
が
咲
き
、
茎
は
以
外
と
堅
く

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
伸
び
て
お

り
、
花
冠
が
5
つ
に
裂
け
、
内

側
の
基
部
に
濃
い
紫
色
の
線
が

染
ま
り
、
巧
み
な
配
色
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
花
の
優
雅
な

美
し
さ
は
、
格
調
高
い
愛
と
の

ぞ
み
と
や
す
ら
ぎ
を
意
味
し
た

花
と
し
て
「
湿
原
の
貴
婦
人
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
な
ど
、
湿

原
の
あ
る
町
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

・
町
の
木
「
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
」

　

別
名
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
と
い
い
、

高
さ
３
〜
５
ｍ
、
直
径
５
〜
15

㎝
ほ
ど
に
な
る
落
葉
低
木
で
、

花
は
白
又
は
淡
紅
色
で
６
月
に

咲
き
、
９
月
に
柄
の
長
い
赤
い

球
形
の
果
実
を
つ
け
ま
す
。
寒

さ
に
強
く
、
釧
路
町
の
気
候
に

合
っ
た
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら

選
定
し
ま
し
た
。

・
町
の
鳥
「
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
」

　

全
長
50
㎝
ほ
ど
で
、
大
木
の

あ
る
森
林
に
住
み
、
夜
、
羽
音

を
た
て
な
い
で
行
動
し
ま
す
。

ア
イ
ヌ
語
で
は
、「
夜
鳴
く
神
」

と
い
い
、
そ
の
鳴
声
は
「
熊
を

捕
ら
え
よ
」
と
聞
こ
え
る
と
い

い
ま
す
。ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、

知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
神
の
意
が

あ
り
、
格
調
高
い
鳥
で
あ
り
な

が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
り
、

マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
こ

と
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

〇
特
産
物

　

イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
万

博
に
出
店
し
、

北
海
道
で
唯

一
『
本
場
の
本
物
』
に
選
ば
れ

た
、
身
薄
で
柔
ら
か
い
こ
と
が

特
徴
の
「
さ
お
ま
え
昆
布
」
を

は
じ
め
、
ト
キ
シ
ラ
ズ
、
仙
鳳

趾
産
牡
蠣
な
ど
の
魚
介
類
の
ほ

か
、
肌
が
白
く
な
め
ら
か
で
、

綺
麗
な
見
た
目
と
噛
ん
だ
時
に

果
物
の
よ
う
な
み
ず
み
ず
し
さ

や
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
特

徴
の
「
釧
路
ほ
く
げ
ん
大
根
」、

白
か
ぶ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
農
作
物
も
人
気
で
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
釧
路
町
桜
ま

つ
り
（
５
月
下
旬
）

　

釧
路
町
の
桜

の
名
所
「
別
保

公
園
」
で
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
４
０
０
本

が
咲
き
、
日
本
一
遅
い
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
昆
布
森
み
な
と
ま
つ
り　
　

　
　
　
　
　

  　
　
（
10
月
上
旬
）

　

郷
土
芸
能
の
「
釧
路
昆
布
森

た
こ
お
ど
り
」、
秋
味
な
べ
や

地
元
特
産
品
等
の
販
売
、
秋
鮭

の
つ
か
み
ど
り
な
ど
漁
港
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

・
全
日
本
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
（
２
月
上
旬
）

　

誰
も
が
楽
し
め
る
釧
路
町
発

祥
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
長
ぐ

つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」。ス
ケ
ー

ト
が
で
き
な
い
人
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
こ
と
で
人
気
を
集

め
、
氷
の
上
で
悪
戦
苦
闘
す
る

選
手
の
姿
を
リ

ン
ク
サ
イ
ド
か

ら
観
戦
す
る
だ

け
で
も
充
分
楽

し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

釧
路
町
と
は

人口：19,175 人
（R3.9 月末現在）

面積：約 254.15K㎡

　

釧
路
町
に
お
け
る
人
口
減
少

対
策
、
地
域
課
題
の
解
決
と
将

来
に
わ
た
っ
て
町
民
が
安
心
し

て
働
き
、
出
産
、
子
育
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
構
築
す
る
た
め
に
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
ど
創
生
釧
路

町
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
令

和
２
年
か
ら
第
２
期
に
入
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
施
策
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
令
和
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
６
次
釧
路
町
総
合
計
画

で
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
豊
か

な
自
然
と
い
き
が
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」
を
目
指
す
中
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
12
月
に
は
、

２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
実

質
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
表
明
し
、

目
標
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
施

策
の
方
針
に
も
掲
げ
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推

進・
釧
路
町
板
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
事

業
　

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」

と
い
う
意
味
で
妊
娠
期
か
ら
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
・
発
達
の
支
援
を
行
う

制
度
で
す
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

体
制
の
整
備
と
し
て
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
後
の
妊
産
婦
、
18
歳

未
満
の
児
童
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実

・
い
き
い
き
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
　

釧
路
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

満
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

町
内
及
び
釧
路
市
内
の
路
線
バ

ス
や
町
が
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス
で
の
お
で
か
け
を
支
援
す

る
た
め
の
乗
車
証
で
す
。
負
担

金
は
５
０
０
円
で
有
効
期
間
は

１
年
間
と
な
り
ま
す
。
利
用
可

能
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
１
乗
車

１
０
０
円
で
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

　

釧
路
町
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
た
め
、
釧
路
町
の
出

身
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
者
な
ど
町
外
在
住
者
を
対

象
と
し
た
、「
釧
路
町
ふ
る
さ

と
応
援
団
」
を
結
成
し
、
応
援

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
釧
路
町
の
歴
史

や
文
化
、
食
や
自
然
な
ど
魅
力

の
あ
る
地
域
情
報
な
ど
の
発
信

や
応
援
活
動
に
ご
協
力
頂
き
、

さ
ら
な
る
関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

応
援
団
員
を
希
望
す
る
方
な

ど
、
詳
し
く

は
釧
路
町
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

令
和
３
年
９
月
に
発
生
し
た
赤

潮
の
影
響
と
思
わ
れ
る
被
害
に
よ

り
、
海
中
の
ウ
ニ
の
９
割
が
死
ん

で
し
ま
い
、
釧
路
町
に
と
っ
て
前

例
の
な
い
大
き
な
被
害
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ウ
ニ
の
生
産
に
は
、
稚
ウ
ニ
の

放
流
、
育
成
、
出
漁
、
加
工
及
び

出
荷
と
い
う
３
年
以
上
に
も
わ
た

る
生
産
サ
イ
ク
ル
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
全
て
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
い
つ
か
ま
た
、
エ
ゾ
バ
フ

ン
ウ
ニ
を
お
届
け
し
た
い
と
、
北
海
道
の
昆
布
の
森
で
必

死
に
取
り
組
む
漁
業
者
に
対
し
て
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
赤
潮
被
害
で
死
滅

し
た
ウ
ニ
〉

上記のＱＲコー
ド を ス マ ー ト
フォンで読み込
んでいただくと
ポータルサイト
へ移動できます

●お問い合わせ　
○釧路町役場　〒０８８－０６９２　北海道釧路郡釧路町別保１丁目１番地
ＴＥＬ：０１５４－６２－２１１１（代表）　ＦＡＸ：０１５４－６２－２７１３

E-mail：chosei@town.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：http://www.town.kushiro.lg.jp/

mailto:chosei%40town.kushiro.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.kushiro.lg.jp/
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釧く
し
ろ路
町

釧くし
ろ路
町

●お問い合わせ　
○釧路町役場　〒０８８－０６９２　北海道釧路郡釧路町別保１丁目１番地
ＴＥＬ：０１５４－６２－２１１１（代表）　ＦＡＸ：０１５４－６２－２７１３

E-mail：chosei@town.kushiro.lg.jp
公式ホームページ：http://www.town.kushiro.lg.jp/

○
釧
路
湿
原
国
立
公
園

　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
は
、

釧
路
川
と
そ
の
支
流
を
抱
く

日
本
最
大
の
釧
路
湿
原
及
び

湿
原
を
取
り
囲
む
丘
陵
地
か

ら
な
り
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
は
じ

め
多
く
の
動
植
物
の
貴
重
な

生
息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）

に
日
本
で
最
初
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
と
な
り
、
７

年
後
の
昭
和
62
年
（
１
９
８
７

年
）、
全
国
で
28
番
目
の
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
町
・
鶴
居
村
・
標
茶
町
・

釧
路
市
に
ま
た
が
り
、
東
西

に
約
17
㎞
、
南
北
に
約
36
㎞
、

面
積
は
２
８
，
７
８
８
㌶
で

す
。
細
岡
展
望
台
か
ら
の
眺

望
は
大
パ
ノ
ラ
マ
で
圧
巻
で

す
。

○
細
岡
展
望
台

　

湿
原
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
№
１
の
人
気
を
誇
る
細

岡
展
望
台
は
、
ど
こ
ま
で
も

広
が
る
釧
路
湿
原
の
中
を
大

き
く
蛇
行
す
る
釧
路
川
と
、

天
気
が
良
く
て
空
気
が
澄
ん

で
い
る
日
に
は
、
阿
寒
の
山
々

か
ら
羅
臼
岳
ま
で
を
一
望
で

き
る
景
勝
地
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
一
遅
い
列
車

く
し
ろ
湿
原
ノ
ロ
ッ
コ
号
や

Ｓ
Ｌ
冬
の
湿
原
号
も
釧
路
湿

原
駅
に
停
車
し
ま
す
。

○
細
岡
ビ
ジ
タ
ー
ズ
・
ラ
ウ

ン
ジ

　

釧
路
湿
原
を
一
望
で
き
る

細
岡
展
望
台
に
隣
接
し
、
湿
原

の
風
景
や
花
々
の
写
真
が
飾
ら

れ
、
軽
食
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
お
土
産
を

買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
達
古
武
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

周
囲
５
㎞
の
小
さ
な
海
跡
湖

で
あ
る
達
古
武
湖
に
隣
接
す
る

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

　

達
古
武
湖
は
、
湿
原
の
沼
の

面
影
を
そ
の
ま
ま
に
残
す
湖

で
、
湿
原
の
動
植
物
の
観
察

や
、
カ
ワ
セ
ミ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、

ア
オ
サ
ギ
な
ど
の
野
鳥
が
見
ら

れ
、
夏
に
は
近
く
で
ホ
タ
ル
観

察
も
で
き
る
湿
原
探
勝
に
は
絶

好
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
湖
畔
を

め
ぐ
る
木
道
の
散
策
や
夢
ヶ
丘

展
望
台
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
湖

で
の
カ
ヌ
ー
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。５
棟
あ
る
ロ
ッ
ジ
の
ほ
か
、

オ
ー
ト
サ
イ
ト
、
フ
リ
ー
サ
イ

ト
が
あ
り
、
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン

に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

○
岩
保
木
水
門

　

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）

の
釧
路
川
で
起
き
た
洪
水
を

き
っ
か
け
に
建
設
さ
れ
、
昭
和

６
年
（
１
９
３
１
年
）
に
完
成

さ
れ
た
旧
水
門
は
、
木
材
流
送

の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

同
時
期
に
開
通
し
た
釧
網
本

線
に
木
材
運

搬
を
譲
っ
た

た
め
、
一
度

も
開
け
ら
れ

た
こ
と
が
な

い
水
門
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。

○
湿
原
カ
ヌ
ー
体
験

　

釧
路
湿
原
内
を
蛇
行
す
る
釧

路
川
で
は
、
１
年
を
通
し
て
カ

ヌ
ー
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
野
生

動
物
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
川
の
流
れ
と

湿
原
の
風
景

に
癒
さ
れ
な

が
ら
、
手
つ

か
ず
の
大
自

然
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公

園
　

厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公

園
は
、
令
和
３
年
３
月
30
日
に

国
内
で
58
か
所
目
、
道
内
で
は

６
か
所
目
に
指
定
さ
れ
た
、
釧

路
町
・
厚
岸
町
・
浜
中
町
・
標

茶
町
に
ま
た
が
る
面
積
４
１
，

４
８
７
㌶
の
国
定
公
園
で
す
。

　

雄
大
で
荒
々
し
い
海
食
崖
が

連
続
し
た
岩
石
海
岸
、
国
内
有

数
の
規
模
を
誇
る
湿
地
及
び
そ

こ
に
成
立
す
る
希
少
な
水
鳥
繁

殖
地
や
湿
原
植
生
等
の
生
態
系

と
、
人
と
自
然
と
の
共
生
に
よ

り
育
ま
れ
て
き
た
文
化
景
観
と

が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
出
す

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

○
来
止
臥
（
キ
ト
ウ
シ
）
野
営

場
　

海
の
眺
め
が
最
高
に
良
い
丘

の
上
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
静

か
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
限
り
な
く
広
が
る
海
と
霧

や
夕
日
の
風
景
で
最
高
の
気
分

を
味
わ
え
ま
す
。
ト
イ
レ
と
炊

事
場
が
あ
り
、
予
約
は
不
要
で

フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
み
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
セ
キ
ネ
ッ
プ
展
望
広
場

　

昆
布
森
市
街
か
ら
尻
羽
（
シ

レ
パ
）
岬
の
中
間
に
位
置
し
、

連
な
る
断
崖
の
海
岸
線
と
ロ
ウ

ソ
ク
岩
、
タ
コ
岩
な
ど
の
彫
刻

的
な
美
し
さ
が
壮
観
で
す
。
駐

車
場
よ
り
一
望
で
き
ま
す
。

○
尻
羽
（
シ
レ
パ
）
岬

　

太
平
洋
と
厚
岸
湾
を
一
望
で

き
、不
思
議
な
形
の
変
形
樹
や
、

波
し
ぶ
き
を
受
け
て
そ
そ
り
た

つ
帆
掛
岩
付
近
で
運
が
良
け
れ

ば
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
仙
鳳
寺
双
龍
杉
（
せ
ん
ぽ
う

じ
そ
う
り
ゅ
う
す
ぎ
）

　

明
治
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ

た
仙
鳳
寺
の
建
立
を
記
念
し
て

植
え
ら
れ
た
杉
の
木
で
、
２
本

あ
る
こ
と
か
ら
双
龍
杉
と
呼
ば

れ
、
地
元
で
は
北
限
の
杉
と
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
別
保
公
園

　

遊
具
や
広
場
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
棟
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
躍
す
る
野
外
ス
テ
ー

ジ
を
併
せ
も
っ
て
い
ま
す
。
会

社
や
学
校
等
の
団
体
様
に
も
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

・
釧
路
町
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー

　

ロ
・
バ
ザ
ー
ル

　

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
『
パ
ー

ク
・
カ
フ
ェ
』
で
は
、
釧
路
町

自
慢
の
地
場
産
品
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
多
数
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
仙
鳳
趾
産
の

牡
蠣
を
使
用
し
た
「
カ
キ
フ
ラ

イ
定
食
」
や
「
カ
キ
ボ
ナ
ー
ラ
」

が
人
気
で
、
特
に
休
日
は
、
家

族
連
れ
の
お
客
様
で
大
賑
わ
い

で
す
。

　

物
販
棟
の
『
ロ
バ
の
市
』
で

は
、
釧
路
町
自
慢
の
仙
鳳
趾
産

牡
蠣
や
新
鮮
な
野
菜
を
は
じ

め
、
釧
路
管
内
の
地
場
産
品
な

ど
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
味
料
、
昆

活
シ
リ
ー
ズ
や
プ
レ
ミ
ア
ム
ソ

フ
ト
の
ク
レ
ミ
ア
が
大
人
気
で

す
。

・
ド
ッ
グ
ラ
ン

　

物
販
棟
に
隣
接
し
て
い
て
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
フ
ェ

ン
ス
で
大
型
犬
用
と
小
型
犬
用

が
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
釧
路
町
森
林
公
園

　

２
６
０
㌶
の
広
さ
と
多
彩
な

天
然
林
が
魅
力
の
公
園
で
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
線
、
体
験
の
森

線
、
香
の
森
線
、
ツ
ツ
ジ
ヶ
丘

線
、
白
樺
の
森
線
と
名
付
け
ら

れ
た
木
道
や
散
歩
道
な
ど
５
つ

の
散
策
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「『
海
と
山
の
幸
』『
海
岸
線
と
湿
原
』が
楽
し
め
る
町
」

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
「
ガ
ッ
ホ
く
ん
」

　

釧
路
町
の
鳥
「
エ
ゾ
フ
ク
ロ
ウ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
長

ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
「
ナ
ガ
ホ
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。

　

晴
れ
た
日
で
も
長
ぐ
つ
を
愛
用
し
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
防
具

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
好
き
な
だ
け
で
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
は
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
釧
路

町
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

「
ナ
ガ
ホ
」
の
普
及
以

外
に
も
、
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
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－ 10 － － 9 －

厚あっ
け
し岸
町

厚あ
っ
け
し岸
町

●お問い合わせ
厚岸町役場　〒０８８ー１１９２  北海道厚岸郡厚岸町真栄３丁目１番地
ＴＥＬ：０１５３−５２ー３１３１　ＦＡＸ：０１５３－５２－３１３８    

Email：seisaku@akkeshi-town.jp
公式ホームページ：https://www.akkeshi-town.jp

厚
岸
町
と
は

人口 8,808 人
（R3.12 月末現在）

面積 739.27K㎡

　

厚
岸
町
で
は
、 

暮
ら
し
に  

関
す
る
、
次
の
よ
う
な
支
援
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
移
住
支
援
金
の
支
給

　

東
京
圏
（
埼
玉
県
、千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
）
か
ら
厚

岸
町
に
移
住
し
て
、
新
規
に
就

業
ま
た
は
起
業
し
た
人
に
対
し

て
、
移
住
支
援
金
を
支
給
し
ま

す
。

■
支
援
金
額 

単
身
60
万
円 

世

帯
１
０
０
万
円

・
引
越
費
用
の
支
援

　

町
内
に
移
住
し
て
き
た
方
に

対
し
て
、
引
越
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
引
越
費
用
の
1/2
、
上
限
10
万

円
（
最
大
20
万
円
） 

（
※
高
校
生
以
下
と
同
居
の
場

合
５
万
円
ず
つ
加
算
）

・
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
家
賃
の

支
援

　

町
内
に
移
住
し
、
民
間
賃
貸

住
宅
へ
入
居
す
る
方
に
対
し

て
、
家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
（
家
賃
ー
住
宅
手
当
）
×
1/2

　

上
限 

月
額
２
万
円
（
最
長

３
年
間
）  

・
結
婚
新
生
活
支
援

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
住
居
費

及
び
引
越
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
ま
た

は
賃
貸
に
要
す
る
経
費
、
引
越

費
用

⑴
夫
婦
と
も
に 

39
歳
以
下
で

世
帯
所
得
４
０
０
万
円
未
満

上
限 

30
万
円

⑵
⑴
以
外
の
世
帯

上
限 

15 

万
円

・
住
宅
新
築
に
対
す
る
助
成

　

町
内
業
者
を
利
用
し
住
宅
を

新
築
す
る
場
合
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。（
利
子
相
当
額
は
、

金
融
機
関
等
か
ら
住
宅
資
金
を

借
り
た
場
合
の
み
）

■
助
成
金
額　

最
大 

70
万
円

　

利
子
助
成
額 

30
万
円

　

合
計
最
大 

１
０
０
万
円

・ 

既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
及
び

解
体
に
対
す
る
補
助

　

現
在
居
住
し
て
い
る
既
存
住

宅
が
耐
震
性
能
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
、
耐
震
改
修
及
び
解

体
の
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

■
補
助
金
額　

　

耐
震
改
修　

上
限
30
万
円

  

解
体　
　
　

上
限
20
万
円

・ 

住
宅
改
修
に
対
す
る
助
成

〈
リ
フ
ォ
ー
ム
〉 

　

町
内
業
者
を
利
用
し
工
事
費

用
が
10
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
場
合
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
助
成
金
額　

対
象
工
事
費
の

10
％
ま
た
は
15
％ 

〈
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
〉 

　

町
内
業
者
を
利
用
し
工
事

費
が
50
万
円
以
上
の
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
場
合
、
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
助
成
金
額　

対
象
工
事
費
の

10
％
ま
た
は
15
％ 

○
東
京
厚
岸
会
、
札
幌
厚
岸
会

・
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
岸
町
役
場
総
合
政
策
課

☎︎
０
１
５
３
・
52
・
３
１
３
１    

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

厚
岸
町
で
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、厚
岸
町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た「
お

礼
の
品
」
を
進
呈
す
る
と
と
も
に
、
い
た
だ
い
た
ご
寄
附

を
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
活
用
事
業

・
保
健
福
祉
の
向
上
に
関
す
る
事
業

・
防
災
対
策
に
関
す
る
事
業

・
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

・
環
境
対
策
に
関
す
る
事
業

・
教
育
振
興
に
関
す
る
事
業

・ 

厚
岸
町
の
発
展
の
た
め
町      

長
が
必
要
と
認
め
る
事
業　

（
ご
寄
附
の
際
、
指
定
な
し　

の
場
合
）

○
主
な
お
礼
の
品

　

厚
岸
名
産
の
カ
キ
や
ア
サ

リ
な
ど
の
豊
富
な
海
産
物
、

チ
ー
ズ
や
牛
乳
な
ど
の
乳
製

品
、
各
種
加
工
品
の
ほ
か
、

最
近
注
目
度
を
高
め
て
い
る
厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー
と
海
産
物

な
ど
の
セ
ッ
ト
も
時
期
・
数
量
限
定
で
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

○
概
要 

　

北
海
道
の
南
東
部
に
位
置

し
、
南
は
厚
岸
湾
が
深
く
進
入

し
て
厚
岸
湖
を
抱
き
太
平
洋
に

面
し
て
い
ま
す
。
厚
岸
湖
及
び

厚
岸
湾
の
海
岸
線
に
は
漁
村
が

点
在
し
、
北
部
の
波
状
丘
陵
地

帯
に
は
広
大
な
酪
農
地
帯
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
海
霧
の
影
響
の
た
め
日
照
時

間
が
短
く
、秋
は
晴
天
が
続
き
、

冬
は
比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
い

も
の
の
厳
寒
期
の
凍
結
が
著
し

い
気
候
条
件
に
あ
り
ま
す
。

○
歴
史

　

１
９
０
０
年
に
北
海
道
一
級

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
４
町
7

村
が
合
併
し
て
厚
岸
町
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
５
５

年
に
は
、
町
村
合
併
促
進
法
に

よ
り
太
田
村
の
南
半
分
を
編
入

合
併
し
て
今
日
の
厚
岸
町
に

至
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
0
年

に
は
、 
町
制
施
行
１
２
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

○
産
業

　

厚
岸
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
と
酪
農
業
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
背
景
に
信
頼
性
の

高
い
食
料
生
産
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

漁
業
で
は
、
50
種
類
を
超
え

る
魚
介
類
が
年
間
を
通
じ
て
水

揚
げ
さ
れ
、
酪
農
業
で
は
、
生

乳
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
特
産
品

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
厚
岸
産
牡

蠣
の
「
カ
キ
え
も
ん
」「
弁
天

か
き
」
は
、
厚
岸
を
代
表
す
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
ほ
か
に

も
ア
サ
リ
や
サ
ン
マ
な
ど
の
海

産
物
、「
あ
っ
け
し
極
み
る
く

65
」
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

の
良
質
で
新
鮮
な
生
乳
を
使
用

し
て
作
ら
れ
る
乳
製
品
も
人
気

が
あ
り
ま
す 

。
ま
た
、
近
年

で
は
、
厚
岸
蒸
溜
所
の
「
厚
岸

ウ
イ
ス
キ
ー
」
が
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

 
○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
あ
っ
け
し
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り

（
５
月
中
旬
）

 　
子
野
日
公

園
内
で
満
開

に
咲
い
た
桜

の
下
で
名
産

品
の
カ
キ
や

ア
サ
リ
な
ど
の
海
産
物
を
炭
火

焼
き
で
味
わ
え
ま
す
。

・
あ
っ
け
し
あ
や
め
ま
つ
り  

（
６
月
下
旬
）

　

原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原
は
海

岸
線
を
一
望
で
き
る
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
、
約
30
万
株
の
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
が
開
花
し
ま
す
。

海
辺
の
草
原
が
紫
色
に
染
ま
り

ま
す
。

・
厚
岸
港
ま
つ
り
（
７
月
上
旬
）  

　

漁
業
の
発
展
と
安
全
、
安
心

を
祈
願
し
、「
厚
岸
音
頭
」
に

合
わ
せ
て
各
団
体
が
街
中
を
踊

り
歩
く
「
市
中
大
パ
レ
ー
ド
」

は
圧
巻
で
す
。

・
厚
岸
夏
ま
つ
り
（
７
月
上
旬
）  

　

明
治
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統

の
獅
子
舞
を
は
じ
め
、 

華
や
か

に
装
飾
さ
れ
た
山
車
の
競
演
を

楽
し
め
ま
す
。

・
あ
っ
け
し
牡
蠣
ま
つ
り
（
10

月
上
旬
）

　

味
覚
の

秋
に
子
野

日
公
園

で
開
催
さ

れ
、
カ
キ
を
は
じ
め
ア
サ
リ
、

サ
ン
マ
な
ど
新
鮮
な
海
産
物

を
そ
の
場
で
豪
快
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
味
わ
え
ま
す
。

○
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

「
第
42
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
」
が
２
０
２
３
年
度
に

厚
岸
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、

「
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と

海
や
湖
沼
・
河
川
の
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に
訴
え

る
と
と
も
に
、
つ
く
り
育
て
る

漁
業
の
推
進
を
通
じ
て
、
わ
が

国
漁
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
国
民

的
行
事
で
す
。

　
「
全
国
植
樹
祭
」、「
国
民
体

育
大
会
」、「
国
民
文
化
祭
」
と

と
も
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に

お
出
ま
し
い
た
だ
く
、「
四
大

行
幸
啓
」
の
１
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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厚あ
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し岸
町

厚あっ
け
し岸
町

○
道
の
駅　

厚
岸
グ
ル
メ

パ
ー
ク 

（
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ
）

　

北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
道
の
駅

ラ
ン
キ
ン
グ
飲
食
部
門
で
12

連
覇
を
果
た
し
た
グ
ル
メ
な

道
の
駅
で
す
。
館
内
に
は
３
つ

の
食
事
処
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
店
舗
で
カ
キ
を
は
じ
め
と

し
た
豊
富
な
海
産
物
や
、
乳
製

品
等
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン 

エ
ス
カ
ル
」
で

は
、
定
食
や
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

「
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
ル 

ピ
ト
レ

ス
ク
」
で
は
、ピ
ザ
や
パ
ス
タ
、

厚
岸
ウ
イ

ス
キ
ー

な
ど
が
人

気
で
、
特

に
カ
キ
に

ウ
イ
ス
キ
ー
を
数
滴
垂
ら
す

食
べ
方
が
人
気
で
す
。「
炭
焼

炙
屋
」
で
は
、
そ
の
場
で
好

き
な
海
産
物
を
選
び
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
厚
岸

町
総
合
観
光
案
内
所
や
総
合

展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
旅
の
メ
イ
ン
に
も
、
旅

の
休
憩
に
も
も
っ
て
こ
い
の

観
光
拠
点
施
設
で
す
。

○
愛
冠
（
あ
い
か
っ
ぷ
）
岬

　
「
で
き
そ
う
も
な
い
困
難
を

乗
り
越
え
愛
の
栄
冠
を
得
る
」

と
の
思
い
で
名
づ
け
ら
れ
た

愛
冠
岬

は
、
約

80
ｍ
の

断
崖
上

に

あ

り
、
太

平
洋
を

一
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、
岬

の
先
端
に
設
置
さ
れ
た
「
愛

の
鐘
ベ
ル
ア
ー
チ
」
は
、 

鳴

ら
す
と
想
い
を
か
な
え
る
鐘
と

し
て
、
若
者
や
カ
ッ
プ
ル
に
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。

○
原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原

　

標
高
約
１
０
０
ｍ
の
断
崖
上

に
あ
る
原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原

は
、
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

１
０
０
種
類
以
上
の
草
花
が
咲

き
誇
る
花
の
楽
園
で
、
毎
年
６

月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
見
頃

を
迎
え

る
ヒ
オ

ウ
ギ
ア

ヤ
メ
の

開
花
に

あ
わ
せ
て
「
あ
っ
け
し
あ
や
め

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
園
期
間
中
に
は
馬
の

放
牧
を
行
っ
て
お
り
、
水
平
線

に
重
な
る
馬
と
花
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
の
光
景
で

す
。

○
苫
多
海
岸

　

段
丘
状
の
細
道
を
通
り
、 

辺

り
が
開
け
た
場
所
で
目
の
前

い
っ
ぱ
い
の
海
岸
線
を
眺
望
で

き
ま
す
。
も
と
も
と
苫
多
海
岸

は
ニ
シ
ン
の
漁
場
で
し
た
が
、

今
は
防
波
堤
ブ
ロ
ッ
ク
が
延
々

と
続
く
海
岸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
か
ら
観
る
海
岸
線
と
も

ま
た
ひ
と
味
違
う
厚
岸
の
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
厚
岸
大
橋

　

１
９
７
２
年
に
完
成
し
た
北

海
道
で
最
初
の
海
上
橋
で
す
。

厚
岸
町
の
南
北
（
湖
南
地
区
と

湖
北
地
区
）
を
結
ぶ
、
町
民
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

橋
で
す
。
真
っ
赤
な
厚
岸
大
橋

と
ま
た
が
る
海
と
湖
の
青
さ
と

の
反
面
は
、
む
し
ろ
幻
想
的
な

雰
囲
気
が
漂
い
、
厚
岸
湖
に
浮

か
ぶ
牡
蠣
島
弁
天
神
社
と
と

も
に
ま
ち

の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て

も
親
し
ま

れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

夜
の
厚
岸
を
照
ら
す
灯
で
す
。

○
別
寒
辺
牛（
べ
か
ん
べ
う
し
）

湿
原

　

国
内
で
釧
路
湿
原
に
次
ぎ
２

番
目
の
面
積
を
誇
る
別
寒
辺
牛

湿
原
は
手
つ
か
ず
の
自
然
が
魅

力
の
湿
原
で
、
１
９
９
３
年
に

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

に
、
２
０
２
1
年
３
月
30
日
に

は
「
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国

定
公
園
」
の
区
域
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
10
月

に
道
の
駅
が

開
催
す
る
カ

ヌ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
は
人
気

の
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
、
大
自
然
の
中
を
カ

ヌ
ー
で
下
る
こ
と
で
よ
り
こ
の

湿
原
の
自
然
の
豊
か
さ
を
体
感

で
き
ま
す
。

○
史
跡
国
泰
寺
跡 

　

国
泰
寺
は
、
江
戸
時
代
後
期

の
１
８
０
４
年
に
設
置
が
決
定

さ
れ
た
葵
の
ご
紋
を
も
つ
蝦
夷

三
官
寺
の
ひ
と
つ
で
、
蝦
夷
地

に
お
け
る
特
異
な
歴
史
的
役
割

を
果
た
し
た
重
要
な
寺
と
し

て
、
国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
樹
齢

１
９
０
年
を
こ
え
る
老
桜
樹
と

呼
ば
れ
る
１
本
の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
が
あ
り
、
厚
岸
の
遅
い
春

を
告
げ
る
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
あ
っ
け
し
望
洋
台

　

国
道
44
号
沿
い
に
あ
り
、
あ

た
り
一
面
の
海
岸
線
を
一
望
で

き
る
あ
っ
け
し
望
洋
台
は
、
厚

岸
の
玄
関
口
で
、
展
望
施
設
か

ら
は
厚
岸
の
市
街
地
と
大
海
原

を
一
望
で
き
、
長
旅
の
休
憩
所

と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
小
島
・
大
黒
島

　

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
２
つ
の
島

で
す
。
小
島
は
、
昆
布
漁
時
期

に
な
る
と
４
軒
ほ
ど
の
漁
家
が

生
活
し
て
い
ま
す
。大
黒
島
は
、

無
人
島
で
国

の
天
然
記
念

物
、
特
別
鳥

獣
保
護
区
の

指
定
を
受
け

て
お
り
、
小

島
と
と
も
に

「
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定
公

園
」
の
指
定
区
域
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
小
島
に
行
く
た
め
に

は
船
が
必
要
で
、
大
黒
島
に
は

上
陸
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
水
平
線
に
浮
か
ぶ
こ
の
島

の
風
景
は
、 

観
る
者
を
感
動
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

○
子
野
日
（
ね
の
ひ
）
公
園

　

春
は
「
あ
っ
け
し
桜
・
牡
蠣

ま
つ
り
」、
秋
は
「
あ
っ
け
し

牡
蠣
ま
つ
り
」
の
会
場
と
し
て

使
用
さ
れ
、
町
民
か
ら
も
親
し

ま
れ
て

い
る
子

野
日
公

園

は
、

４
月
か

ら
５
月

頃
に
園
内
の
約
１
２
０
０
本
の

桜
が
咲
き
誇
り
、
来
る
人
の
心

を
つ
か
み
ま
す
。「
あ
っ
け
し

桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
」
は
桜
の

下
で
花
見
を
楽
し
み
な
が
ら
、

「
あ
っ
け
し
牡
蠣
ま
つ
り
」
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て

厚
岸
の
味
覚
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
Ｐ
Ｒ
動
画

　

令
和
３
年
11
月
に
厚
岸
町
の

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
と
観
光
施
設
ガ

イ
ド
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、 

都
市
部
か

ら
厚
岸
町
を
訪
れ
た
３
人
が
町

内
を
巡
り
食
や
自
然
を
楽
し
む

ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
動
画
で

す
。観
光
施
設
ガ
イ
ド
動
画
は
、

町
内
の
17
ヶ
所
の
観
光
施
設
等

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
各
施
設

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
４
Ｋ
映
像
の
高
画
質
と
な
っ

て
お
り
、「
現
地
に
行
っ
た
が

天
気
が
悪
か
っ 

た
の
で
天
気

が
良
い
日
に
は
ど
の
よ
う
な
景

色
が
観
ら
れ
る
の
か
」、「
現
地

か
ら
は
観
ら
れ
な
い
角
度
か
ら

こ
こ
を
観
て
み
た
い
」
と
い
う

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
動
画
と
な
っ

て

い

ま

す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ

さ
い
！ 

●お問い合わせ　
厚岸町役場　〒０８８ー１１９２  北海道厚岸郡厚岸町真栄３丁目１番地
ＴＥＬ：０１５３−５２ー３１３１　ＦＡＸ：０１５３－５２－３１３８    

Email：seisaku@akkeshi-town.jp
公式ホームページ：https://www.akkeshi-town.jp

観
光
ス
ポ
ッ
ト

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

・
厚
岸
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

う
み
え
も
ん

　

平
成
27
年
に
誕
生
し
た
厚
岸
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う

み
え
も
ん
」
は
、
全
身
に
厚
岸
の
名
産
を
ま
と
い
町
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、「
あ
っ
け
し
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
」

な
ど
の
各
種
町
内
イ
ベ
ン
ト
や
町
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

へ
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
町

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪

問
し
、
町
民
を
は
じ
め
み
ん

な
か
ら
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
「
う
み
え
も
ん
」
に
会
い

に
、
厚
岸
町
へ
来
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
花
と
味
覚
と
歴
史
の
ま
ち
厚
岸
町 

」

mailto:seisaku%40akkeshi-town.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%AE%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.akkeshi-town.jp
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浜はま
な
か中
町

浜は
ま
な
か中
町

○
概
要

　

北
海
道
東
部
で
あ
る
釧
路
地

方
の
最
東
端
に
位
置
し
、
東
は

根
室
市
、
西
は
厚
岸
町
、
北
は

別
海
町
に
接
し
て
い
ま
す
、
南

東
は
太
平
洋
に
臨
み
、
そ
の
海

岸
線
は
67
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及

ん
で
お
り
、
海
に
突
き
出
し
た

岬
や
大
小
の
島
々
、
風
浪
と
噛

み
合
う
奇
岩
や
絶
壁
が
独
特
の

景
観
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま

す
。
町
の
南
西
部
は
厚
岸
霧
多

布
昆
布
盛
国
定
公
園
の
一
角
を

な
し
、
広
域
な
霧
多
布
湿
原
が

広
が
り
ま
す
。

　

夏
季
は
海
流
の
影
響
で
海
霧

が
発
生
し
や
す
い
一
方
、
冬
季

は
雪
が
少
な
く
、
晴
天
の
日
が

多
い
で
す
。
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
気
温
は
低
め
で
、
日
本
の

中
で
も
冷
涼
な
気
象
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○
町
の
花
「
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
」

　

毎
年
７
月
中
旬
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
が
霧
多
布

湿
原
を
染
め
上
げ
ま
す
。
そ
の

光
景
は
、
ま
る
で
橙
の
絨
毯
を

見
て
い
る
よ
う
で
す
。

○
町
の
木
「
白
樺
」

　

北
日
本
一
帯
の
山
林
に
自
生

し
て
い
た
白
樺
は
、
次
第
に
各

地
の
開
発
に
よ
っ
て
減
少
し
樹

林
を
形
成
し
て
い
る
の
は
北
海

道
の
山
間
部
一
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
希
少
価
値
の
高

い
白
樺
は
、
樹
液
が
多
く
主
た

る
建
築
資
材
と
し
て
は
使
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
合
板
用
や

楽
器
の
木
材
部
品
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
町
の
鳥
「
エ
ト
ピ
リ
カ
」

　

エ
ト
ピ
リ
カ
と
い
う
名
前

は
、ア
イ
ヌ
語
で
「
美
し
い
嘴
」

と
い
う
意
味
で
す
。
エ
ト
ピ
リ

カ
は
、
北
太
平
洋
北
部
と
そ
れ

に
隣
接
す
る
海
域
だ
け
に
生
息

す
る
貴
重
な
鳥
で
、日
本
で
は
、

霧
多
布
以
外
で
は
見
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
し
か
も
日
本
の

エ
ト
ピ
リ
カ
は
絶
滅
の
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。

○
産
業

　

浜
中
町
の
産
業
は
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
営
ま

れ
る
農
業
・
漁
業
が
中
心
で
す
。

農
業
は
酪
農
の
先
進
地
と
し
て

知
ら
れ
、
新
鮮
で
良
質
で
あ
る

本
町
の
生
乳
は
、
全
国
的
に
有

名
な
「
ハ
ー
ゲ
ン
ダ
ッ
ツ
」
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
原
料
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
漁
業
は
非
常
に
恵
ま

れ
た
沿
岸
海
域
を
有
す
る
中
、

国
内
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
天

然
昆
布
と
と
も
に
、
近
年
は
高

級
素
材
と
な
っ
て
い
る
ウ
ニ
の

養
殖
を
は
じ
め
と
し
た
栽
培
漁

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
浜
中
桜
ま
つ
り
（
５
月
中
旬

～
下
旬
）

　

毎
年
、
５

月
の
桜
の
満

開
と
な
る
季

節
に
浜
中
桜

公
園
に
て
地

元
や
観
光
客

の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
お
花
見

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
国
で
も
遅

い
時
期
で
の
桜
の
開
花
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方

に
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
浜
中
う
ま
い
も
ん
市
（
７
月

上
旬
）

　

霧
多
布
湿
原

の
花
の
魅
力
を

体
感
し
て
い
た

だ
く
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
テ
ン
ト

ブ
ー
ス
で
は
、
浜
中
町
自
慢
の

味
覚
（
花
咲
が
に
・
ト
キ
シ
ラ

ズ
・
カ
キ
な
ど
）
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
屋
台
村
も
楽
し
め

ま
す
。
湿
原
の
花
の
景
観
と
浜

中
町
の
食
の
２
つ
を
１
度
に
堪

能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・
ル
パ
ン
三
世
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
浜
中
町
（
８
月
～
９
月
）

　

漫
画
「
ル
パ
ン
三
世
」
作
者

で
あ
る
、
故
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン

チ
氏
が
本
町
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
浜
中
町
で
は
ル
パ
ン
三

世
を
活
用
し
た
観
光
振
興
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
当
イ
ベ
ン
ト

は
、
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
特
別
展

示
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
の
ル

パ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
と
、
浜
中
町

な
ら
で
は
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が

大
集
合
し
ま
す
。
北
海
道
内
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国
、
海
外
か
ら

も
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

に
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

浜
中
町
と
は

人口：５，５０６人
　　　（Ｒ３. １１月現在）
面積：約４２３. ６３K㎡

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む

現
在
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や

地
域
医
療
の
充
実
、
地
域
を
支

え
る
人
材
の
育
成
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
な
ど
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
が
ま

ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
浜
中
町
で
は
、
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
を

中
心
に
若
い
世
代
が
働
き
な
が

ら
し
っ
か
り
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
地
域
医

療
の
充
実
や
地
域
福
祉
の
基
盤

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

・
結
婚
祝
金

　

婚
姻
後
間
も
な
い
夫
婦
に
結

婚
祝
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
浜
中
町
へ
の
定
住
を
促
進

し
、
も
っ
て
活
気
に
満
ち
た
地

域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
新
婚
夫
婦
に
対

し
て
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

・
出
産
祝
金

　

新
時
代
を
担
う
子
ど
も
の
出

産
を
奨
励
し
、
町
の
活
性
化
と

児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
福

祉
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
生
児
の
出
産
に
対
し

て
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
支
給
対
象
児
１
人
に
つ

き
５
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

子
ど
も
の
医
療
費
を
そ
の
保

護
者
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
診

断
と
早
期
治
療
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
満
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
無
償

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
移
住
・
定
住
支
援

・
お
試
し
住
宅
事
業

　

浜
中
町
へ
の
移

住
に
関
心
の
あ
る

方
が
一
定
期
間
浜

中
町
で
の
生
活
体

験
が
で
き
る
場
を

提
供
す
る
た
め

「
お
試
し
住
宅
」
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
住
宅
の
利
用
期
間

は
、
2
週
間
以
上
3
ヵ
月
以
内

と
し
、
１
か
月
４
５
０
０
０
円

で
利
用
で
き
ま
す
。

・
安
心
住
ま
い
る
促
進
事
業

　

住
宅
の
新
築
及
び
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
を
行
う
方
に
対
し
、
助

成
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
内
に
お
け
る
住
宅
の
安

全
性
、
耐
久
性
及
び
居
住
性
の

向
上
を
図
り
、
町
民
が
永
く
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま

い
づ
く
り
や
住
環
境
整
備
の
促

進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
新
築
最

大･･･

30
万
円
、
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム･･･

最
大
20
万
円
。

○
ふ
る
さ
と
会

・
ふ
る
さ
と
浜
中
会

☎
浜
中
町
役
場
総
務
課　

０
１
５
３
―
６
２
―
２
１
１
１

・
ふ
る
さ
と
浜
中
会　

東
京
・

首
都
圏　

☎
浜
中
町
商
工
会　

０
１
５
３

―
６
２
―
２
１
４
４

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

浜
中
町
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
、
個
性
豊
か
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
寄
附
金
は
次
の
７
つ

の
事
業
で
活
用
し
、
浜
中
町
に
思
い
を
寄
せ
る
人
々
の
意
向

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
寄
附
金
の
活
用
事
業

・
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
農
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
そ
の
他
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
自
然
環
境
並
び
に
地
域
景
観
の
保
全
お
よ
び
活
用
に
関
す

る
事
業

・
医
療
お
よ
び
福
祉
の
充
実
に
関
す
る
事
業

・
教
育
お
よ
び
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
事
業
の
指
定
の
な
い
も
の

　

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
返
礼

品
に
は
、
浜
中
町
特
産
の
乳
製
品
や
海
産

物
な
ど
の
加
工
品
を
中
心
に
２
０
０
品
以

上
の
返
礼
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
次
の
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://ham
anaka-furusato.jp/ （

北
海
道
浜
中
町
ふ
る

さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
）

●お問い合わせ　
○浜中町役場　〒０８８－１５９２　北海道厚岸郡浜中町湯沸４４５番地
ＴＥＬ：０１５３－６２－２１１１（代）　ＦＡＸ：０１５３－６２－２２２９

公式ホームページ：https://www.townhamanaka.jp/

https://www.townhamanaka.jp/
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浜は
ま
な
か中
町

浜はま
な
か中
町

●お問い合わせ　
○浜中町役場　〒０８８－１５９２　北海道厚岸郡浜中町湯沸４４５番地
ＴＥＬ：０１５３－６２－２１１１（代）　ＦＡＸ：０１５３－６２－２２２９

公式ホームページ：https://www.townhamanaka.jp/

○
霧
多
布
岬

　

霧
多
布
岬
（
き
り
た
っ
ぷ
み

さ
き
）
は
、
正
式
に
は
湯
沸

岬
（
と
う
ふ
つ
み
さ
き
）
と

い
い
ま
す
。
ま
た
ト
ッ
カ
リ

（
あ
ざ
ら
し
）
を
見
か
け
る
こ

と
か
ら
ト
ッ
カ
リ
岬
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
標
高
50
ｍ
ほ
ど

の
テ
ー
ブ
ル
型
の
霧
多
布
半

島
の
東
側
に
位
置
し
、
太
平

洋
の
荒
波
に
突
き
出
て
お
り

周
辺
に
は
展
望
台
・
キ
ャ
ン

プ
場
も
あ
り
、
い
こ
い
の
広

場
と
し
て
も
最
適
で
す
。
展

望
台
か
ら
３
㎞
先
に
は
、
ア

ザ
ラ
シ
の
い
る
帆
掛
岩
、
浜

中
湾
越
し
に
奔
幌
戸
（
ぽ
ん

ぽ
ろ
と
）、
貰
人
（
も
う
ら
い

と
）
の
絶
壁
、
海
岸
線
等
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
霧
多
布
キ
ャ
ン
プ
場

　

霧
多
布
岬
か
ら
徒
歩
５
分

ほ
ど
の
場
所
に
あ
り
、
高
台

の
緩
や
か
な
傾
斜
面
に
バ
ン

ガ
ロ
ー
（
有
料
）
が
18
棟
あ

る
ほ
か
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
（
無

料
）、
ド
ッ
グ
ラ
ン
（
無
料
）

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
休
憩

舎
（
有
料
）
で
は
、
団
体
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ
と

も
で
き
、
車
中
泊
や
バ
イ
ク

キ
ャ
ン
プ
も
可
能
で
す
。
高

台
か
ら
太
平
洋
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
霧
多
布
岬
キ
ャ
ン
プ
場

な
ら
で
は
で
す
。【
利
用
期
間
：

６
月
上
旬
～
10
月
上
旬
】

○
ア
ゼ
チ
の
岬

　

霧
多
布
半
島
の
東
の
端
は

「
霧
多
布
岬
」。
そ
し
て
西
の
端

に
は
こ
こ
「
ア
ゼ
チ
の
岬
」
が

あ
り
ま
す
。
ア
ゼ
チ
の
岬
は
琵

琶
瀬
湾
に
突
き
出
た
岬
で
、
小

島
・
ゴ
メ
島
・
嶮
暮
帰
島
（
け

ん
ぼ
っ
き
と
う
）
を
望
め
、
遥

か
に
琵
琶
瀬
湾
、
浜
中
湾
の
海

岸
線
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、

真
夏
の
落
日
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。　

　

ア
ゼ
チ
の
岬
の
先
か
ら
望
む

小
島
に
は
、
浜
中
町
の
鳥
「
エ

ト
ピ
リ
カ
」
が
営
巣
し
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
は
ゴ
メ
島
に
も

多
く
の
「
エ
ト
ピ
リ
カ
」
が
営

巣
し
て
い
ま
し
た
。
浜
中
町
に

は
、
こ
の
よ
う
な
海
鳥
の
聖
地

と
な
る
小
さ
な
島
、岩
が
多
く
、

そ
の
た
め
多
く
の
海
鳥
が
生
息

し
て
い
ま
す
。

○
涙
岬
・
立
岩

　

涙
岬
・
立
岩
を
訪
れ
る
と
、

古
老
の
語
り
草
で
あ
る
網
元
の

娘
と
若
い
衆
の
恋
物
語
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
所

は
、
嵐
の
海
に
の
ま
れ
た
若
者

に
恋
す
る
乙
女
の
泣
く
姿
が
岩

に
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
お
り
、

嵐
の
夜
な
ど
は
乙
女
の
す
す
り

泣
き
が
聞
こ
え
て
く
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
別

名
「
乙
女
の
涙
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
数
十
メ
ー
ト
ル
も

の
断
崖
に
刻
ま
れ
た
乙
女
の
横

顔
は
、
な
ぜ
か
旅
情
を
誘
い
ま

す
。

○
霧
多
布
湿
原

　

霧
多
布
湿
原
は
、
３
１
６
８

㌶
の
面
積
を
誇
る
国
内
有
数
の

湿
原
で
す
。
湿
原
中
心
部
の
泥

炭
で
形
成
さ
れ
た
高
層
湿
原
部

分
８
０
３
㌶
は
、
１
９
２
２

年
（
大
正
11
年
）
10
月
12
日
に

国
の
天
然
記
念
物
「
霧
多
布
泥

炭
形
成
植
物
群
落
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。（
保
全
を
目
的

と
し
て
指
定
当
時
よ
り
周
辺
国

有
地
86
㌶
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。）
１
９
９
３
年
６
月
１
日

に
、
厚
岸
湖
と
別
寒
辺
牛
（
べ

か
ん
べ
う
し
）
と
と
も
に
、
国

よ
り
厚
岸
・
別
寒
辺
牛
・
霧
多

布
鳥
獣
保
護
区（
集
団
飛
来
地
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
総
面

積
１
１
２
７
１
㌶
、
う
ち
特
別

保
護
地
区
７
７
８
１
㌶
）ま
た
、

１
９
９
３
年
６
月
10
日
に
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
も
登

録
さ
れ
（
範
囲
は
２
５
０
４

㌶
）、
２
０
０
１
年
に
は
北
海

道
遺
産
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
指
定
さ

れ
た
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定

公
園
の
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。

　

霧
多
布
湿
原
は
、
釧
路
湿
原

等
に
比
べ
花
の
種
類
が
多
く
、

花
の
密
度
が
高
い
た
め
「
花
の

湿
原
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

原
生
花
園
が
広
が
り
、
春
か
ら

秋
に
か
け
多
種
多
様
な
花
が
咲

き
ま
す
。
特
に
初
夏
を
告
げ
る

白
い
ワ
タ
ス
ゲ
、
夏
の
訪
れ
と

共
に
咲
く
黄
色
い
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
な
ど
が
湿
原
一
面
を
彩
り
ま

す
。
ま
た
、
花
だ
け
で
な
く
、

夏
に
は
数
組
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

繁
殖
を
行
っ
て
お
り
、
鳥
類
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
野

生
動
物
が
観
察
で
き
ま
す
。

　

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
湿
原
の
コ
ア
部
分
に
立
ち

入
る
際
に
は
文
化
庁
長
官
の
許

可
が
必
要
で
す
が
、
コ
ア
部
外

の
湿
原
内
に
は
木
道
や
展
望
台

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
湿
原
の

中
か
ら
霧
多
布
湿
原
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
琵
琶
瀬
展
望
台

　

霧
多
布
湿
原
の
南
に
位
置
す

る
高
台
に
あ
り
、
３
６
０
度
の

視
界
が
楽
し
め
ま
す
。
前
方
を

見
る
と
広
大
な
霧
多
布
湿
原
の

中
を
琵
琶
瀬
川
が
蛇
行
す
る
大

パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
し
、
振
り
返

る
と
太
平
洋
の
荒
々
し
い
景
観

が
待
ち
受
け
て
お
り
、
海
上
に

は
窓
岩
が
臨
め
ま
す
。
こ
の
窓

岩
は
、
浜
中
町
の
奇
岩
の
ひ
と

つ
で
、
平
成
５
年
と
６
年
の
大

き
な
地
震
の
前
ま
で
は
、
２
つ

の
窓
が
あ
り
メ
ガ
ネ
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
ま
し
た
が
地
震
に

よ
り
片
側
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
夜
に
は
霧
多
布

市
街
を
中
心
と
す
る
海
岸
線
に

続
く
夜
景
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
琵
琶
瀬
展
望
台
の

景
観
は
、
国
際
級
と
の
観
光
評

価
も
あ
り
ま
す
。

○
酪
農
展
望
台

　

国
道
44
号
線
沿
い
の
高
台
に

あ
る
酪
農
展
望
台
か
ら
は
、
美

し
く
広
が
る
緑
の
牧
場
風
景
が

見
渡
せ
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
ス

ロ
ー
プ
が
流
れ
る
よ
う
に
続

き
、
牛
の
群
れ
が
の
ん
び
り
と

草
を
は
む
姿
や
、
夏
の
採
草
作

業
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ト
ラ
ッ

ク
が
忙
し
く
働
く
な
ど
、
酪
農

王
国
「
は
ま
な
か
」
に
ふ
さ
わ

し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

　

代
表
作
「
ル
パ
ン
三
世
」
な

ど
膨
大
な
作
品
を
残
し
た
故
モ

ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
氏
の
、
愛
用

品
の
数
々
を
ち
り
ば
め
た
仕
事

部
屋
の
再
現
ス
ペ
ー
ス
「
Ａ
Ｇ

Ｉ
Ｔ
」
を
は
じ
め
、
多
数
の
複

製
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
展
示
空

間
で
す
。（
場
所
：
浜
中
町
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー　

時
間
：
７

月
か
ら
９
月　

９
時
～
17
時
、

10
月
か
ら
６
月　

９
時
～
15

時
）

○
ル
パ
ン
三
世
通
り

　

霧
多
布
市
街
の
飲
食
店
ゾ
ー

ン
に
忽
然
と
現
れ
る
仮
想
空

間
。
映
画
館
「
霧
多
布
座
」、

不
二
子
の
Ｐ
Ｕ
Ｂ
、
次
元
の
Ｂ

Ａ
Ｒ･･･

　

ル
パ
ン
三
世
の
聖
地
・
浜
中

町
だ
け
の
ル
パ
ン
・
ワ
ー
ル
ド

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。（
仮

想
店
舗
は
営
業
し
て
い
ま
せ

ん
。）

　

ま
た
、
ル
パ
ン
三
世
通
り
だ

け
で
無
く
、
浜
中
町
で
は
多
く

の
場
所
で
ル
パ
ン
三
世
た
ち
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
内
を
巡
っ
て
ル
パ
ン
一
味
を

逮
捕
（
撮
影
）
し
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
？

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
海
と
山
の
宝
島
　
浜
中
町
」

https://www.townhamanaka.jp/
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標
茶
町
は
、
北
海
道
の
東
側

に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
も

１
０
９
９
・
37
㎢
と
東
京
都
の

約
半
分
と
い
う
広
大
な
土
地
を

有
し
て
い
ま
す
。
町
名
の
由
来

は
ア
イ
ヌ
語
の「
シ
ペ
ッ
チ
ャ
」

(

大
き
な
川
の
ほ
と
り
の
意)

と
い
う
本
来
の
発
音
が
語
源

で
す
。
母
な
る
川
・
釧
路
川
を

は
じ
め
、
別
寒
辺
牛
川
、
西
別

川
の
三
大
河
川
に
よ
っ
て
産
業

と
開
拓
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
ち
の
東
西
南
北
は
手

つ
か
ず
の
山
林
で
囲
ま
れ
て
い

る
た
め
、
盆
地
特
有
の
気
候
を

呈
し
、
夏
は
30
度
ま
で
熱
く
な

る
か
と
思
え
ば
冬
は
マ
イ
ナ
ス

30
度
ま
で
冷
え
込
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
雪
解
け
後
に
芽
吹
く

柔
ら
か
な
草
、
真
夏
の
太
陽
の

も
と
輝
く
湖
沼
、
燃
え
上
が
る

よ
う
な
紅
葉
の
森
、
結
晶
の
ま

ま
降
り
積
も
る
柔
ら
か
な
雪
と

厳
し
く
も
変
化
に
富
ん
だ
四
季

折
々
の
美
し
い
景
観
が
楽
し
め

る
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
ま

ち
の
北
側
に
阿
寒
摩
周
国
立
公

園
、
南
側
に
は
釧
路
湿
原
国
立

公
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
特

に
釧
路
湿
原
国
立
公
園
は
そ
の

面
積
の
約
43
パ
ー
セ
ン
ト
が
標

茶
町
に
属
し
て
お
り
、
水
辺
の

動
植
物
の
貴
重
な
生
息
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。冬
季
に
は「
Ｓ

Ｌ
冬
の
湿
原
号
」
が
運
行
さ
れ

多
く
の
旅

行
客
の
皆

様
が
訪
れ

ま
す
。
車

内
販
売
さ

れ
て
い
る

ス
ル
メ
を

客
車
の
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
で
焼

い
て
楽
し
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
美

し
い
景
色
や
様
々
な
野
生
動
物

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
口
は
７
２
０
０
人
程
度
で

す
が
、
人
口
の
約
８
倍
と
な
る

６
万
頭
超
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て

い
て
、
酪
農
・
畜
産
業
が
基
幹

産
業
で
す
。
新
規
就
農
に
つ

い
て
も
町
と
し
て
力
を
入
れ

て
お
り
、
１
９
９
４
年
か
ら

２
０
１
３
年
ま
で
の
新
規
就
農

は
14
組
で
し
た
が
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
の
建
物
を
活
用

し
て
２
０
１
５
年
に
新
規
就
農

者
宿
泊
研
修
施
設
「
し
べ
ち
ゃ

農
楽
校
」
を
開
設
し
、
新
規
就

農
希
望
者
の
受
入
れ
体
制
を
強

化
し
て
か
ら
、
現
在
ま
で
に
９

組
が
新
規
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
関
係
機
関
で
協
議

会
を
設
立
し
て
お
り
、
研
修
中

か
ら
就
農
後
ま
で
き
め
細
や
か

な
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
23

組
の
う
ち

21
組
は
現

在
も
営
農

さ
れ
て
お

り
、
高
い

定
着
率
を
誇
り
ま
す
。
今
後
も

新
規
就
農
者
は
増
え
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
柔
軟
な
受
入

れ
を
し
て
い
き
ま
す
。
町
内
に

は
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
の
大
型
工

場
が
あ
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ

た
牛
乳
を
使
用
し
た
「
切
れ
て

る
バ
タ
ー
」
等
の
乳
製
品
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
星

空
の
黒
牛
」
ブ
ラ
ン
ド
の
牛
肉

が
あ
り
、
赤
身
の
肉
が
注
目
さ

れ
る
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
で
も
一
番
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
か
ら
良

質
な
食
材
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

現
在
取
り
掛
か
っ
て
い
る
町

の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
茅
沼

地
区
の
観
光
宿
泊
施
設
の
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
建
築
家

の
隈
研
吾
さ
ん
と
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
原
研
哉
さ
ん
に
施
設
の
設
計

を
依
頼
し
進
め
て
い
ま
す
。
町

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま
た

町
外
の
方
も
ゆ
っ
く
り
と
大
自

然
を
堪
能
で
き
る
よ
う
な
施
設

と
な
る
予
定
で
す
。

○
イ
ベ
ン
ト

・
こ
ど
も
の
夢
を
育
て
る
祭
り

　

毎
年
６
月
末
か
ら
７
月
上
旬

に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

標
茶
町

駒
が
丘
公

園
特
設
会

場
で
行
わ

れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
や
宝
さ

が
し
の
ほ
か
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
も
運

行
し
て
お
り
子
供
た
ち
が
楽
し

い
と
思
う
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

標
茶
町
と
は

人口 7,194 人
（R4.10 月末現在）

面積 1,099.37K㎡

○
馬
に
関
す
る
取
り
組
み

　

か
つ
て
軍
馬
の
生
産
で
栄
え

た
歴
史
が
あ
り
、
現
在
は
全
国

の
乗
馬
ク
ラ
ブ
な
ど
を
引
退
し

た
乗
用
馬
が
雄
大
な
自
然
の
中

で
過
ご
す
終
の
棲
家
づ
く
り
の

事
業
と
し
て
、
道
東
ホ
ー
ス
タ

ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
引
退
馬
に
標
茶
の

自
然
の
中
で
余
生
を
過
ご
し
て

も
ら
う
預
託
事
業
や
、
乗
馬
が

で
き
る
馬
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
、
関
係
人
口
の
創
出
や
地
域

活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

○
自
然
環
境

　

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
及

び
釧
路
湿
原
国
立
公
園
と
、

２
０
２
１
年
３
月
に
新
た
に
指

定
さ
れ
た
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森

国
定
公
園
を
含
め
、
２
つ
の
国

立
公
園
と
１
つ
国
定
公
園
を
有

す
る
市
町
村
は
全
国
的
に
み
て

も
稀
有
な
存
在
で
あ
り
、
今
後

の
観
光
振
興
に
繋
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、そ
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
５
月
を「
森
と
川
の
月
間
」

と
し
、
大
勢
の
町
民
が
参
加
を

し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
「
町
内

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
に
つ
い
て
も
、
保
育

料
の
無
料
化
や
大
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
安
心
し

て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
生
児
が
生
ま
れ
た
世
帯
に

は
、
子
育
て
応
援
チ
ケ
ッ
ト
と

し
て
町
内
の
店
舗
で
子
育
て
用

品
が
買
え
る
商
品
券
も
５
万
円

分
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

○
移
住
・
定
住

　

標
茶
の
自
然
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
ま
ち
で
の
生
活
を
ト
ラ
イ

ア
ル
体
験
で
き
る
住
宅
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
７
日

間
～
１
カ
月
間
の
期
間
で
ペ
ッ

ト
専
用
住
宅
と
、
ペ
ッ
ト
不
可

の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
生
活
に

必
要
な
備
品
は
完
備
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
町
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当　

企
画
財
政
課
地
域
振
興

係　○
情
報
発
信

　

標
茶
町
で
は
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
、YouTube

を
使
っ

た
情
報
発
信
を
始
め
て
い
ま

す
。
町
内
の
政
治
の
動
き
や

ニ
ュ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
、
事
業

者
さ
ま
紹
介
、
ラ
ジ
オ
な
ど

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
情
報
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

登
録
は

こ
ち
ら
→

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

標
茶
町
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
利
用
し
て
、

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
下
記
の
８
つ
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

(

１)

「
馬
と
共
に
暮
ら
せ
る
町
・
・
・
標
茶
」
事
業
の
た

め
に

(

２)

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
に
（
教

育
関
連
事
業
）

(

３)

貴
重
な
自
然
や
遺
産
を
守
る

た
め
に
（
自
然
保
護
・
文
化
財
保
護
）

(

４)

将
来
を
担
う
次
世
代
の
育
成

に
（
子
育
て
支
援
）

(

５)

関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
（
移
住
対
策
・
観
光
振
興
）

(

６)

基
幹
産
業
の
発
展
に
（
酪
農
・

畜
産
業
等
の
振
興
）

(

７)

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

に
（
防
災
対
策
・
福
祉
施
策
）

(

８)

指
定
し
な
い
（
標
茶
町
の
発
展
の
た
め
に
町
長
が

必
要
と
認
め
る
事
業
）

・
寄
付
い
た
だ
い
た
方
へ
の
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
標
茶

町
の
特
産
の
畜
産
品
を
中
心
に
１
８
０
種
類
以
上
の
返
礼

品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
下
記
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

楽
天

https://www.rakuten.co.jp/f016641-shibecha/

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://www.furusato-tax.jp/city/product/01664 ふるさと納税返礼品一例

mailto:info%40office.town.shibecha.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://town.shibecha.hokkaido.jp/
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○
多
和
平

　

地
平
線
を
３
６
０
度
見
渡

せ
る
展
望
台
が
あ
り
、
美
し

い

朝

日
や
夕

日
、
夜

に
は
満

天
の
星

空
を
鑑

賞
す
る

こ
と
が
で
き
、
５
月
～
10
月

の
期
間
は
展
望
台
下
の
丘
で

は
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
ま
す
。

夜
景
は
特
に
有
名
で
、
広
大
な

牧
草
地
の
中
で
見
る
星
空
は

ま
る
で

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
の
よ

う
な
美

し
さ
を

誇

り

ま

す
。

キ
ャ
ン

プ
場
の

す
ぐ
横

に

は
、

た
く
さ

ん
の
牛

と
サ
フ
ォ
ー
ク
種
の
羊
が
放

牧
さ
れ
て
い
る
日
本
最
大
級

の
公
営
牧
場
が
あ
り
、
の
ど

か
な
風
景
に
癒
さ
れ
な
が
ら

キ
ャ
ン
プ
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

や
売
店
で
も
あ
る
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
多
和
が
す
ぐ
近
く
で
便

利
で
す
。

○
虹
別
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

フ
リ
ー
サ
イ
ト
、
コ
テ
ー

ジ
、
テ

ン
ト
ス

ペ
ー
ス

の
広
さ

が
充
実

し
て
い

ま

す
。

ペ
ッ
ト
連
れ
で
の
利
用
も
可
能

で
、
芝
生
広
場
に
は
ド
ッ
グ
ラ

ン
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

く
の
湖
で
は
釣
り
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
の
ん
び
り
自
然
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
シ
ャ
ワ
ー

や
洗
濯
機
が
あ
り
、
家
族
連
れ

や
キ
ャ
ン
プ
が
初
め
て
の
人
で

も
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
西
別
岳

　

摩
周
岳
の
隣
に
連
な
る
山

で
、
標
高
約
８
０
０
ｍ
と
や

や
低
い

た
め
初

心
者
で

も
気
軽

に
登
山

に
挑
戦

す
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

お
花
畑

が
と
こ

ろ
ど
こ

ろ
に
見

ら

れ
、

高
山
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
浸
れ
ま
す
。
眺
望
も
優

れ
、
果
て
し
な
く
広
が
る
根
釧

原
野
、
斜
里
岳
、
標
津
岳
、
雄

阿
寒
岳
、
摩
周
湖
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
国

後
島
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
塘
路
元
村
キ
ャ
ン
プ
場

　

釧
路
川
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
の

ベ
ー
ス
基
地
と
も
な
っ
て
い
る

塘
路
湖
の
湖
畔
に
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
。
カ
ヌ
ー
の
体
験
受

付
を
行
っ
て
い
る
「
元
村
ハ
ウ

ス
ぱ
る
」、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

塘
路
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
あ

る
こ
っ
と
」、
標
茶
町
博
物
館

ニ
タ
イ
・
ト
も
周
辺
に
あ
り

キ
ャ
ン
プ
と
一
緒
に
観
光
す
る

に
は
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
標
茶
町
博
物
館 

ニ
タ
イ
・
ト

　

国
立
公
園
を
二
つ
、
国
定
公

園
を
一
つ
抱
え
、
広
大
で
豊
か

な
自
然
を
有
す
る
標
茶
町
で
す

が
、
こ
の
博
物
館
で
は
標
茶
町

に
生
息
す
る
生
き
物
や
植
物
を

観
察
す

る
こ
と

が
で
き
、

町
の
自

然
と
歴

史
を
学

べ
ま
す
。

ま

た
、

北
海
道
東
部
の
昆
虫
相
の
解
明

の
た
め
に
生
涯
を
か
け
て
研
究

に
取
り
組
ん
だ
飯
島
一
雄
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
い

て
も
、
標
茶
町
で
は
江
戸
後

期
よ
り
ア
イ
ヌ
の
コ
タ
ン(

集

落)

が
あ
り
祭
事
を
中
心
に
古

く
よ
り
研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
貴
重
な
資
料
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
ウ
ン
ジ
に
は
鳥
類
を
中
心
と

し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
春
夏
・
秋
冬
で
展
示
が

変
わ
り
ま
す
。ア
イ
ヌ
語
で「
ニ

タ
イ
」
は
森
、「
ト
」
は
湖
と

い
う
意
味
で
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
１
８
８

５
年
に
建
て
ら
れ
た
、
北
海
道

集
治
監
釧
路
分
監
の
本
館
建
物

が
塘
路
に
移
築
復
元
さ
れ
て
お

り
、
同
じ
年
に
建
て
ら
れ
た
塘

路
駅
逓(

駅
逓)

の
建
物
も
移

築
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
逓

と
は
半
官
半
民
の
旅
宿
で
、
北

海
道
独
特
の
制
度
で
す
。
建
物

自
体
は
漁
業
番
屋
と
し
て
建
築

さ
れ
て
お
り
、
特
徴
的
な
丸
太

組
の
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ッ
タ
ロ
湿
原
展
望
台

　

コ
ッ
タ
ロ
と
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
水
が
湧
く
と
こ
ろ
」
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ッ
タ
ロ

湿
原
展
望

台
か
ら
は
、

釧
路
湿
原

の
中
で
も

太
古
の
自

然
が
残
る

大
湿
原
の

コ
ッ
タ
ロ
川
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
子
育
て
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
塘
路
湖

　

周
囲
約
18
㎞
、
面
積
約
62

㎢
、
最
大
水
深
約
７
ｍ
の
塘
路

湖
は
、
釧
路
湿
原
内
に
あ
る
最

も
大
き
な
海
跡
湖
で
す
。
海
水

に
生
息
す
る
甲
殻
類
の
一
種
で

あ
る
ク
ロ
イ
サ
ザ
ミ
ア
が
生
息

し
、
生
き
物
た
ち
の
な
ご
り
が

確
認
で
き
ま
す
。
塘
路
湖
の
由

来
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ト
ー
・
オ

ロ(

ト
ー
：
湖
・
沼
、
オ
ロ
：

の
所)
」
に
漢
字
を
あ
て
た
も

の
で
す
。
冬
に
は
御
神
渡
り
が

見
ら
れ
、
氷
上
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

は
冬
の
風
物
詩
で
す
。
漁
師
の

方
が
と
っ
た
ワ
カ
サ
ギ
は
佃

煮
や
筏
焼
き
な
ど
に
加
工
さ

れ
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

接
す
る
Ｊ
Ｒ
塘
路
駅
で
は
「
く

し
ろ
湿
原
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
の
発

着
駅
で
、
国
内
外
の
観
光
客
の

方
々
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
「
く

し
ろ
湿
原
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
に
つ

い
て
は
運
行
が
開
始
さ
れ
た

１
９
８
９
年
か
ら
、
釧
路
湿
原

を
ゆ
っ
た
り
と
走
行
し
て
、
車

窓
か
ら
の
壮
大
な
景
色
を
楽
し

め
る
列
車
と
し
て
人
気
を
博
し

て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
川

湯
温
泉

ま
で
の

延
長
運

転
や
夕

方
の
車

窓
か
ら

夕
陽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
夕
陽
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
な
ど
多

様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
シ
ラ
ル
ト
ロ
湖

　

シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
は
、
釧
路
湿

原
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、
釧

路
湿
原
の
東
側
に
あ
る
淡
水
湖

で
、
周
囲
9.8
㎞
、
面
積
1.8
㎢
、

最
大
深
度
３
ｍ
の
湖
で
す
。
真

冬
で
も
凍
ら
な
い
場
所
が
あ
る

た
め
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
ガ
ン
、

オ
ジ
ロ
ワ
シ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
な

ど
が
集
ま
る
水
鳥
の
楽
園
で

す
。
名
前
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語

で
「
岩
・
の
間
」
を
表
す
「
シ

ラ
ル
ウ
ト
ゥ
ル
」
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

・
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん

　

つ
の
は
泡
だ
て
器
、
し
っ
ぽ
は
計
量
ス
プ
ー
ン
と
い
う

「
ク
ッ
キ
ン
牛
」
で
す
。
標
茶
町
の

お
い
し
い
牛
乳
で
皆
さ
ん
を
お
も
て

な
し
を
す
る
の
が
生
き
が
い
で
す
。

「
飲
ん
で
お
い
し
い
牛
乳
を
さ
ら
に

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
！
」

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
に
立
候
補

し
、
２
０
０
６
年
春
か
ら
活
動
開
始

し
て
い
ま
す
。
性
格
は
温
厚
で
す
。

・
ハ
ッ
ピ
ー
く
ろ
べ
え

　

い
つ
で
も
ハ
ッ
ピ
を
着
用
し
て
い
る
大
の
お
祭
り
好
き
の

男
の
子
で
す
。
か
ぶ
り
も
の
の
お
肉
を
ふ
る
ま
い
、
食
べ
た

人
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
２
０
１
１
年
秋
の
「
標
茶

町
産
業
ま
つ
り
」
よ
り
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ミ
ル
ク
ッ

ク
さ
ん
と
協
力
し
て
活
動
中
で
す
。
名
づ
け
親
は
、
町
内
の

小
学
生
９
名
で
す
。

「
大
自
然
の
入
り
口
　
標
茶
町
」
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弟て
し
か
が
子
屈
町

弟て
し
か
が
子
屈
町
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弟
子
屈
町
で
は
活
力
あ
ふ
れ

る
若
い
世
代
の
移
住
者
を
確
保

す
る
べ
く
、
情
報
発
信
、
移
住

支
援
、
空
き
家
活
用
、
人
材
育

成
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
情
報
発
信
】

　

弟
子
屈
町
の
観
光
地
や
行
事

な
ど
の
紹
介
や
、
地
元
企
業
や

本
町
で
起
業
し
た
若
者
の
活
動

を
、
町
公
式YouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
を
活
用
し
発
信
し
て
い

ま
す
。
主
に
こ
の
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
員
と
し

て
活
動
し
て
い
る
20
代
の
協

力
隊
員
の

2
名
で
す
。

ぜ
ひ
「
弟

子
屈
町
公

式
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
で
検
索
し
、
弟
子
屈
町

公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
移
住
支
援
】

　

弟
子
屈
町
で
は
移
住
に
携
わ

る
協
力
隊
員
を
採
用
し
、
今
ま

で
よ
り
も
上
質
な
移
住
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
移
住
相
談
か

ら
定
住
ま
で
を
、
協
力
隊
員
が

民
間
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

も
活
用
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

し
、定
住
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

【
空
き
家
活
用
】

　

町
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用

を
通
じ
、
町
民
の
住
み
替
え
に

よ
る
住
宅
環
境
の
改
善
、
他
の

市
町
村
か
ら
の
移
住
促
進
を
図

る
た
め
「
弟
子
屈
町
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
当
町
へ
の
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
」
や
住
み
替
え
を
検
討
し
て

い
る
方
に
物
件
情
報
を
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、
町
内
に
空
き
家

を
有
し
そ
れ
を
「
売
り
た
い
」

「
貸
し
た
い
」
と
お
考
え
の
方

に
制
度
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
で
56
件
の
空
き
家

が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
買
い
取

っ
た
空
き
家
を
改
修
す
る
際
、

最
大
30
万
円
の
補
助
金
を
交
付

す
る
「
購
入
物
件
改
修
費
補
助

制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

【
人
材
育
成
】

　

地
域
に
貢
献
で
き
る
有
為
な

人
材
を
育
成
し
、
町
内
企
業
の

安
定
的
な
経
営
を
図
る
た
め
、

各
種
免
許
や
資
格
、
町
内
の
小

中
高
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
各

種
検
定
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　

認
定
こ
ど
も
園
・
町
立
保
育

園
の
保
育
料
無
償
化
、
中
学
校

ま
で
の
給
食
費
無
償
化
、
高
校

ま
で
の
実
質
医
療
費
無
料
な

ど
、
町
内
で
子
育
て
を
す
る
方

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
弟
子

屈
高
校
に
通
う
生
徒
対
象
に
公

設
民
営
塾
も
設
置
し
、
弟
子
屈

高
校
生
は
受
講
料
・
教
材
費
完

全
無
料
で
質
の
高
い
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

弟
子
屈
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄

付
を
下
記
の
8
つ
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

1
．
摩
周
湖
・
屈
斜
路
湖
な
ど
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業

2
．
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
や
子
育
て
に
関
す
る
事
業

3
．
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

4
．
教
育
、
幼
児
教
育
の
施
設
設
備
や
振
興
に
関
す
る
事
業

5
．
社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
整
備
や
振
興
に

関
す
る
事
業

6
．
福
祉
、
医
療
の
施
設
整
備
及
び
振
興
に
関
す
る
事
業

7
．
街
並
み
整
備
や
風
景
の
向
上
に
関
す
る
事
業

8
．
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
係
る
事
業

　

弟
子
屈
町
の
返
礼
品
は
、
摩
周

和
牛
や
摩
周
メ
ロ
ン
、
乳
製
品
の

特
産
品
や
海
産
物
加
工
品
、
カ

ヌ
ー
や
屈
斜
路
湖
体
験
ツ
ア
ー
な

ど
、
弟
子
屈
町
の
フ
ァ
ン
と
な
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
数
多
く
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

弟
子
屈
町
と
は

人口：６, ８５３人
　　　（Ｒ３. １１月現在）
面積：約４２３. ６３K㎡

○
概
要

　

東
北
海
道
の
中
心
に
位
置

し
、
西
北
面
は
高
峻
な
る
山
脈

を
も
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に

接
し
、
東
は
根
室
高
原
に
連
な

り
、
南
は
標
茶
町
を
経
て
釧
路

湿
原
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
世

界
有
数
の
透
明
度
を
誇
る
摩

周
湖
の
山
麓
に
広
が
る
本
町

は
、
千
島
火
山
帯
に
属
す
る
高

原
地
帯
で
、
屈
斜
路
湖
を
源
と

す
る
釧
路
川
が
地
域
の
中
央
を

流
れ
て
お
り
、
平
地
が
少
な
く

起
伏
の
多
い
地
勢
で
す
。
そ
の

た
め
地
域
の
約
70
％
は
山
林
地

帯
で
、
農
耕
地
は
屈
斜
路
湖
沿

岸
と
釧
路
川
を
始
め
と
す
る
各

河
川
の
流
域
に
散
在
し
て
い
ま

す
。
気
象
は
一
般
に
冷
涼
で
年

間
平
均
気
温
は
約
5.4
℃
、
初
雪

は
11
月
上
旬
、
降
雪
量
は
50
～

１
０
０
cm
で
す
。

・
産
業

　

基
幹
産
業
は
酪
農
業
主
体
の

農
業
と
観
光
業
で
す
。
比
較
的

な
だ
ら
か
な
農
地
が
広
が
り
、

摩
周
岳
な
ど
周
辺
の
山
々
と
あ

わ
せ
て
田
園
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
冷
涼
な
気
象
条
件
を

活
か
し
て
、
大
規
模
酪
農
と
、

馬
鈴
し
ょ
、
小
麦
、
て
ん
菜
、

ソ
バ
な
ど
の
畑
作
農
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
面
積
の

65
％
は
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の

区
域
に
入
っ
て
い
て
、
公
園
全

体
の
56
％
は
本
町
の
中
に
あ
り

ま
す
。
２
０
１
７
年
8
月
に
阿

寒
国
立
公
園
か
ら
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
に
改
称
さ
れ
た
と
と
も

に
、
日
本
の
国
立
公
園
を
世
界

基
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
、
国

立
公
園
を
核
と
し
た
観
光
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
特
産
品

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
弟
子
屈
町

に
は
、
美
味
し
い
特
産
品
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
摩
周
そ
ば

　

弟
子
屈
町
で
は
、
冷
涼
な
気

候
を
生
か
し
、
平
成
2
年
か
ら

ソ
バ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮮
や
か
な
薄
緑
色
で
味
も
香
り

も
ひ
と
き
わ
引
き
立
つ
と
評
判

で
す
。

・
摩
周
メ
ロ
ン

　

昼
夜
の

寒
暖
差
が

大
き
い
こ

と
か
ら
糖

度
が
増
し
、

甘
み
の
強

い
メ
ロ
ン

で
す
。
生

産
量
が
少
な
く
市
場
に
出
回
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
幻
の
メ
ロ
ン

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
摩
周
ル
ビ
ー
（
弟
子
屈
産
イ

チ
ゴ
）

　

甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
甘
酸
っ
ぱ
さ
を
感
じ
ら

れ
る
イ
チ
ゴ
で
す
。
温
泉
を
利

用
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
屈
斜
路
湖
畔
の
温
熱
ハ
ウ
ス

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
葡
萄
色
の
旦
（
え
び
い
ろ
の

よ
あ
け
）

　

弟
子
屈
町
産
の
醸
造
用
ブ
ド

ウ
「
山
幸
（
や
ま
さ
ち
）」
を

１
０
０
％
使
用
し
た
ワ
イ
ン
で

す
。
山
幸
が
持
つ
爽
や
か
な
酸

味
や
豊
か
な
果
実
味
が
特
徴

で
、
毎
年
9
～
10
月
頃
に
は
、

町
内
飲
食
店
に
て
地
場
産
食
材

を
使
用
し
た
料
理
と
の
マ
リ
ア

ー
ジ
ュ
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

「
葡
萄
色
の
週
末
（
エ
ビ
イ
ロ

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
）」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
情
報

7
月
中
旬　

摩
周
の
里　

夏
ま

つ
り

　

1
日
目
は
「
弟
子
屈
音
頭
」

な
ど
の
披
露
、
2
日
目
は
「
摩

周
玉
入
れ
選
手
権
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
会
場
内
に
は
屋

台
も
ず
ら
り
と
並
び
、
弟
子
屈

な
ら
で
は
の
美
味
し
い
食
事
も

楽
し
め
ま
す
。
地
元
の
住
民
た

ち
に
も
長
く
愛
さ
れ
て
き
た
夏

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

8
月
下
旬　

摩
周
湖
農
業
祭
～

た
ぶ
ん
日
本
で
一
番
早
い
新
そ

ば
祭
り
～

　

8
月
中
旬
に
収
穫
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
そ
ば
を
、
い
ち
早
く

味
わ
え
ま
す
。
会
場
で
は
、
摩

周
そ
ば
に
合
う
地
場
産
野
菜
の

天
ぷ
ら
や
、
摩
周
メ
ロ
ン
、
摩

周
和
牛
な
ど
も
提
供
さ
れ
、
弟

子
屈
な
ら
で
は
の
味
を
求
め
る

方
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。
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弟て
し
か
が
子
屈
町

弟て
し
か
が
子
屈
町
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○
摩
周
エ
リ
ア

・
道
の
駅
「
摩
周
温
泉
」

　

道
の
駅
「
摩
周
温
泉
」
は
阿

寒
湖
と
摩
周
湖
と
を
結
ぶ
国

道
２
４
１
号
沿
い
で
、
２
４
３

号
、
３
９
１
号
の
ほ
ぼ
合
流

地
点
に
あ
り
ま
す
。
物
販
ゾ
ー

ン
に
は
、
地
場
産
野
菜
や
地
元

で
作
ら
れ
る
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

弟
子
屈
町
な
ら
で
は
の
商
品

を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

人
気
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
エ
ゾ

シ
カ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
観
光
案

内
所
や
無
料
の
足
湯
も
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
摩
周
湖

　

摩
周
湖
は
、
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
内
に
位
置
し
、
特
別

保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
、
北

海
道
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
調
査
目
的
以
外
の

立
ち
入
り
が
で
き
ず
、「
人
が

踏
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
湖
」
と
し
て
、
周
辺
3
か

所
の
展
望
台
も
し
く
は
登
山

道
か
ら
し
か
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
周
囲
を
絶
壁
に
囲

ま
れ
、
出
る
川
も
入
る
川
も
な

い
の
に
水
位
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
不
思
議
な
湖
で
、
湖
面
の
周

囲
は
約
20
㎞
、
面
積
が
19
・
２

㎢
、
海
抜
は
３
５
１
m
、
最
も

深
い
と
こ
ろ
が
２
１
１
・
４
m

で
す
。
不
純
物
を
ほ
と
ん
ど
含

ま
な
い
水
が
作
り
出
す
深
い
藍

色
の
湖
面
の
色
は
「
摩
周
ブ

ル
ー
」
と
言
わ
れ
、
訪
れ
る

人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
気
象
条

件
に
よ
っ
て
は
霧
で
そ
の
姿
を

隠
す
日
や
、
雲
海
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
風
の
な
い

日
に
は
摩
周
岳
を
鏡
の
よ
う
に

映
し
、
よ
く
晴
れ
た
夜
に
は
満

天
の
星
空
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
、
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く

れ
る
神
秘
の
湖
で
す
。

〇
川
湯
・
屈
斜
路
エ
リ
ア

・
川
湯
温
泉

　

川
湯
温
泉
は
、
古
く
か
ら
ア

イ
ヌ
の
人
々
に
「
セ
セ
キ
ベ

ツ
（
湯
の
川
）」
と
呼
ば
れ
、

湯
の
川
か
ら
の
ぼ
る
湯
け
む

り
、
硫
黄
の
香
り
に
包
ま
れ
た

旅
情
た
っ
ぷ
り
の
温
泉
街
で

す
。
日
本
で
も
珍
し
い
「
源
泉

１
０
０
％
か
け
流
し
宣
言
」
を

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
数
少

な
い
強
酸
性
硫
化
水
素
を
含
む

明
ば
ん
・
緑
ば
ん
泉
は
効
能
が

高
く
、
ど
こ
の
施
設
で
あ
っ
て

も
薬
効
た
っ
ぷ
り
の
源
泉
に

ゆ
っ
く
り
と
浸
か
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

・
川
湯
硫
黄
山

　

川
湯
温
泉
か
ら
約
3
㎞
に
位

置
す
る
硫
黄
山
は
、
ア
イ
ヌ
語

で
「
ア
ト
サ
（
裸
）
ヌ
プ
リ

（
山
）」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も

硫
黄
の
噴
煙
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音

を
立
て
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
立
ち

上
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
ま
さ

に
「
地
球
の
鼓
動
を
感
じ
る
」

と
い
う
表
現
が
正
し
い
印
象

を
受
け
ま
す
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
あ
る
駐
車
場
か
ら
山
裾
の
砂

礫
を
少
し
進
む
と
、
噴
気
孔
の

す
ぐ
近
く
ま
で
進
む
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
で
は
黄
色
の
硫
黄
の

結
晶
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
勢

い
よ
く
噴
気
が
上
が
る
様
は
と

て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。
毎

年
６
月
末
～
7
月
頃
に
は
、
一

面
に
エ
ゾ
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き

誇
り
、
川
湯
温
泉
の
初
夏
を
美

し
く
彩
り
ま
す
。

　

長
い
間
登
山
は
禁
止
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

か
ら
認
定
ガ
イ
ド
引
率
の
条
件

付
き
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
硫
黄

山
上
部
に
あ
る
「
熊
落
と
し
」

や
眼
下
に
広
が
る
「
つ
つ
じ
が

原
」
な
ど
、
壮
大
で
豊
か
な
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
大
鵬
（
た
い
ほ
う
）
相
撲
記

念
館

　

第
48
代
横
綱
大
鵬
の
記
念
館

で
す
。弟
子
屈
町
川
湯
温
泉
は
、

不
滅
の
名
横
綱
と
称
え
ら
れ
た

横
綱
大
鵬
が
、
少
年
時
代
を
過

ご
し
、
大
き
な
夢
を
育
て
た
郷

里
で
す
。
優
勝
32
回
、
そ
の
う

ち
全
勝
優
勝
8
回
、
6
場
所
連

続
優
勝
が
2
回
あ
り
、
相
撲
史

上
に
数
々
の
金
字
塔
を
打
ち
立

て
ま
し
た
。
大
鵬
の
偉
業
を
後

世
に
伝
え
る
館
内
に
は
、
全
て

の
優
勝
額
や
化
粧
ま
わ
し
、
少

年
時
代
か
ら
の
写
真
の
ほ
か
、

歴
代
横
綱
の
写
真
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。特
に
名
勝
負
、

名
場
面
を
大
画
像
で
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

・
屈
斜
路
（
く
っ
し
ゃ
ろ
）
湖

　

九
州
の
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
を
し

の
ぐ
、
日
本
最
大
級
の
屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ
の
中
に
横
た
わ
る
巨

大
な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
湖
で

す
。
大
き
さ
は
79
・
７
㎢
（
周

囲
57
㎞
）
と
、
カ
ル
デ
ラ
湖
と

し
て
は
日
本
で
1
番
の
大
き
さ

を
誇
り
ま
す
。

　

湖
心
に
浮
か
ぶ
中
島
は
、
淡

水
湖
内
で
は
日
本
一
大
き
い
島

で
す
。夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
、ヨ
ッ

ト
や
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
温
泉
浴
な
ど

で
賑
わ
う
リ
ゾ
ー
ト
地
の
顔
も

持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
氷
点
下
20
℃
以
下
に

ま
で
冷
え
込
む
冬
期
間
は
全
面

凍
結
し
ま
す
。
日
中
と
夜
の
気

温
差
で
氷
が
縮
小
と
膨
張
を
繰

り
替
え
し
、
や
が
て
道
の
よ
う

に
盛
り
上
が
る
「
氷
丘
脈
」
と

い
う
御
神
渡
り
現
象
が
起
き
ま

す
。
屈
斜
路
湖
の
御
神
渡
り
現

象
は
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

10
㎞
に
も
成
長
す
る
こ
と
が
あ

り
、
日
本
一
と
い
え
る
ほ
ど
壮

観
で
す
。
地
熱
に
よ
り
1
部
解

氷
部
分
も
出
来
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
４
０
０
～
５
０
０
羽
の
白

鳥
が
羽
を
休
め
に
集
い
、
訪
れ

た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

・
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族

資
料
館

　

昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
に

開
館
し
た
、
屈
斜
路
コ
タ
ン
の

厳
し
い
自
然
と
の
関
わ
り
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
歴
史
や
文
化
を
今
に
伝

え
る
施
設
で
す
。
コ
タ
ン
は
ア

イ
ヌ
語
で
集
落
を
意
味
す
る
言

葉
で
あ
り
、
周
辺
か
ら
縄
文
時

代
の
遺
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
生
活
拠

点
と
し
て
適
し
た
場
所
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

館
内
の
展
示
物
は
「
ユ
ー
カ

ラ
の
森
」、「
コ
タ
ン
の
大
地
」、

「
コ
タ
ン
の
移
り
変
り
」、「
山

野
を
駆
け
る
」、「
コ
タ
ン
を
支

え
る
人
々
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ

か
ら
な
り
、
生
活
に
関
わ
る
道

具
な
ど
の
ほ
か
、
熊
祭
り
の
ス

ラ
イ
ド
上
映
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
文
様
刺
繍

と
衣
装
試
着
の
体
験
が
で
き
ま

す
。
ア
イ
ヌ
文
様
刺
繍
体
験

は
、
北
海
道
の
名
付
け
親
で
あ

る
松
浦
武
四
郎
の
生
誕
地
、
三

重
県
松
阪
市
の
特
産
品
「
松
阪

木
綿
」
の
記
事
に
刺
繍
を
施
し

て
、
コ
ー
ス
タ
ー
や
し
お
り
を

作
成
で
き
ま
す
。
ア
イ
ヌ
民
族

衣
装
試
着
体
験
は
、
男
性
用
と

女
性
用
、
子
ど
も
用
の
衣
装
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
記
念
撮
影

に
も
お
す
す
め
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
摩
周
湖
と
い
で
湯
の
ロ
マ
ン
　
弟
子
屈
町
」
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鶴
居
村
は
、
北
海
道
東
部
・

釧
路
管
内
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
東
西
23
㎞
、
南
北
42

㎞
、
総
面
積
５
７
１
・
８
０
㎢

を
有
し
、
東
部
は
標
茶
町
、
南

部
に
釧
路
湿
原
国
立
公
園
を
挟

ん
で
道
東
の
中
核
都
市
で
あ
る

釧
路
市
や
釧
路
町
、
北
西
部
は

釧
路
市
阿
寒
町
に
面
し
た
人
口

約
２
５
０
０
人
の
純
酪
農
村
で

す
。
地
勢
は
、
阿
寒
カ
ル
デ
ラ

外
輪
山
の
丘
陵
地
を
源
と
し
て

貫
流
す
る
久
著
呂
川
や
雪
裡

川
、
幌
呂
川
の
流
域
に
沿
っ
て

広
が
る
久
著
呂
、
雪
裡
、
幌
呂

の
3
原
野
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
、
流
域
は
い
ず
れ
も
農
耕
適

地
で
あ
り
、
大
規
模
な
草
地
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
産
業
は
、

乳
牛
を
主
体
と
し
た
酪
農
専
業

形
態
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
多

頭
数
飼
育
に
よ
る
近
代
化
経
営

が
進
め
ら
れ
、
環
境
と
調
和
し

た
農
業
の
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
快
適
で
住
み
よ
い
農
村
環

境
の
実
現
と
足
腰
の
強
い
酪
農

経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
は
広
大
な
釧
路

湿
原
国
立
公
園
や
特
別
天
然
記

念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
有
す
る
自

然
資
源
に
恵
ま
れ
、
自
然
観
察

型
の
観
光
や
自
然
と
共
生
し
た

体
験
観
光
な
ど
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
来
村
し
て
い
ま
す
。

・
村
の
鳥 

タ
ン
チ
ョ
ウ

　

特
別
天
然
記
念
物
で
ツ
ル
目

ツ
ル
科
の
国
産
の
鳥
類
で
は

も
っ
と
も
大
形
に
な
り
ま
す
、

全
長
１
４
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
、
頭
頂
は
赤
く
裸
出
し

ま
す
。
鶴
居
村
で
は
毎
年
11
月

頃
か
ら
見
ら
れ
、
鶴
見
台
や
鶴

居
伊
藤
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
、
音

羽
橋
な
ど
で
多
く
の
タ
ン
チ
ョ

ウ
が
観
察
で
き
ま
す
。

・
村
の
木 

シ
ラ
カ
バ

　

カ
バ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木
で

山
地
に
生
え
て
い
ま
す
。
樹
皮

は
白
く
、
薄
く
は
が
れ
る
の
が

特
徴
で
す
。
建
築
・
細
工
物
な

ど
の
材
料
に
用
い
ら
れ
、
冬
に

な
る
と
白
銀
の
世
界
に
そ
び
え

立
つ
シ
ラ
カ
バ
は
美
し
い
風
景

を
見
せ
ま
す
。

・
村
の
花 

コ
ス
モ
ス

　

茎
は
高
さ
約 

1.5
メ
ー
ト
ル

に
な
る
キ
ク
科
の
一
年
草
で

す
。
秋
に
な
る
と
淡
紅
色
・
白

色
な
ど
の
頭
花
を
つ
け
ま
す
。

◯
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
つ
る
い
納
涼
ま
つ
り

　

多
く
の
飲
食
ブ
ー
ス
が
出
店

し
賑
わ
い
を
見
せ
る
ほ
か
、
女

性
限
定
尻
相
撲
大
会
、
ビ
ー
ル

の
早
飲
み
競
争
、
豪
華
景
品
の

当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
、
夏
の
夜
の
ま
つ
り
で

す
。（
毎
年
7
月
中
旬
～
下
旬
）

・
鶴
居
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
花

火
大
会

　

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
「
鶴

居
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・
花
火
大

会
」。「
仮
装
盆
踊
り
」
で
は
個

人
・
団
体
・
子
ど
も
の
チ
ー
ム

が
、
踊
り
と
仮
装
を
競
い
ま

す
。「
花
火

大
会
」
は

見
ご
た
え

満
点
で
す
。

（
毎
年
8
月

中
旬
）

・
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
「
牛
乳
早
飲
み
競
争
」
や

牛
の
鳴
き
ま
ね
を
競
い
合
う

「
モ
ー
モ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
な

ど
、
酪
農
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
飲

食
ブ
ー
ス
が
出
店
す
る
ほ
か
、

村
自
慢
の
牛
乳
を
使
っ
た
試
食

コ
ー
ナ
ー
や
、
鶴
居
産
野
菜
の

即
売
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
、
村

最
大
の
ま
つ
り
で
す
。（
毎
年

9
月
23
日
）

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

片
方
の
裸
足
で
氷
の
上
に
立

ち
、
何
分

耐
え
ら
れ

る
か
を
競

う
「
耐
寒

ゲ
ー
ム
」

や
、「
タ

ン
チ
ョ
ウ

の
鳴
き
ま
ね
コ
ン
テ
ス
ト
」
な

ど
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
ち
な
ん
だ

ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ

レ
ビ
番
組
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

（
毎
年
2
月
上
旬
～
中
旬
）

・
タ
ン
チ
ョ
ウ
ク
イ
ズ

そ
の
年
の
釧
路
圏
で
確
認
さ
れ

る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
が
何
羽
に

な
る
の
か
を
予
想
し
、 

正
解
者

に
は
抽
選
で
豪
華
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
毎
年
9
月
中
旬
〜
11
月
下
旬
）

鶴
居
村
と
は

人口 2,489 人
（R4.3 月末現在）

面積 571.80K㎡

○
移
住
・
定
住
施
策

 

・
輝
く
住
ま
居
る
支
援
金

　

輝
く
未
来
に
向
け
た
移
住
及

び
定
住
の
促
進
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
安
心
で
活
力
に
満
ち
た
住
み

良
い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
村
内
に
お
い
て
一
戸
建
住

宅
を
新
築
す
る
な
ど
住
ま
い
の

確
保
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
支
援
額
】

一
戸
建
住
宅
を
新
築
し
た
場　

合　

１
０
０
万
円

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場
合　

　

購
入
費
及
び
修
繕
費
の
10
分

　

の
3
（
上
限
額
80
万
円
）

　

申
請
者
が
45
歳
以
下
の
場

合
、下
記
の
額
を
加
算
し
ま
す
。

一
戸
建
住
宅
を
新
築
し
た
場
合 

　

50
万
円

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場
合 

　

30
万
円

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
支
援
額
】

設
置
す
る
太
陽
光
電
池
の
出
力 

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
6
万
円

（
上
限
30
万
円
）

設
置
す
る
蓄
電
池
の
蓄
電
容
量 

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
４
万
円

（
上
限
20
万
円
）

・
住
宅
用
木
質
系
燃
料
ス
ト
ー

ブ
購
入
補
助
金

　

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
、
地
域
林
産
材
の
有
効

利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
木
質
系
燃
料
ス
ト
ー
ブ
に

対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
支
援
額
】

購
入
額
の

1/2
以
内
で
上
限
15
万

円
ま
で

・
移
住
体
験
住
宅

　
「
鶴
居
村
に
移
住
し
た
い
」、

「
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て
い
る
」

と
お
考
え
の
方
の
た
め
、
鶴
居

村
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら

う
施
設
と
し
て
、移
住
体
験（
お

試
し
暮
ら
し
）
住
宅
を
2
棟
設

置
し
て
い
ま
す
。

〇
子
育
て
支
援
施
策

・
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
・
高
校

生
医
療
費
助
成

・
高
等
学
校
等
人
材
育
成
支
援

金・
保
育
料
無
償
化

・
出
産
祝
金

・
就
学
祝
金

〇
医
療
支
援

・
老
人
医
療
費
助
成

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
助

成・
妊
婦
一
般
健
康
診
査
費
助
成

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成　

村
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

鶴
居
村
は
い
た
だ
い
た
寄
附
を
活
用
し
て
地
域
特
性
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

・
特
別
天
然
記
念
物
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」
の
愛
護
に
関
す
る

　

事
業

・
釧
路
湿
原
を
含
め
た
自
然
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
事
業

・
地
域
振
興
お
よ
び
地
域
福
祉
等
に
関
す
る
事
業

・
教
育
お
よ
び
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
事
業

・
子
ど
も
子
育
て
及
び
青
少
年
の
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

・
使
途
を
指
定
し
な
い
（
鶴
居
村
に
お
ま
か
せ
）

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
返
礼
品
は
、
全
国
で
も
高

い
評
価
を
受
け
る
鶴
居
村
の
新
鮮
な
生
乳
で
作
ら
れ
た
乳

製
品
を
始
め
、
村
の
自
然
豊
か

な
環
境
で
育
ち
、
優
れ
た
肉
質

の
エ
ゾ
鹿
肉
、
野
生
動
植
物
の

聖
域
で
あ
る「
キ
ラ
コ
タ
ン
岬
」

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
釧
路
湿

原
国
立
公
園
内
を
探
勝
で
き
る

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

ふるさと納税返礼品一例

mailto:tancho%40vill.tsurui.lg.jp%20?subject=%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%AE%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
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◯
鶴
見
台

　

鶴
見
台
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

給
餌
場
の
一
つ
で
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
姿
を
群
れ
で
観
察
で
き

る
場
所
で
す
。
１
９
５
３
年

頃
に
付
近
の
小
学
校
へ
冬
に

な
る
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
集
ま

り
、
先
生
と
児
童
が
給
餌
し

た
こ
と
が
、
こ
の
給
餌
場
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
７
４
年
に
小
学
校
が
廃

校
と
な
っ
た
後
は
地
域
住
民

が
そ
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
給

餌
を
続
け
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
国
の
特
別
天
然
記

念
物
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

保
護
を
目
的
と
し
て
、
冬
季
の

み
デ
ン
ト
コ
ー
ン
等
の
餌
付

け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
観
察
は
11
月
か
ら

3
月
ま
で
が
見
頃
で
、
特
に

1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
は

２
０
０

羽
を
超

え
る
ほ

ど
の
タ

ン
チ
ョ

ウ
が
集

ま
る
大

給
餌
場

で
す
。

給
餌
は
朝
と
午
後
2
時
30
分

頃
の
1
日
2
回
行
っ
て
い
ま

す
。

◯
音
羽
橋

　

鶴
居
村
の
東
側
に
位
置
す

る
音
羽
橋
が
か
か
る
川
は
、
真

冬
で
も
凍
ら
な
い
た
め
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
の
貴
重
な
ね
ぐ
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ

ウ
を
思
わ
せ
る
赤
に
塗
ら
れ

た
橋
の
上
に
は
、
早
朝
、
ま

だ
餌
場
に
飛
び
立
つ
前
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
が
休
む
姿
を
見
よ

う
と
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世

界
中
か
ら
多
く
の
写
真
家
が

つ
め
か
け
ま
す
。

◯
鶴
居
・
伊
藤 

タ
ン
チ
ョ
ウ 

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

　

野
生
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
絶
滅

か
ら
守
る
た
め
生
息
環
境
を
確

保
し
、
人
間
と
の
よ
り
良
い
共

存
を
確
立
さ
せ
る
た
め
、
日
本

野
鳥
の
会
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
そ

の
生
息
環
境
の
保
全
を
進
め
る

た
め
の
活
動
拠
点
と
な
る
「
鶴

居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
は
、
伊
藤
良
孝

氏
（
故
人
）
と
日
本
野
鳥
の
会

が
協
定
を
結
び
、
伊
藤
氏
が
長

年
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
給
餌
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
土
地
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
日
本
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
で
建
て
ら

れ
た
施
設
で
す
。

◯
湿
原
鶴
居
展
望
台

　

釧
路
市
湿
原
展
望
台
か
ら
鶴

居
方
面
に
向
か
っ
て
す
ぐ
に
あ

る
展
望
台
で
駐
車
場
と
隣
接
し

て
お
り
気
軽
に
湿
原
を
見
る
事

が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。
眼

下
に
は
ハ
ン
ノ
キ
林
と
ス
ゲ
・

ヨ
シ
が
生
い
茂
る
草
原
が
広
が

り
、
サ
バ
ン
ナ
の
よ
う
な
幻
想

を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

◯
鶴
居
村 

ふ
る
さ
と
情
報
館

　

鶴
居
村
の
中
心
地
に
あ
る
ふ

る
さ
と
情
報
館
は
図
書
館
や
資

料
館
な
ど
が
あ
り
、
鶴
居
村
の

歴
史
や
産
業
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
暮
ら
し
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

建
物
の
裏
手
に
は
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
が
あ
り
、
綺
麗
に
整
備

さ
れ
た
ベ
ン
チ
や
遊
歩
道
が
あ

る
の
で
、
散
歩
を
す
る
の
に
最

適
で
す
。

◯
キ
ラ
コ
タ
ン
岬

　

釧
路
湿
原
の
特
別
保
護
区

域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
、

１
９
２
０
年
代
に
絶
滅
し
た
か

と
思
わ
れ
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
再

発
見
さ
れ
た
場
所
の
一
つ
で
、

今
な
お
徒
歩
か
馬
で
し
か
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
湿

原
の
聖
域
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
蛇
行
す
る
川
は
、
釧
路
湿

原
の
中
核
を
な
す
大
切
な
自
然

風
景
の
ひ
と
つ
で
そ
の
絶
景
と

圧
倒
的
な
川
の
蛇
行
の
美
し
さ

は
言
葉
を
失
う
ほ
ど
で
す
。

◯
つ
る
ぼ
ー
の
家

　

２
０
１
６
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、
鶴
居
村
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

チ
ー
ズ

や
ヨ
ー

グ
ル
ト
、

焼
き
菓

子
や
肉

の
加
工

品
な
ど
、
鶴
居
村
の
特
産
品
を

始
め
と
し
た
釧
路
管
内
の
素
敵

な
お
土
産
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
明
る
い
店
内
に
は
、
広
い

休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
車
椅
子
対
応

の
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
り
、
ド
ラ

イ
ブ
の
途
中
の
立
ち
寄
り
場
所

と
し
て
も
最
適
。
鶴
居
村
の
牛

乳
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ア
イ
ス

や
、
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
、
焼
き
立

て
パ
ン
に
出
合
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
地
元
の
作
家
が
作
っ

た
食
器
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
作
品

や
、
写
真
家
に
よ
る
美
し
い
写

真
を
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

◯
酪
楽
館

　

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ

ス
ト
で
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る

鶴
居
村
自
慢
の
チ
ー
ズ
は
こ
こ

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
酪
農

の
村
で
あ
る
鶴
居
の
生
乳
を
贅

沢
に
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
造
っ

て
い
ま
す
。
村
内
の
各
観
光
施

設
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ズ
・
ア
イ
ス
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
な
ど
の
加
工
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

（
現
在
、
休
止
中
）

◯
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
か
ら

も
車
で
約
20
分
の
距
離
に
あ

る
、
手
軽
に
湿
原
を
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
道
道
53
号
線

沿
い
に
あ
る
広
い
駐
車
場
か
ら

3
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ

る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
湿

原
に
生
息
す
る
動
植
物
の
解
説

や
、
季
節
の
見
ど
こ
ろ
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
全
長
3.1
㎞
、
約

1
時
間
半
で
ぐ
る
り
と
1
周
で

き
る
木
道
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
四
季
折
々
の
湿
原
の
姿
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

釧
路
湿
原
に
は
ノ
ビ
タ
キ
な

ど
草
原
性
の
鳥
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
夏
は
木
道
沿
い
に
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
の
灯
り
を
目
に
し
た

り
、
秋
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
声
を

聴
き
な
が
ら
澄
み
切
っ
た
空
を

眺
め
、
冬
は
歩
く
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
散
策
し
な
が

ら
、
エ
ゾ
シ
カ
の
姿
を
探
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◯
鶴
居
運
動
広
場

　

ゴ
ー
カ
ー
ト
や
白
鳥
ボ
ー
ト

な
ど
の
乗
り
物
系
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
、パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、

釣
り
堀
な
ど
の
体
験
型
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
設
備
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
内
に
あ

る
シ
ョ
ッ
プ
で
は
焼
き
肉
の
食

材
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
軽
食

な
ど
を
購
入
で
き
る
の
で
、
ほ

ぼ
手
ぶ
ら
で
訪
れ
て
も
1
日
中

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
緑
の
中
で
の

び
の
び
と
駆
け
回
り
、
大
人
た

ち
は
広
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
で
昼
間
か
ら
ビ
ー
ル
で
乾

杯
す
る
の
も
最
高
で
す
。
汗
を

か
い
た
ら
隣
の
温
泉
で
日
帰
り

入
浴
。
家
族
の
大
切
な
思
い
出

作
り
に
最
適
で
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
神
舞
う
ふ
る
さ
と
鶴
居
村
」

○
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

村
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
と
釧
路
湿
原
の
ヤ

チ
ボ
ウ
ズ
と
い
う
植
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
２
０
１
４
年
に

誕
生
し
た
男
の
子
で
、
お
腹

に
は
弟
の
ひ
な
ぼ
ー
が
一
緒

に
い
て
、
鶴
居
村
を
盛
り
上

げ
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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白しら
ぬ
か糠
町

白し
ら
ぬ
か糠
町

○
概
要

　

白
糠
町
は
、

釧
路
管
内
の

西
南
部
に
位
置

し
、
東
は
釧
路

市
、
南
は
太
平

洋
に
面
し
て
い

ま
す
。

　

気
候
は
、
年
間
平
均
気
温
６

℃
前
後
で
推
移
し
な
が
ら
、
初

秋
か
ら
冬
季
に
か
け
て
は
移
動

性
高
気
圧
に
よ
り
日
照
時
間
が

長
く
、
乾
燥
し
た
季
節
風
が
吹

き
、
道
内
で
も
積
雪
の
少
な
い

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
季

は
多
湿
で
冷
涼
と
な
り
、
５
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
沿
岸
部
に

「
海
霧
」
が
発
生
し
、
６
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
は
降
水
量
が

多
く
、
全
域
を
通
じ
て
太
平
洋

側
東
部
型
気
候
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
歴
史

　

本
町
は
、
町
の
名
を
は
じ

め
と
す
る
ア
イ
ヌ
語
由
来
の

地
名
、
チ
ャ
シ
跡
な
ど
の
遺

跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ

の
人
々
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

１
６
３
２
年
（
寛
永
９
年
）
松

前
藩
が
白
糠
場
所
を
開
設
。

１
８
０
０
年
（
寛
政
12
年
）
に

は
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
八
王

子
千
人
同
心
頭
の
原
半
左
衛
門

を
隊
長
と
す
る
50
名
の
八
王
子

郷
士
が
入
植
し
、
蝦
夷
地
開
拓

と
警
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
更

に
１
８
５
７
年
（
安
政
４
年
）

に
は
、
石
炭
岬
の
地
で
幕
府
に

よ
る
道
内
最
初
の
石
炭
採
掘
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
８
８
４

年
（
明
治
17
年
）
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
、
明
治
後
期
か
ら
大

正
に
か
け
て
農
業
開
拓
を
主
と

し
た
入
植
が
盛
ん
と
な
り
、
更

に
木
材
・
石
炭
資
源
が
開
発
さ

れ
、
馬
産
地
と
し
て
も
繁
栄
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
人
口
も

増
加
し
、
町
の
形
態
を
整
え
、

１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）
に

２
級
町
村
制
施
行
に
よ
り
白
糠

村
、１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）

に
白
糠
町
と
な
り
、
２
０
２
０

年
（
令
和
２
年
）
に
町
制
施
行

70
年
を
迎
え
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

○
郷
土
芸
能
「
白
糠
駒
踊
り
」

　

馬
産
地
で

あ
っ
た
白
糠

に
明
治
33
年
、

軍
馬
補
充
部

釧
路
支
部
が

設
置
さ
れ
、

和
天
別
分
厩

で
働
く
牧
夫

が
青
森
県
出
身
の
軍
属
か
ら
南

部
藩
の
「
野
馬
狩
り
」
を
モ
デ

ル
に
衣
装
や
振
り
付
け
を
創
作

し
た
踊
り
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
大
正
８
年
、
支
部
関
係
者

の
子
弟
た
ち
に
伝
承
さ
れ
た
踊

り
は
、
い
つ
し
か
白
糠
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
「
白
糠
駒
踊
り
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

白
糠
駒
踊
り
は
、
若
駒
が
春

の
野
に
放
た
れ
青
草
を
食
べ
な

が
ら
戯
れ
、
落
日
と
と
も
に
厩

舎
に
帰
る
１
日
を
表
現
し
た
も

の
で
す
。
現
在
は
「
駒
踊
り
保

存
会
」が
保
存
伝
承
に
あ
た
り
、

町
内
外
の
行
事
で
踊
り
が
披
露

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
に

白
糠
駒
踊
り
発
祥
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

○
産
業

　

本
町
は
５
大
産
業
の
町
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭

和
30
年
代
半
ば
か
ら
は
じ
ま
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に

よ
っ
て
、
戦
後
の
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
石
炭
産
業
は
衰
退
し
、

現
在
は
第
一
次
産
業
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
で
は
、
シ
シ
ャ
モ
や
毛

ガ
ニ
、
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
、
ツ
ブ
貝

な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な

海
産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
て
お

り
、
農
業
で
は
、
酪
農
を
は
じ

め
、
肉
牛
や
め
ん
羊
な
ど
の
畜

産
物
、
紫
蘇
や
ご
ぼ
う
な
ど
の

野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

紫
蘇
は
本
町
の
特
産
品
で
あ

る
「
し
そ
焼
酎　

鍛
高
譚
」
の

原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
46
年
、
釧
路
市
を
中
核

と
し
た
新
し
い
工
業
開
発
の
拠

点
と
し
て
釧
路
白
糠
工
業
団
地

が
造
成
さ
れ
、
平
成
26
年
度
末

を
も
っ
て
分
譲
が
終
了
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
町
所
有
の
分
譲

可
能
用
地
へ
の
企
業
誘
致
を
進

め
て
い
ま
す
。

白
糠
町
と
は人口：７，３４９人

　　　（Ｒ４. ２月末現在）
面積：約７７３. １３K㎡

　

白
糠
町
で
は
、
豊
か
な
地
域

資
源
を
生
か
し
、「
第
一
次
産

業
の
再
興
と
振
興
」「
町
民
の

健
康
づ
く
り
」「
教
育
（
意
識

改
革
）」
の
３
つ
の
柱
を
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
視
点
と
し
て
位

置
づ
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
移
住
・
定
住
支
援

・
町
有
地
の
無
償
提
供

　

移
住
定
住
を
希
望
さ
れ
る
方

に
町
有
地
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。

・
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
減

額
　

町
内
に
住
宅
を
新
築（
取
得
）

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
固
定
資

産
税
を
最
大
５
年
間
減
額
し
ま

す
。

・
太
陽
の
ま
ち
定
住
奨
励
助
成

金
の
支
給

　

町
内
業
者
を
利
用
し
て
「
住

宅
を
新
築
又
は
建
売
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
方
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る

方
、
地
域
材
を
利
用
し
た
住
宅

の
新
築
若
し
く
は
建
売
住
宅
の

購
入
又
は
既
存
住
宅
の
大
規
模

改
修
を
さ
れ
る
方
」
に
対
し

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
最
大

２
５
０
万
円
助
成
し
ま
す
。

・
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住
宅
の
提

供
　

白
糠
町
に
体
験
移
住
等
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、
生
活
す
る

の
に
必
要
最
低
限
の
家
具
・
電

化
製
品
等
を
備
え
付
け
た
町
営

住
宅
を
お
貸
し
し
ま
す
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
開
設

　
「
白
糠
町
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
、
空
き
家
・
空
き
店

舗
・
空
き
地
の
物
件
の
登
録
・

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
支
援

・
太
陽
の
手
子
育
て
支
援

①
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

②
す
べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
料

無
料
化

③
す
べ
て
の
子
ど
も
の
給
食
費

無
料
化

④
入
学
支
援
金
の
支
給
（
小
学

校
：
２
万
円
、中
学
校
：
３
万
円
）

⑤
出
産
祝
い

金
の
支
給

（
５
万
円
）

・
不
妊
治
療
に
対
す
る
支
援

　

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に

自
己
負
担
分
の
費
用
及
び
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
妊
娠
期
の
母
子
の
健
康
診
査

費
助
成

　

妊
婦
健
康
診
査
と
超
音
波
検

査
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま

す
。（
妊
婦
健
康
診
査
14
回
分
・

超
音
波
検
査
14
回
分
）

・
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

１
年
生
か
ら
５
年
生
を
対
象

と
し
て
、
個
々
に
応
じ
た
学
習

指
導
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

・
公
営
塾
の
運
営

　

白
糠
高
等
学
校
内
に
設
置
し

た
「
久
遠
塾
」
に
お
い
て
、
生

徒
が
希
望
す
る
進
路
を
実
現
す

る
た
め
、
個
々
に
応
じ
た
学
習

指
導
等
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

・
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　

婚
姻
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
て

新
居
の
住
居
費
、
引
っ
越
し
費

用
及
び
家
具
家
電
製
品
等
の
購

入
費
用
の
一
部
を
最
大
50
万
円

補
助
し
ま
す
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
子
育
て
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
以
下
8
つ
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

・
旧
国
鉄
白
糠
線
に
思
い
を
馳
せ
「
駅
舎
＆
駅
前
周
辺
整
備
」

事
業

・「
太
陽
の
手
」
子
育
て
支
援
事
業

・
活
力
に
満
ち
た
産
業
づ
く
り
事
業

・
希
望
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
事
業

・
健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
づ
く
り
事
業

・
ふ
る
さ
と
「
し
ら
ぬ
か
」
の
豊
か
な
自

然
環
境
保
護
の
た
め
の
事
業

・
ふ
る
さ
と
「
し
ら
ぬ
か
」
の
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
事
業

・
ふ
る
さ
と
「
し
ら
ぬ
か
」
を
ロ
ケ
地
と

す
る
映
画
制
作
支
援
事
業

　

ご
意
向
に
沿
う
よ
う
で
し
た
ら
、
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

「
ふ
る
さ
と
白
糠
」
の
魅
力
を
さ
ら
に
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
し
く
は
下
記
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。https://shiranuka-furusato.jp/

（お礼の品の一例）

●お問い合わせ　
○白糠町役場　〒０８８－０３９２　北海道白糠郡白糠町西１条南１丁目１番地１
ＴＥＬ：０１５４７－２－２１７１　ＦＡＸ：０１５４７－２－４６５９

E-mail：kikakuchosei@town.shiranuka.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.shiranuka.lg.jp/

mailto:kikakuchosei%40town.shiranuka.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.shiranuka.lg.jp/
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白し
ら
ぬ
か糠
町

白しら
ぬ
か糠
町

●お問い合わせ　
○白糠町役場　〒０８８－０３９２　北海道白糠郡白糠町西１条南１丁目１番地１
ＴＥＬ：０１５４７－２－２１７１　ＦＡＸ：０１５４７－２－４６５９

E-mail：kikakuchosei@town.shiranuka.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.shiranuka.lg.jp/

○
道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」

　

国
道
38
号
沿
い
に
あ
る
白

糠
町
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か

恋
問
」。
白
糠
町
の
シ
カ
肉
や

ラ
ム
肉
、
チ
ー
ズ
と
い
っ
た

山
の
特
産
品
、
し
し
ゃ
も
や

毛
ガ
ニ
、
灯
台
ツ
ブ
と
い
っ

た
海
の
特
産
品
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
白
糠
町
の
豊
富
で

魅
力
あ
る
食
材
を
お
買
い
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」

で
し
か
買
え
な
い
限
定
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

珍
味
や
紫
蘇
を
使
っ
た
ラ
ム

ネ
は
お
土
産
と
し
て
人
気
で

す
。
漁
協
の
直
売
所
の
生
簀

で
は
、
と
れ
た
て
の
魚
介
類

が
鮮
度
抜
群
の
状
態
で
売
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
弁
・
認
定

第
一
号
の
「
こ
の
豚
丼
」
が

人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ラ
ー

メ
ン
店
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

家
族
で
ラ
ン
チ
な
ど
も
お
す

す
め
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
た
こ
串
、

つ
ぶ
串
と
い
っ
た
軽
食
も
ド

ラ
イ
ブ
の
お
供
と
し
て
大
変

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
毎
年
恒
例

の
１
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る

恋
問
館
新
春
大
売
り
出
し
は
、

運
が
良
け
れ
ば
毛
ガ
ニ
が

入
っ
て
い
る
お
魚
の
福
袋
や
、

お
得
な
チ
ー
ズ
の
福
袋
、
お

肉
の
福
袋
な
ど
が
限
定
で
販

売
さ
れ
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
白
糠
町
を
訪
れ
た
際

に
は
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

〇
恋
問
海
岸

　

道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」

の
南
側
に
位
置
す
る
恋
問
海

岸
。
名
前
の
と
お
り
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、

映
画
な
ど
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

有
名
な
た
め
、
記
念
撮
影
を
し

に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。
特
に
夏
場
は
、
涼
し
い

浜
風
と
心
地
よ
い
波
音
を
求
め

て
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
片
手
に

カ
ッ
プ
ル
や
ご
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
大
の
魅
力
で
も
あ

る
恋
問
海
岸
の
景
色
は
、
日
中

の
澄
ん
だ
海
の
青
色
も
き
れ
い

で
す
が
、
お
す
す
め
は
夕
方
頃

の
海
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る

時
間
帯
で
す
。「
恋
問
オ
レ
ン

ジ
」
と
も
よ
ば
れ
る
夕
暮
れ
は

写
真
に
残
し
て
も
き
れ
い
で
す

し
、
旅
行
の
思
い
出
に
も
ぴ
っ

た
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切

な
人
と
開
放
的
な
空
間
と
景
色

が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋
問
海
岸

で
癒
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

〇
庶
路
ダ
ム

　

２
０
０
４
年
に
作
ら
れ
た
、

釧
路
管
内
で
唯
一
の
ダ
ム
と

な
っ
て
い
る
庶
路
ダ
ム
。
秋
に

は
ダ
ム
の
周
辺
一
面
が
紅
葉
に

包
ま
れ
、
観
光
に
訪
れ
る
方
も

い
ま
す
。
こ
の
庶
路
ダ
ム
の
紅

葉
は
一
度
見
る
と
毎
年
見
に
来

た
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
き
れ

い
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

大
変
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
そ
ん
な
庶
路
ダ

ム
の
紅
葉
を
楽
し
む
た
め
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
ぐ
る
っ
と
庶
路
ダ
ム
紅
葉
ウ

オ
ー
ク
」
も
開
催
さ
れ
、
釧
路

管
内
か
ら
の
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
全
道
各
地
、
本
州

か
ら
の
参
加
者
が
い
る
ほ
ど
の

人
気
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
庶
路
ダ
ム
に
向
か
う

道
中
に
は
桜
並
木
も
あ
り
、
春

と
秋
で
違
っ
た
景
色
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
も
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
驚
き
の
森
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ

　

道
東
自
動
車
道
白
糠
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車
で
約
10

分
で
着
く
白
糠
町
青
少
年
旅
行

村
内
に
あ
る
驚
き
の
森
Ｌ
ａ
ｂ

ｏ
。
白
糠
町
の
体
験
型
観
光
拠

点
と
し
て
全
道
各
地
か
ら
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。

　

最
大
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て

も
白
糠
町
の
大
自
然
を
全
身
で

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
驚

き
の
森
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
周
辺
の
散
策

路
で
は
、
澄
ん
だ
空
気
の
大
自

然
の
中
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や

川
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
、
非
日
常

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
白
糠
町
産
の
無
農

薬
で
栽
培
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ
な

ど
の
ス
イ
ー
ツ
や
ジ
ャ
ム
、
自

家
製
の
ピ
ザ
窯
で
１
枚
１
枚
丁

寧
に
じ
っ
く
り
と
焼
き
上
げ
ら

れ
た
手
作
り
ピ
ザ
、
素
材
に
こ

だ
わ
り
抜
い
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
や
ベ
ー
グ
ル
な
ど
大
自
然
の

恵
み
を
生
か
し
た
商
品
は
大
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
、
３
月
に
は
天
然
の
メ
ー
プ

ル
採
取
な
ど
と
い
っ
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
開
催
さ
れ
て
お

り
、
予
約
が
す
ぐ
埋
ま
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
人
気
で
す
。
こ
こ
で

し
か
で
き
な
い
体
験
が
皆
さ
ま

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
ウ
レ
シ
パ
チ
セ

　
「
ウ
レ
シ
パ
チ
セ
」
と
は
「
互

い
に
育
む
家
」
を
意
味
し
、
ア

イ
ヌ
伝
統
文
化
の
体
験
、
交

流
、
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、

２
０
１
８
年
４
月
に
移
転
改
築

い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
正
面
入
口
に
は
ア
イ
ヌ

コ
タ
ン
を
司
る
神
様
コ
タ
ン
コ

ロ
カ
ム
イ
（
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺
繍
や
リ

ム
セ
（
踊
り
）、
ム
ッ
ク
リ
演

奏
な
ど
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
触

れ
、
理
解
を
深
め
る
体
験
教
室

や
実
際
に
ア
イ
ヌ
料
理
を
作
っ

て
食
べ
る
料
理
教
室
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は

伝
統
的
な
祭
事
の
道
具
や
ア
イ

ヌ
衣
装
の
ほ
か
、
木
彫
り
の
作

品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
土
産
や
記
念
品
と
し

て
、
ア
イ
ヌ
文
様
が
描
か
れ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ア

イ
ヌ
文
様
の
手
縫
い
刺
繍
入
り

マ
ス
ク
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
食
と
食
材
の
マ
チ
　
白
糠
町
」

○
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
「
コ
イ
タ
く
ん
と
メ
イ
カ
ち
ゃ
ん
」

　

道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」
の
公

式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
コ
イ
タ
く
ん
と
メ
イ
カ
ち
ゃ
ん
。

　

コ
イ
タ
く
ん
は
白
糠
町
生
ま
れ
の

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
。
メ
イ
カ
ち
ゃ
ん
は
九

州
生
ま
れ
の
ス
ル
メ
イ
カ
。
メ
イ
カ

ち
ゃ
ん
は
黒
潮
に
乗
っ
て
北
海
道
に
観
光
旅
行
に
訪
れ
て
い

て
い
る
と
こ
ろ
を
巨
大
ク
ジ
ラ
に
襲
わ
れ
て
し
ま
い
、
ピ
ン

チ
に
な
っ
た
メ
イ
カ
ち
ゃ
ん
を
必
殺
技
の
タ
コ
墨
鉄
砲
で

救
っ
て
く
れ
た
コ
イ
タ
く
ん
に
恋
を
し
、
２
人
は
結
ば
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
２
人
が
出
会
っ
た
恋
問
海
岸
は
恋
人
た

ち
の
聖
地
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が

訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」
に
あ
る
コ

イ
タ
く
ん
と
メ
イ
カ
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ポ
ス

ト
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
投
函
す
る
と
恋
が
叶
う
と
い
っ
た
ウ
ワ

サ
も
あ
り
ま
す
。

mailto:kikakuchosei%40town.shiranuka.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.shiranuka.lg.jp/
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遠えん
が
る軽
町

遠え
ん
が
る軽
町

●お問い合わせ
遠軽町役場　〒０９９－０４９２　北海道紋別郡遠軽町１条通北３丁目１番地１
ＴＥＬ：０１５８－４２ー４８１１　ＦＡＸ：０１５８－４２－３６８８

E-mail：kikaku@engaru.jp
公式ホームページ：https://www.engaru.jp

○
概
要

　

２
０
０
５
年
10
月
に
遠
軽

町
・
生
田
原
町
・
丸
瀬
布
町
・

白
滝
村
が
合
併
し
、
新
生
「
遠

軽
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
北

海
道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
内

陸
に
位
置
し
て
お
り
、
東
西
47

㎞
、
南
北
46
㎞
に
わ
た
る
緑
豊

か
な
ま
ち
で
、
森
林
と
清
流
と

い
っ
た
自
然
が
身
近
に
あ
る
だ

け
で
な
く
、
札
幌
市
や
旭
川
市

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
便
利

で
、
医
療
機
関
も
充
実
し
て
お

り
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
買
い
物
に
も
困
ら
な
い

「
ほ
ど
よ
い
田
舎
」
で
す
。

○
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
メ

ト
ロ
プ
ラ
ザ
」

　
「
吹
奏
楽
が
盛
ん
な
町
」
の

文
化
を
継
承
し
、
音
楽
活
動
や

芸
術
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設

が
2
０
２
２
年
８
月
26
日
に
完

成
し
ま
し
た
。。

　

最
新
の
音
響
設
備
を
備
え
た

収
容
定
員
６
０
６
席（
固
定
席
）

の
大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
で
き

る
小
ホ
ー
ル
や
ス
タ
ジ
オ
、
調

理
研
修
室
な
ど
講
習
や
制
作
活

動
に
利
用
で
き
る
７
つ
の
多
目

的
室
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使
用
で

き
る
こ
の
施
設
で
は
、「
に
ぎ

わ
い
と
活
気
」
が
生
み
出
さ
れ

る
と
と
も
に
、
遠
軽
町
の
新
た

な
文
化
が
育
ま
れ
て
い
き
ま

す
。

〇
特
産
品

・
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

　

甘
く
て
栄
養
豊
富
な
ア
ス
パ

ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
「
遠
軽
に
ょ
っ

き
ー
ず
」
が
作
っ
て
い
る
春
ア

ス
パ
ラ
は
、
茎
が
太
く
濃
厚
な

味
わ
い
を
楽
し
め
、
夏
ア
ス
パ

ラ
は
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
で
、

煮
て
も
焼
い
て
も
揚
げ
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

・
白
滝
じ
ゃ
が

　

遠
軽
町
の
中
で
も
昼
夜
の
寒

暖
差
が
大
き
い
「
白
滝
地
域
」

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ

モ
で
、
で
ん
ぷ
ん
価
が
高
く
ホ

ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
で
新
じ
ゃ

が
の
頃
か
ら
甘
み
や
風
味
が
強

い
の
が
特
徴
で
す
。

・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ム
・
ビ
ー
フ

　

２
０
２
０
年
12
月
に
遠
軽
町

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
に
登
録
さ
れ
、
交
流
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
が
誇
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ラ
ム
や

ビ
ー
フ
を
町
内
で
加
工
し
提
供

し
て
い
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
湧
別
原
野
オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

毎
年
２
月
の
最
終
日
曜
日

に
、
国
内
最
長
と
な
る
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
大
会

「
湧
別
原
野
オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
雪
山
の
山
々
に
抱
か
れ
た

町
内
白
滝
地
域
を
ス
タ
ー
ト
し

た
後
、
時
に
は
森
の
中
で
野
鳥

の
声
や
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き

な
が
ら
、
時
に
は
広
大
な
白
銀

の
平
原
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
技

術
や
体
力
に
合
わ
せ
て
５
～
80

㎞
ま
で
の
個
人
用
各
コ
ー
ス
と

５
人
１
組
で
95
㎞
を
滑
る
駅
伝

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
親
子
や
夫
婦
、
仲
の
良
い

友
人
同
士
、
学
校
や
職
場
の
仲

間
た
ち
と
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

遠
軽
町
と
は

人口 18,688 人
（R4.4 月末現在）

面積 1,332.45K㎡

　

遠
軽
町
で
は
、
地
場
産
業
の

振
興
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な

ど
の
充
実
や
移
住
・
定
住
を
促

進
し
、
人
口
減
少
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

〇
お
試
し
暮
ら
し
体
験
住
宅

　

町
内
企
業
の
人
材
確
保
や
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定

住
を
促
す
た
め
、
家
財
道
具
一

式
を
備
え
た
「
お
試
し
暮
ら
し

体
験
住
宅
」
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
か
ら

は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

を
見
据
え
、
都
市
部
の
三
密
を

回
避
し
、
町
内
事
業
所
へ
の
就

職
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が

ら
の
生
活
を
一
定
期
間
体
験
す

る
移
住
希
望
者
に
、
快
適
な
移

住
体
験
を
提
供
す
る
た
め
、
丸

瀬
布
地
域
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
を
整
備
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
遠
軽
町

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〇
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

２
０
２
２
年
５
月
に
町
内
の

丸
瀬
布
地
域
と
白
滝
地
域
に

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

丸
瀬
布
地
域
の

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
ス
Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
は
、

北
欧
ス
タ
イ
ル
の
ス
ト
ー
ブ
や

蜂
の
巣
型
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、
遊
び
心
あ
ふ

れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
貸
出
用
パ

ソ
コ
ン
も
備
え
、
手
ぶ
ら
で
来

て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
で

す
。

　

一
方
、
白
滝
地
域
の
「
自
家

焙
煎
珈
琲
と
森
の
お
宿
森
の
暮

ら
し
」
は
、
広
縁
や
土
間
が
あ

る
和
風
モ
ダ
ン

な
空
間
で
、
長

期
滞
在
で
き
る

宿
泊
施
設
も
併

設
し
て
お
り
、
非
日
常
的
な
空

間
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
仕

事
が
で
き
ま
す
。

〇
遠
軽
高
校
通
学
者
等
助
成

　

遠
軽
高
校
の
生
徒
確
保
と
保

護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
遠

軽
町
、
佐
呂
間
町
及
び
湧
別
町

以
外
か
ら
遠
軽
高
校
に
通
学
す

る
生
徒
及
び
町
内
の
下
宿
等
か

ら
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

〇
新
規
就
農
奨
励
金

　

町
内
各
地
域
に
お
い
て
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足

を
解
消
し
て
い
く
た
め
の
一
助

と
し
て
、
農
業
担
い
手
の
方
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

町
内
の
新
規
就
農
者
は
、
農

業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
泊

事
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、
遠
軽
の

特
産
品
で
あ
る
白
滝
じ
ゃ
が
を

使
っ
た
料
理
の
品
評
会
「
じ
ゃ

が
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

〇
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
貸
出
事
業　

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
は
、
遠
軽

町
の
観
光
施
設
な
ど
が
描
か

れ
、
動
く
広
告

塔
と
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
へ
貸

し
出
し
て
い
ま

す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

遠
軽
町
へ
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た

だ
く
と
、
遠
軽
町
特
選
の
返
礼
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

特
に
、
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ス
ー
プ
カ

レ
ー
は
、
大
変
多
く
の
寄
附
者
か
ら

御
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
大
人
気
の

返
礼
品
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ス

テ
ー
キ
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
海
鮮
品

を
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遠
軽

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、「
ふ
る
さ
と
振
興
資
金
」「
産

業
振
興
資
金
」「
福
祉
振
興
資
金
」「
教
育
振
興
資
金
」
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
遠
軽
町
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町
の
取
組
み

遠軽町ふるさと納税
特設サイト
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○
道
の
駅
遠
軽
森
の
オ
ホ
ー

ツ
ク

　

旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
丸

瀬
布
遠
軽
道
路
の
遠
軽
Ｉ
Ｃ

に
隣
接
し
た
北
海
道
で
は

１
２
５
番
目
と
な
る
道
の
駅

「
遠
軽
森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
が

２
０
１
９
年
12
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は

初
め
て
の
ス
キ
ー
場
を
併
設

し
た
道
の
駅
で
、
冬
の
ス
キ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夏

場
に
は
自
然
豊
か
な
敷
地
や

ス
キ
ー
場
の
立
地
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
用
意
さ
れ
、
立
ち
寄

る
道
の
駅
で
は
な
く
、
楽
し

む
道
の
駅
と
し
て
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
「
森
の
Ｏ
Ｗ

Ｌ
」

　
「
東
洋
一
ス
リ
リ
ン
グ
」
な

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
が
２
０
２
１

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
は
、
空
中

に
張
っ
た
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
専
用
の
滑
車
を
使
い
、
猛

ス
ピ
ー
ド
で
滑
空
す
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
安
全
器
具

を
装
着
し
、
リ
フ
ト
で
登
っ

た
え
ん
が
る
ロ
ッ
ク
バ
レ
ー

ス
キ
ー
場
の
山
頂
か
ら
２
つ

の
ラ
イ
ン
を
滑
り
降
り
ま
す
。

最
高
時
速
70
㎞
の
ス
ピ
ー
ド

と
遠
軽
町
の
市
街
地
は
も
ち

ろ
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
サ
ロ
マ

湖
が
望
め
る
絶
景
は
一
度
体
験

す
れ
ば
病
み
つ
き
で
す
！

・
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ

　

北
海
道
内
で
も
珍
し
い
、
雪

が
な
い
時
期
で
も
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
が
楽
し
め
る
人
工

マ
ッ
ト
の「
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ
」

が
２
０
２
１
年
６
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
特
殊
な
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
素
材
で
で
き
た
「
ピ
ス

ラ
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
人
工
マ
ッ

ト
は
、
限
り
な
く
雪
に
近
い
滑

走
感
覚
が
味
わ
え
る
と
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
者

や
愛
好
家
か
ら
好
評
で
、
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
最
適
で
す
。
専
用
の
板
や

ブ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
用
品

も
充
実
し
て
お
り
、
手
ぶ
ら
で

も
楽
し
め
ま
す
。

・
ツ
リ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

木
の
上
に
足
場
を
組
ん
で
ワ

イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ
、
は
し
ご
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
木

か
ら
木
へ
渡
り
歩
き
、
空
中
散

歩
が
楽
し
め
ま
す
。

　
「
一
般
コ
ー
ス
」
と
「
キ
ッ

ズ
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、「
一
般

コ
ー
ス
」
は
29
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
最
も
高

い
と
こ
ろ
で
は
地
上
８
ｍ
を
超

え
る
開
放
的
な
見
晴
ら
し
も
楽

し
め
ま
す
。

・
え
ん
が
る
ロ
ッ
ク
バ
レ
ー
ス

キ
ー
場

　

ス
キ
ー
場
の
雪
質
や
斜
面
は

プ
ロ
の
ス
キ
ー
選
手
か
ら
も
折

り
紙
付
き
で
、
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
の
大
陸
別
大
会
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
カ
ッ
プ
」
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
大
会

の
会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ル
ペ

ン
競
技
の
合
宿
や
学
校
の
ス

キ
ー
授
業
な
ど
に
も
利
用
さ
れ

て
き
た
中
で
、
道
の
駅
の
整
備

に
伴
い
、
ス
キ
ー
場
の
施
設
も

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
ペ
ア
リ
フ
ト
を
は
じ
め
、

ナ
イ
タ
ー
照
明
や
人
工
降
雪
機

の
更
新
、
ゲ
レ
ン
デ
の
拡
幅
な

ど
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
多
く
の
方
々
が
楽
し
め
る

ス
キ
ー
場
と
し
て
人
気
で
す
。

・
そ
の
他
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

伸
縮
性
の
あ
る
頑
丈
な
ゴ
ム

と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
い
、
約

５
ｍ
の
高
さ
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
で

き
る
「
バ
ン
ジ
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
や
、愛
犬
と
楽
し
め
る「
ド
ッ

グ
ラ
ン
」、
体
を
前
後
に
傾
け

る
だ
け
で
簡
単
に
加
速
や
減
速

す
る
こ
と
が
で
き
る
新
感
覚
の

乗
り
物
「
イ
ン
モ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
施
設
内
に
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
な
ど
が
作

れ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
備
え
て

い
ま
す
。

・
森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
足
湯

　

運
転
疲
れ
や
遊
び
疲
れ
た
後

は
、
高
濃
度
炭
酸
泉
で
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
る
足
湯
を
整
備

し
、
利
用
客
に
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
施
設
で
す
。

・
お
土
産
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

地
元
企
業
に
よ
る
道
の
駅
限

定
の
ス
イ
ー
ツ
や
加
工
品
な

ど
、
遠
軽
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
産

品
を
中
心
に
取
り
そ
ろ
え
て
お

り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
の
木
材
を

使
っ
た
経
木
わ
っ
ぱ
の
ギ
フ
ト

ボ
ッ
ク
ス
に
、
お
好
み
で
商
品

を
詰
め
合
わ
せ
る
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ギ
フ
ト
」
づ
く
り
が
楽
し

め
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で

は
、
町
特
産
の
「
白
滝
じ
ゃ

が
」
を
使
っ
た
商
品
を
提
供
し

て
お
り
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
で
食

べ
応
え
の
あ
る
「
１
日
分
の
野

菜
カ
レ
ー
」
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す

る
「
ク
リ
ー
ム
・
デ
・
ポ
テ
ト
」、

町
内
の
牧
場
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

フ
ァ
ー
ム
」と
共
同
開
発
し
た
、

ゴ
マ
の
香
り
と
黒
曜
石
の
よ
う

な
漆
黒
の
輝
き
が
特
徴
の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
「
ジ
オ
ソ
フ
ト
」

な
ど
が
評
判
で
す
。

〇
丸
瀬
布
森
林
公
園
い
こ
い
の

森
　

自
然
環
境
を
生
か
し
た
緑
が

い
っ
ぱ
い
の
公
園
で
す
。
園
内

に
は
、
森
林
鉄
道
蒸
気
機
関

車
・
雨
宮
21
号
や
郷
土
資
料
館
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
各
種
遊
具
が
あ

り
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
温
泉
や
昆

虫
生
態
館
も
あ
り
ま
す
。
楽
し

み
方
は
無
限
大
で
す
！

　

雨
宮
21
号
は
そ
の
昔
、
こ
の

地
域
で
木
材
の
運
搬
に
活
躍
し

た
蒸
気
機
関
車
で
す
。

　

国
内
唯
一
の
動
く
森
林
鉄
道

蒸
気
機
関
車
で
あ
り
、
煙
突
か

ら
は
モ
ク
モ
ク
と
煙
を
上
げ
、

足
回
り
の
ピ
ス
ト
ン
か
ら
は
白

い
蒸
気
を
出
し
な
が
ら
、
い
こ

い
の
森
園
内
に
敷
設
さ
れ
た
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
軌
道
を
走
り

ま
す
。

〇
太
陽
の
丘
え
ん
が
る
公
園
虹

の
ひ
ろ
ば
コ
ス
モ
ス
園

　

日
本
最
大
級
を
誇
る
コ
ス
モ

ス
園
が
あ
る
「
虹
の
ひ
ろ
ば
」

は
、
例
年
８
月
中
旬
か
ら
花
が

咲
き
始
め
、
９
月
上
旬
に
は
10

ha
の
花
畑
を
、
町
の
花
で
も
あ

る
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
約

１
千
万
本
が
埋
め
尽
く
し
ま

す
。

　

赤
や
白
、
ピ
ン
ク
色
の
混
合

コ
ス
モ
ス
を
は
じ
め
、
黄
や
橙

色
の
黄
花
コ
ス
モ
ス
の
ほ
か
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
香
り
が
す
る

コ
ス
モ
ス
な
ど
、
珍
し
い
品
種

の
コ
ス
モ
ス
が
、
来
園
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

〇
木
の
お
も
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド
館

ち
ゃ
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド

　

世
界
約
40
か
国
の
木
の
お
も

ち
ゃ
を
集
め
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
。
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
・
あ

や
つ
り
お
も
ち
ゃ
・
く
る
み
割

り
人
形
な
ど
大
小
１
万
点
も
の

木
の
お
も
ち
ゃ
を
展
示
・
収
蔵

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作
り

が
体
験
で
き
る
木
工
房
「
ゼ

ペ
ッ
ト
」
や
、
影
絵
の
巨
匠
・

藤
城
清
治
氏
の
作
品
を
展
示
し

た
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
影
絵
美
術

館
」
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

○
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン

タ
ー

　

遠
軽
町
は
日
本
最
大
級
の
黒

曜
石
の
産
地
で
、
町
内
に
は
多

く
の
遺
跡
が
点
在
し
、
火
山
活

動
や
旧
石
器
時
代
の
人
々
の
暮

ら
し
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
つ

い
て
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、

定
期
的
に
黒
曜
石
ジ
オ
ツ
ア
ー

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

森も

り林
と
清み

ず流 

つ
く
る
・
つ
な
が
る

　
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
「
遠
軽
町
」

mailto:kikaku%40engaru.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.engaru.jp
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○
概
要

　

雄
武
町
は
北
海
道
北
東
部
に

位
置
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

の
ま
ち
で
す
。
北
東
側
一
帯
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
、
東
部

か
ら
南
部
は
興
部
町
・
西
興
部

村
に
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

南
部
か
ら
西
部
に
は
下
川
町
・

名
寄
市
・
美
深
町
と
の
堺
に
険

し
い
北
見
山
地
が
連
な
り
、
北

西
は
枝
幸
町
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
地
形
は
二
等
辺
三
角
形

に
近
い
形
を
し
、
総
面
積
は

６
３
６
・
89
㎢
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

例
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
海
岸
に
は
流
氷
が
接
岸
し
、

ま
た
、
１
年
を
通
じ
て
冷
涼
な

気
候
で
あ
り
、
降
水
量
は
年
間

平
均
に
す
る
と
比
較
的
少
な
い

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鮮
や
か
な
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
臨
む
海
岸

線
が
35
㎞
に
及
び
、
乳
牛
た
ち

が
草
を
食
む
草
原
を
バ
ッ
ク
に

ど
こ
ま
で
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た

の
ど
か
な
景
色
が
続
き
ま
す
。

海
岸
か
ら
南
西
に
伸
び
る
大
地

に
は
緑
輝
く
牧
草
地
が
一
面
に

広
が
り
、
そ
の
背
後
に
は
原
生

林
が
残
る
秘
境
ピ
ヤ
シ
リ
山
を

は
じ
め
と
す
る
山
系
が
連
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
は

四
季
折
々
に
様
々
な
表
情
を
見

せ
、
特
に
1
月
下
旬
か
ら
3
月

に
か
け
て
は
流
氷
が
接
岸
し
、

海
岸
線
一
帯
が
白
い
大
地
へ
と

変
化
す
る
光
景
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
厳
し
さ
と
ロ
マ
ン
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
町
で
は
、
訪
れ
る
人
が

想
い
描
く
北
海
道
の
原
風
景
、

広
大
な
北
の
大
地
と
海
そ
の
も

の
の
魅
力
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
町
で
す
。

○
町
章

　

お
う
む
の
ヲ
を
六
つ
組
み
合

わ
せ
て
雪
形
に
し
、
そ
の
中
央

に
北
斗
星
を
配
置
し
て
北
見
雄

武
を
表
現
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

青
色
は
広
大
な
空
と
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

○
地
名
の
由
来

　

雄
武
と
い
う
地
名
の
語
源

は
、ア
イ
ヌ
語
の「
オ
ム
イ
」（
河

口
が
塞
が
る
）に
由
来
し
ま
す
。

雄
武
川
の
河
口
は
、
嵐
の
時
に

は
、
川
か
ら
流
れ
出
る
水
よ
り

も
、
海
か
ら
打
ち
寄
せ
る
波
の

ほ
う
が
強
く
、
河
口
が
塞
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
よ
う
な

名
称
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

○
歴
史

　

雄
武
周
辺
へ
の
和
人
の
入
植

は
、
江
戸
時
代
末
期
に
開
か
れ

た
宗
谷
場
所
が
拡
大
し
、
雄
武

周
辺
に
も
番
屋
が
建
て
ら
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
明

治
5
年
（
１
８
７
２
年
）
に
は

紋
別
郡
10
ヶ
村
の
ひ
と
つ
と
し

て
雄
武
・
沢
木
・
幌
内
の
3
村

が
誕
生
し
ま
す
。
以
後
、
新
漁

場
と
し
て
開
発
さ
れ
た
雄
武
地

区
に
人
口
が
急
増
し
、
明
治
33

年
（
１
９
０
０
年
）
に
は
紋
別

村
よ
り
分
村
し
て
雄
武
外
3
ヶ

村
戸
村
役
場
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５

年
）
に
沢
木
村
・
幌
内
村
を
合

併
し
て
2
級
町
村
制
が
敷
か
れ

た
後
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）
に
現
在
の
町
制
が
施
行
さ

れ
、
今
に
至
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
お
う
む
産
業
観
光
ま
つ
り

（
毎
年
６
月
最
終
土
・
日
曜
日

予
定
）　　
　
　
　

　

雄
武
町
に
夏
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
る
、
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
前
夜
祭
に
は
花
火
大
会

が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
本
祭
で
は

地
元
海
産
物
な
ど
の
味
覚
が
勢

揃
い
す
る
雄
武
物
産
即
売
会
を

は
じ
め
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
や
抽
選
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

・
雄
武
の
宝
「
う
ま
い
も
ん
ま

つ
り
」

（
毎
年
９
月
最
終
日
曜
日
予
定
）

　

見
て
、
触
っ
て
、
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
雄
武
町
の
〝
う
ま
い
も

ん
〟
が
勢
揃
い
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。特
産
品
即
売
会
の
ほ
か
、

雄
武
の
秋
の
味
覚
を
堪
能
で
き

る
料
理
の
提
供
、
鮭
の
つ
か
み

取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

雄
武
町
と
は

人口：４, １９６人
　　　（Ｒ４. ３月末現在）
面積：約６３６. ８９K㎡

　

雄
武
町
で
は
、
２
０
２
０
年

3
月
に
策
定
し
た
「
第
2
期
雄

武
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
効
果
的

な
少
子
化
対
策
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
・
雇
用
の
場
の

創
出
、生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

地
方
創
生
の
充
実
・
強
化
に
向

け
て
切
れ
目
な
く
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

○
お
試
し
暮
ら
し
事
業

　

定
住
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
人
口
の
流
入
を
促
し
、

町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
移
住
希
望
者
が
一

定
期
間
、
雄
武
町
で
生
活
体
験

が
で
き
る
雄
武
町
お
試
し
暮
ら

し
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住

宅
は
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＋
ホ
ー
ル
の

木
造
平
屋
建
て
で
す
。
日
常
生

活
を
営
む
た
め
の
家
具
什
器
を

備
え
、
手
軽
に
生
活
を
体
験
で

き
ま
す
。「
北
海
道
で
住
ん
で

み
た
い
」「
田
舎
暮
ら
し
を
し

て
み
た
い
」
と
言
う
方
、
い
か

が
で
す
か
？
カ
ニ
や
鮭
、
ホ
タ

テ
な
ど
の
海
産
物
の
豊
富
な
雄

武
町
、
酪
農
の
盛
ん
な
雄
武
町

が
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
受
入
れ

を
中
止
し
て
い
ま
す
。
事
業
を

再
開
す
る
場
合
は
雄
武
町
Ｈ
Ｐ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
移
住
支
援
金
（
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
新
規
就
業
支
援
事
業
）

　

東
京
圏
か
ら
雄
武
町
に
移
住

し
、
か
つ
北
海
道
が
運
営
す
る

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
対
象
企
業
等
に
就
業

ま
た
は
起
業
し
た
場
合
、
国
・

北
海
道
・
雄
武
町
が
共
同
で
移

住
支
援
金
（
単
身
で
の
移
住

の
場
合
：
60
万
円
、
2
人
以

上
の
世
帯
で
の
移
住
の
場
合
：

１
０
０
万
円
）
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

※
対
象
要
件
が
複
数
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〇
移
住
宅
地
の
無
償
貸
付
及
び

無
償
譲
渡
制
度

　

雄
武
町
で
は
町
外
か
ら
の
転

入
と
定
着
を
促
進
し
、
過
疎
化

の
防
止
と
町
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
移
住
宅
地
（
町
有
地
の

一
部
）
を
無
償
で
貸
与
し
、
一

定
期
間
内
に
住
宅
を
建
築
し
た

場
合
に
そ
の
土
地
を
無
償
で
譲

渡
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
譲
渡

に
係
る
費
用
（
登
録
免
許
税
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
申
込
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所

得
税
法
に
基
づ
く
確
定
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

雄
武
町
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
獲
れ
る
ホ
タ
テ
、
鮭
、

カ
ニ
な
ど
の
豊
富
な
海
産
物
や
広
大
な
土
地
を
活
か
し
た
韃

靼
そ
ば
、
牛
肉
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
農
畜
産
物
、
ホ
テ
ル
日
の

出
岬
の
宿
泊
券
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
、
学
校
図
書
の
充
実
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

寄
附
の
申
込
に
つ
い
て
は
、
応
援
寄
附
金
申
込
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら

寄
附
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
雄
武
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
担
当
：
財
務
企
画
課
）

●お問い合わせ　
○雄武町役場　〒 098 － 1792　北海道紋別郡雄武町字雄武 700 番地
ＴＥＬ：０１５８－８４－２１２１　ＦＡＸ：０１５８－８４－２８４４

E-mail：kikaku@town.oumu.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.oumu.hokkaido.jp/

mailto:kikaku%40town.oumu.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.oumu.hokkaido.jp/
http://www.town.oumu.hokkaido.jp/ 
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●お問い合わせ　
○雄武町役場　〒 098 － 1792　北海道紋別郡雄武町字雄武 700 番地
ＴＥＬ：０１５８－８４－２１２１　ＦＡＸ：０１５８－８４－２８４４

E-mail：kikaku@town.oumu.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.oumu.hokkaido.jp/

○
日
の
出
岬
エ
リ
ア

　

雄
武
町
の
中
心
地
か
ら
紋

別
・
網
走
方
面
に
車
で
10
分

ほ
ど
向
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
観
光
エ
リ
ア
で
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
突
き
出

し
た
岬
の
周
辺
に
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
日
の
出
岬

や
キ
ャ
ン
プ
場
、
展
望
台
な

ど
の
観
光
施
設
が
あ
り
、
夏

に
は
磯
遊
び
、
冬
に
は
流
氷

と
四
季
を
通
じ
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
大
自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
雄
武
町
の

観
光
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
名
の
と
お
り
燦
燦

と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
昇
る

日
の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

冬
の
冷
え
込
む
時
期
に
は
海

と
空
気
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て

蜃
気
楼
が
発
生
し
昇
る
太
陽

が
四
角
く
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
様
々
な
条
件
が
か

み
合
っ
た
と
き
に
の
み
起
こ

る
自
然
現
象
な
の
で
見
ら
れ

た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

で
す
。

○
日
の
出
岬
キ
ャ
ン
プ
場

　

日
の
出
岬
に
あ
る
公
営
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

　

場
内
の
ど
の
位
置
か
ら
で

も
海
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

潮
騒
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た

り
と
時
間
を
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。
水
洗
ト
イ
レ
や
炊
事

場
も
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
前

予
約
を
す
る
こ
と
で
利
用
で

き
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
も
あ
る
の

で
テ
ン
ト
を
持
っ
て
い
な
い

人
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
岬
特
有
の
冷
涼
な

気
候
に
よ
り
夏
場
で
も
山
間

部
に
比
べ
る
と
虫
が
少
な
く
、

落
ち
着
い
て
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
営
業
期
間
6
月
～
9
月
、

利
用
料
：
テ
ン
ト
４
人
以

下
４
０
０
円
、
５
人
以
上

６
０
０
円
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
１
棟

３
０
０
０
円
）

 

○
日
の
出
岬
展
望
台「
ラ
・
ル
ー

ナ
」

　

日
の
出
岬
の
突
端
に
建
つ
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
の
展
望
台
で

す
。
荘
厳
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を

パ
ノ
ラ
マ
で
眺
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
で
利
用
で
き
る

双
眼
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

天
気
の
い
い
日
に
は
海
の
向
こ

う
側
に
知
床
連
山
が
見
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

展
望
台
の
周
辺
に
は
本
来
高

山
地
帯
に
の
み
で
繁
殖
す
る
植

物
が
茂
っ
て
お
り
、
珍
し
い
植

生
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
日

の
出
岬

　

町
内
最
大
の
観
光
ホ
テ
ル
で

す
。
す
べ
て
の
部
屋
が
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
面
し
て
お
り
、
四
季

折
々
の
眺
め
を
満
喫
で
き
ま

す
。

　

窓
を
開
け
る
と
波
の
音
と
潮

の
香
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
晴
れ
た
日
に
は

日
の
出
も
見
る
こ
と
が
で
き
る

特
別
な
ホ
テ
ル
で
す
。

　

温
泉
の
泉
質
は
塩
化
物
強
塩

泉
で
、
湯
ざ
わ
り
は
さ
っ
ぱ
り

し
て
い
ま
す
が
、
汗
が
噴
き
出

る
ほ
ど
体
が
温
ま
り
ま
す
。
日

帰
り
入
浴
も
可
能
で
、
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
も
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
貸
切
展
望
温
泉
も
あ

り
、
ご
家
族
連
れ
で
の
利
用
の

ほ
か
、
浴
室
に
設
け
ら
れ
た
緩

や
か
な
ス
ロ
ー
プ
か
ら
は
専
用

の
車
い
す
を
利
用
し
て
入
浴
で

き
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
お
客
様

に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で
い

た
だ
け
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
内
に
は
地
元
食
材
を

利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
和
洋
中

の
様
々
な
料
理
、
月
替
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
来
る

た
び
に
新
た
な
味
覚
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

○
道
の
駅
「
お
う
む
」

　

4
月
下
旬
～
10
月
の
間
は
施

設
内
に
売
店
が
あ
り
、
町
の
特

産
品
を
購
入
し
た
り
、
軽
食
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
24
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
（
ビ
ル
7
階
建
て
相
当
）

に
位
置
す
る
飛
行
船
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
展
望
台
か
ら
は
、
雄
武

の
街
並
み
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

海
が
一
望
で
き
ま
す
。（
展
望

台
は
冬
期
間
も
開
放
し
て
い

ま
す
。）
時
期
に
よ
っ
て
は
流

氷
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

 

○
宮
の
森
公
園

　

公
園
内
に
は
無
料
で
利
用
で

き
る
36
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
あ
り
、
道
具
も
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
る
の
で
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
た
方
も
気
軽
に
遊

べ
ま
す
。
ま
た
、
散
策
路
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、
森
の
中
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
野
鳥
の
声
も
に
ぎ
や

か
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
に
は
最
適
な
場
所
で
す
。
遊

具
も
充
実
し
て
お
り
、
家
族
連

れ
で
楽
し
め
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
風
の
丘
公
園

　

宮
の
森
公
園
と
同
様
に
、
自

然
豊
か
な
場
所
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

冬
期
間
に
は
ロ
ー
プ
リ
フ
ト

の
小
さ
な
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ

ン
し
、
無
料
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
郷
土
愛
で
築
く
、
次
世
代
へ
　
　

　
　
躍
進
す
る
ま
ち
・
雄
武
町
」

○
町
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
く
ら
す
じ
子
」

　

雄
武
町
の
特
産
品
で
あ
る
鮭
の
稚
魚
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
町

の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

雄
武
町
の
川
で
生
ま
れ
、
頭
に
は
鳥
の
オ
ウ
ム
と
日
の
出

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
帽
子
を
か
ぶ
り
、
お
な
か
に
は
「
さ
い

の
う
」（
鮭
の
稚
魚
が
つ
け
て
い
る
栄
養
の
入
っ
た
袋
）
を

つ
け
て
い
ま
す
。
将
来
の
夢
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
を
冒
険
す

る
こ
と
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
一
般
公
募
し
、
町
民
投
票

を
経
て
、
町
で
協
議
し
た
結

果
、
投
稿
さ
れ
た
全
87
デ
ザ

イ
ン
を
勝
ち
抜
き
２
０
２
０

年
か
ら
町
内
で
の
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
現
在
で
は
挨
拶
運
動

や
交
通
安
全
啓
発
運
動
な
ど
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
集
ま
る
「
オ

ホ
☆
キ
ャ
ラ
隊
」
に
も
参
加
し
、
管
内
で
連
携
し
て
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。「
オ
ホ
☆
キ
ャ
ラ
隊
」
で

カ
ー
リ
ン
グ
や
人
間
ば
ん
ば
を
し
て
い
る
様
子
が
現
在
も

YouTube

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

mailto:kikaku%40town.oumu.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.oumu.hokkaido.jp/
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○
概
要

　

平
成
18
年
３
月
５
日
に
北
見

市
・
端
野
町
・
常
呂
町
・
留
辺

蘂
町
が
合
併
し
、新
「
北
見
市
」

と
な
り
、
平
成
28
年
に
合
併
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
都
市
施

設
が
整
備
さ
れ
た
北
見
エ
リ
ア

に
は
、
ハ
ッ
カ
の
歴
史
を
伝
え

る
「
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館
」
が

あ
り
、隣
接
の
「
薄
荷
蒸
溜
館
」

で
は
、
ハ
ッ
カ
の
蒸
留
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
10

月
に
整
備
さ
れ
た
「
ア
ル
ゴ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
北
見
カ
ー
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
」
で
は
、
北
見
市
で

２
箇
所
目
の
通
年
型
の
カ
ー
リ

ン
グ
ホ
ー
ル
で
、
通
年
で
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
を
楽
し
め
ま
す
。

　

田
園
風
景
の
広
が
る
端
野
エ

リ
ア
に
は
、
ホ
テ
ル
を
備
え
た

複
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
ノ
ー

ザ
ン
ア
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト
」
が
あ

り
、
夏
場
は
ゴ
ル
フ
、
冬
は
ス

キ
ー
等
が
楽
し
め
ま
す
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
接
す
る
常
呂
エ

リ
ア
に
は
、
北
海
道
遺
産
と

な
っ
て
い
る
「
ワ
ッ
カ
原
生
花

園
」
が
あ
り
ま
す
。
林
業
と
温

泉
の
留
辺
蘂
エ
リ
ア
に
は
、
開

湯
１
２
０
年
を
超
え
る
温
泉
郷

「
お
ん
ね
ゆ
温
泉
」
の
ほ
か
、

世
界
最
大
級
の
か
ら
く
り
ハ
ト

時
計
塔
「
果
夢
林
」
な
ど
の
観

光
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

○
農
業

　

北
見
市
の
農
業
は
、
大
雪
山

の
石
北
峠
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
ま
で
の
東
西
約
１
１
０
㎞

と
広
範
囲
に
わ
た
る
中
で
、
約

２
3
７
０
０
ha
に
及
ぶ
耕
地
面

積
を
有
し
、
稲
作
や
麦
類
、
馬

鈴
し
ょ
、
て
ん
菜
、
豆
類
な
ど

の
畑
作
や
、
玉
ね
ぎ
を
中
心
と

し
た
野
菜
な
ど
の
土
地
利
用
型

農
業
、
酪
農
・
畜
産
な
ど
多
様

な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
は
、
化

学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
使

用
を
必
要
最
小
限
に
す
る
な

ど
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
す

る
ク
リ
ー
ン
農
業
を
取
り
入
れ

た
、
安
全
・
安
心
で
品
質
の
高

い
農
畜
産
物
で
す
。

〇
水
産
業

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖

に
お
け
る
「
つ
く
り
育
て
る
漁

業
」
と
「
資
源
管
理
型
漁
業
」

の
推
進
に
よ
り
、
ホ
タ
テ
、
サ

ケ
・
マ
ス
な
ど
を
中
心
に
生
産

性
の
高
い
漁
業
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
サ
ロ
マ
湖
で
は
漁
業
環

境
保
全
対
策
に
取
り
組
む
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
水
産
物
の

供
給
や
環
境
と
調
和
し
た
水
産

業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
林
業

　

市
の
行
政
区
域
面
積
の
66
％

が
森
林
で
、
林
業
は
農
業
、
水

産
業
と
並
ん
で
基
幹
産
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
９
４
４
４
９
ha
の
森
林
面

積
の
63
％
が
国
有
林
で
、
37
％

が
民
有
林
と
な
っ
て
お
り
、
民

有
林
の
う
ち
、
人
工
林
が
ト
ド

マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
に

51
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
人
工
林
に
対
し
て
は
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向

け
、
造
林
や
除
間
伐
等
保
育
施

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
木
材

産
業
で
は
、
各
種
製
材
や
木
製

品
で
の
地
域
材
利
用
や
技
術
開

発
、
需
要
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
の
ほ
か
、
木
製
品
遊
具
等

に
触
れ
る
機
会
を
通
じ
て
森
や

木
を
活
用
し
た
生
活
・
文
化
の

創
造
を
推
進
す
る
木
育
活
動
を

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
木
の
プ
ラ
ザ
」

な
ど
の
拠
点
施
設
で
行
っ
て
い

ま
す
。

〇
商
業

　

当
市
で
は
、
卸
売
機
能
、
物

流
機
能
の
集
積
が
進
み
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
圏
の
物
流
拠
点
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。卸
売
業
、

小
売
業
を
合
わ
せ
た
年
間
販
売

額
は
約
３
５
３
１
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
管
内
に
お
け
る
小
売

業
の
販
売
額
シ
ェ
ア
は
、
42
・

４
％
、
卸
売
業
に
お
い
て
も

60
・
５
％
を
超
え
る
な
ど
、
拠

点
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
い
ま
す
。

〇
工
業

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
豊
富
で
良

質
な
農
林
水
産
資
源
を
背
景
と

し
た
食
料
品
、
木
材
・
木
製
品

製
造
業
が
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、

電
子
部
品
・
周
辺
機
器
製
造
業

が
従
業
員
数
、
製
品
出
荷
額
に

お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て

お
り
、
地
元
の
雇
用
拡
大
と
地

域
経
済
活
性
化
を
支
え
て
い
ま

す
。

北
見
市
と
は

人口 113,664 人
（R4.3 月末現在）

面積 1,427.41K㎡

　

第
２
期
北
見
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然

き
ら
め
く　

オ
ホ
ー
ツ
ク
中
核

都
市
｜
未
来
を
拓
く
活
力
創

造
都
市　

北
見
｜
」
を
将
来

像
と
し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
大
地
を
大
切
に
育
て
、
人

と
人
が
支
え
あ
う
、
活
力
あ
る

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
中
核
都
市
を
目

指
し
、
市
民
と
協
働
で
創
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
希
望
あ
ふ
れ
る
子
育
て
支
援

の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育

む
た
め
、
母
子
保
健
活
動
、
子

育
て
相
談
体
制
、
交
流
の
場
づ

く
り
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
同
時

に
幼
児
教
育
や
子
ど
も
の
発
達

に
合
わ
せ
た
療
育
体
制
や
青
少

年
の
健
全
育
成
な
ど
、
妊
娠
期

か
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
は
産
後
ケ
ア
の
拡
充
や

３
歳
児
検
診
時
に
弱
視
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
新
た
に
実

施
す
る
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

〇
と
も
に
学
び
あ
う
生
涯
学
習

の
推
進

　

健
康
や
体
力
づ
く
り
も
含
め

た
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の

意
識
や
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、

カ
ー
リ
ン
グ
の
ま
ち
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
る
地
域
特
性
を
生

か
し
体
育
授
業
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
（
カ
ー
リ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
隊
）
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
将
来
に
向
け
た
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
の
育
成
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
に
よ
る
協
議
振
興
を

図
っ
て
い
ま
す
。

〇
創
造
性
あ
ふ
れ
る
雇
用
環
境

の
充
実

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
若

年
層
を
中
心
と
し
た
働
き
方
に

対
す
る
考
え
方
の
変
化
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
が
求
め
ら
れ
る

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
場

所
や
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き

る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
就
労
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

〇
快
適
な
生
活
空
間
の
充
実

　

近
年
、
自
家
用
車
の
普
及
や

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ

り
、
公
共
交
通
利
用
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

を
は
じ
め
自
動
車
な
ど
の
移
動

手
段
を
持
た
な
い
人
々
に
と
っ

て
公
共
交
通
は
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
重
要
と
な
る
た
め
、

広
域
交
通
の
維
持
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
バ
ス
待
合
所
の
整

備
や
地
域
循
環
バ
ス
の
導
入
・

実
証
運
行
な
ど
を
実
施
し
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
交
通
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

北
見
市
は
、
北
海
道
で
一
番
面
積
が
広
く
、
海
の
幸

と
山
の
幸
が
豊
富
に
集
ま
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
台
所
」

で
す
。

　

農
産
物
で
は
生
産
量
日
本
一
の
玉
ね
ぎ
や
白
花
豆
、

海
産
物
で
は
ホ
タ
テ
・
牡
蠣
・
サ
ケ
な
ど
が
有
名
で
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
自
然
で
育
っ
た
魅
力
と
素
材
の
良
さ
が

生
き
る
、
こ
だ
わ
り
の
返
礼
品
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
！

【
返
礼
品
人
気
３
品
】

　

①
ホ
タ
テ　

②
玉
ね
ぎ　

③
赤
い
サ
イ
ロ

　

そ
の
他
、
北
見
市
を
拠
点
と

す
る
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
」
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
、
カ
ー
リ
ン

グ
関
連
の
お
礼
品
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
見
市
ふ
る
さ
と
納
税
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

担
当
課
：
企
画
財
政
部
地
域
振
興
課

　

☎︎
０
１
５
７
・
57
・
４
３
６
６

http://www.city.kitami.lg.jp/


－ 44 － － 43 －

北き
た
み見
市

北きた
み見
市

「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
き
ら
め
く
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
中
核
都
市

ー
未
来
を
拓
く
活
力
創
造
都
市 

北
見
ー
」

●お問い合わせ　
北見市役所　〒０９０－８５０１　北海道北見市大通西３丁目１番地１
ＴＥＬ：０１５７－２３－７１１１　ＦＡＸ：０１５７－６１－７４００

公式ホームページ：http://www.city.kitami.lg.jp/

○
北
見
ハ
ッ
カ
記
念
館
・
薄

荷
蒸
溜
館

　

北
見
は
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
乾
燥
し
た
気
候
が
ハ
ッ

カ
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
古
く
か
ら
ハ
ッ
カ
の

栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、
最
盛
期

に
は
世
界
の
70
％
を
占
め
る

ほ
ど
の
「
ハ
ッ
カ
王
国
」
で

し
た
。
現
在
も
精
製
の
技
術

や
伝
統
は
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
昭
和
10
年
に
建
築
さ
れ

た
旧
ホ
ク
レ
ン
北
見
薄
荷
工

場
の
研
究
所
は
現
在
記
念
館

と
し
て
活
用
さ
れ
、
当
時
使

わ
れ
て
い
た
機
械
や
北
見
薄

荷
の
歴
史
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ハ
ッ
カ
蒸
留

館
で
は
爽
や
か
な
ハ
ッ
カ
の

香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ロ
マ
ク
リ
ー

ム
づ
く
り
が
楽
し
め
る
「
フ

レ
グ
ラ
ン
ス
体
験
」
や
「
ハ
ッ

カ
の
蒸
溜
体
験
」
を
楽
し
め

ま
す
。

〇
北
見
焼
肉

　

北
見
は
人
口
当
た
り
の
焼

肉
店
数
が
北
海
道
内
随
一
の

焼
き
肉
の
ま
ち
で
す
。
北
見

に
最

初
の

焼
肉

店
が

誕
生

し
た

の
は

昭
和

25
年
で
、
当
時
北
見
駅
近
く
に

家
畜
処
理
場
が
あ
り
、
ホ
ル
モ

ン
を
は
じ
め
新
鮮
な
肉
が
手
に

入
り
や
す
か
っ
た
た
め
市
民
に

広
ま
り
ま
し
た
。
地
元
で
好
ま

れ
る
部
位
は
、
牛
サ
ガ
リ
（
ハ

ラ
ミ
）、
豚
ホ
ル
モ
ン
と
い
っ

た
内
臓
系
で
、
七
輪
（
炭
火
）

で
香
ば
し
く
焼
き
、
果
物
や
玉

ね
ぎ
な
ど
を
使
っ
た
各
店
特
製

の
生
ダ
レ
（
加
熱
し
て
い
な
い

タ
レ
）
で
食
べ
る
の
が
北
見
流

で
す
。

〇
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
常
呂
カ
ー

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
・
ア
ル
ゴ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
北
見
カ
ー
リ
ン
グ

ホ
ー
ル

　

北
見
市
は
、
数
多
く
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
て
き

た
カ
ー
リ
ン
グ
の
街
で
す
。
平

昌
冬
季
五
輪
で
日
本
初
の
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
カ
ー
リ

ン
グ
チ
ー
ム
「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー

レ
」
を
は
じ
め
、
最
優
秀
選
手

を
輩
出
す
る
カ
ー
リ
ン
グ
の
＂

聖
地
＂
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
際
大
会
が
可
能
な
ア

ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
常
呂
カ
ー
リ
ン

グ
ホ
ー
ル
、
令
和
２
年
10
月
に

誕
生
し
た
ア
ル
ゴ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
北
見
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

を
有
し
、
一
年
を
通
じ
て
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
が
で
き
る
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
カ
ー

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
は
一
般
の

ホ
ー
ル
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
国

内
外
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
練
習
や

大
会
が
開
催
さ
れ
、
初
心
者
で

も
手
ぶ
ら
で
カ
ー
リ
ン
グ
の
体

験
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

〇
北
き
つ
ね
牧
場

　

日
本
で
唯
一
北
き
つ
ね
の
放

し
飼
い
牧
場
で
、
自
然
の
林
野

を
そ
の
ま
ま
に
活
か
し
た
遊
歩

道
か
ら
約
１
０
０
匹
も
北
き
つ

ね
が
元
気
に
遊
ぶ
姿
や
え
さ
を

ね
だ
る
姿
な
ど
か
わ
ら
い
ら
し

い
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
毎
年

６
月
頃
に
な
る
と
春
に
生
ま
れ

た
元
気
な
子
ギ
ツ
ネ
た
ち
が
仲

間
入
り
し
ま
す
。

〇
ワ
ッ
カ
原
生
花
園

　
「
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
」
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
を

隔
て
る
長
さ
20
㎞
に
も
及
ぶ
細

長
い
砂
州
で
日
本
最
大
級
の
海

岸
草
原
で
す
。
３
０
０
種
を
超

え
る
植
生
の
多
様
性
と
群
落
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
「
奇
跡

の
生
態
系
」
と
評
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
１
年
10
月
に
は
北

海
道
遺
産
に
も
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
北
の
大
地
の
水
族
館

　
「
北
の
大
地
の
水
族
館
」
は

日
本
で
唯
一
の
水
族
館
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
中
村
元
（
な
か
む

ら
は
じ
め
）
氏
が
、
展
示
水
槽

の
開
発
を
は
じ
め
、
設
計
ア
ド

バ
イ
ス
や
建
築
監
修
な
ど
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
さ
れ
、
世
界
初

の
「
川
が
凍
る
水
槽
」
や
、
日

本
初
の
「
滝
つ
ぼ
を
見
上
げ
る

水
槽
」
な
ど
、
自
然
を
模
し
た

生
き
生
き
と
し
た
魚
た
ち
の
様

子
が
見
ら
れ
る
、
淡
水
魚
を
集

め
た
水
族
館
で
す
。「
魔
法
の

温
泉
水
」
で
育
っ
た
巨
大
熱
帯

魚
や
、
１
メ
ー
ト
ル
級
に
育
っ

た
約
20
匹
の
天
然
イ
ト
ウ
の
迫

力
あ
る
姿
も
、
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〇
サ
ロ
マ
湖

　

サ
ロ
マ
湖
は
、
総
延
長
約
90 

㎞
の
雄
大
な
湖
で
、
北
海
道
で

は
最
大
、
日
本
で
は
３
番
目
に

大
き
な
湖
で
す
。
島
の
北
東
の

海
岸
、
網
走
国
定
公
園
の
境
界

内
に
位
置
し
、
湖
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
面
し
て
お
り
、
２
つ
の

水
域
を
分
け
る
砂
州
が
あ
り
ま

す
。
夏
の
日
に
は
深
い
紺
碧
の

水
が
、
冬
に
は
凍
て
つ
く
氷
の

よ
う
な
白
が
果
て
し
な
く
広
が

る
サ
ロ
マ
湖
は
、
四
季
を
通
じ

て
壮
観
な
景
色
を
提
供
し
、
特

に
夕
日
は
息
を
の
む
ほ
ど
美
し

い
で
す
。
湖
の
縁
を
散
策
し
た

り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
た
り
す
る

と
、
鮮
や
か
な
赤
に
染
ま
る
珊

瑚
草
の
絨
毯
な
ど
、
湖
の
そ
ば

に
生
え
て
い
る
珍
し
い
植
物
の

群
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

○
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

「
ミ
ン
ト
く
ん
と
ペ
ッ
パ
ー
ち
ゃ
ん
」

　

北
見
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
エ
ゾ
リ
ス
が
モ
チ
ー
フ

の
「
ミ
ン
ト
く
ん
」
と
「
ペ
ッ
パ
ー
ち
ゃ
ん
」、
２
人
合
わ

せ
て
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
で
、
ハ
ッ
カ
の
ま
ち
北
見
を
表
し
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
性
格
は

２
人
と
も
見
た
目
通
り
お
っ

と
り
し
て
い
て
、
角
の
無
い

性
格
。
ま
た
北
見
の
食
べ
物

が
美
味
し
く
て
少
々
丸
め
の

体
格
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
様
々
な
北
見
市
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
て
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。

滝
つ
ぼ
を
見
上
げ
る
水
槽

http://www.city.kitami.lg.jp/
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興おこ
っ
ぺ部
町

興お
こ
っ
ぺ部
町

○
概
要

　

興
部
町
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
人
口

約
３
６
０
０
人
、「
大
規
模
な

酪
農
業
、
水
産
資
源
の
豊
富
な

漁
業
、
豊
か
な
森
林
を
活
か
し

た
林
業
」
の
町
で
す
。
町
名
の

語
源
は
、
ア
イ
ヌ
語
「
オ
ウ
コ

ッ
ペ
」
よ
り
転
訛
し
た
も
の
で

「
川
尻
の
合
流
し
て
い
る
と
こ

ろ
」
の
意
で
あ
り
、
当
時
興
部

川
と
藻
興
部
川
が
合
流
し
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
い
で
い
た
こ

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
、
冷
涼
な
気
候
で
夏

は
涼
し
く
、
冬
は
流
氷
が
海
を

覆
い
つ
く
し
ま
す
。
そ
の
厳
し

い
自
然
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
生

乳
を
中
心
と
し
た
豊
富
な
農
畜

産
物
や
海
産
物
に
恵
ま
れ
た
町

で
す
。
１
９
４
０
年
代
後
半
か

ら
冷
害
・
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
「
寒
冷
地

に
強
い
作
物
を
」
と
い
う
こ
と

で
、
１
９
５
０
年
代
よ
り
畑
作

か
ら
酪
農
業
に
転
換
し
、
酪
農

専
業
経
営
と
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

興
部
町
の
農
業
は
、
食
生
活

の
多
様
化
に
よ
る
需
要
拡
大
と

豊
か
な
土
地
資
源
を
活
か
し
な

が
ら
持
続
的
可
能
な
酪
農
・
畜

産
経
営
を
目
指
し
、
省
力
化
と

生
産
性
・
収
益
性
向
上
を
図
る

た
め
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
や
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
生
乳
の
需
要
拡
大
で

は
、
酪
農
家
が
、
牛
乳
・
チ
ー

ズ
・
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど

高
品
質
の
食
品
に
加
工
し
、
乳

肉
製
品
の
製
品
・
販
売
を
行
う

な
ど
、
国
内
へ
の
畜
産
物
の
供

給
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
い
関
連

産
業
と
と
も
に
、
地
域
の
雇
用

や
経
済
を
支
え
る
重
要
な
基
幹

産
業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
興
部
・
沙
留
２

つ
の
漁
港
を
中
心
に
、ホ
タ
テ
、

サ
ケ
・
マ
ス
、
毛
ガ
ニ
な
ど
沿

岸
漁
業
が
基
幹
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
ホ
タ
テ
は
４

つ
の
ホ
タ
テ
貝
漁
場
を
輪
採
制

に
て
漁
獲
し
て
お
り
、
安
定
的

な
漁
業
経
営
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
お
こ
っ
ぺ
夏
ま
つ
り

　

興
部
の
短
い
夏
を
満
喫
で
き

る
「
お
こ
っ
ぺ
夏
ま
つ
り
」
は
、

毎
年
８
月
の

第
1
土
曜
・

日
曜
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

前
夜
祭
で
は
、

ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
や
美
味
し
い
も
の
屋
台
が
出

店
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

人
気
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
豪

華
賞
品
を
い
く
つ
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
前
夜
祭

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
、（
株
）
ニ
ト
リ
よ
り
協
賛

を
受
け
て
い
る
花
火
大
会
で

す
。
約
４
５
０
０
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
ほ
ぼ
真
下
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
花
火
は
圧
巻
で

す
。
本
祭
は
、
た
く
さ
ん
の
屋

台
の
ほ
か
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま

つ
り
や
餅
ま
き
大
会
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
子
供
も
楽
し
め
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
抽
選
会
、

宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
フ
ワ
フ
ワ
遊

具
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

☆
お
こ
っ
ぺ
牛
乳
（
ち
ち
）
の

里
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

毎
年
、
10
月
第
１
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
興
部
最
大
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な

名
前
の
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約
５
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
、
牧
場
を
背
景
に
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
走
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
３
㎞
、

５
㎞
、
10
㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
と
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ

た
コ
ー
ス
選
択
が
で
き
、
ゴ
ー

ル
後
は
、
鮭
鍋
、
ホ
タ
テ
入
り

ご
飯
、
牛
乳
な
ど
が
参
加
者
に

振
舞
わ
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
で
疲
れ

た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
交

流
会
で
は
、
地
元
の
子
供
た
ち

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

他
、
地
元
海
産
物
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
詰
合
せ

等
の
興
部
町

特
産
品
が
当

た
る
抽
選
会

も
あ
り
、
最

後
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

興
部
町
と
は

人口：３, ５６９人
　　　（Ｒ４. ３月末現在）
面積：約３６２・５５㎡

　

興
部
町
で
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
酪
農
業
か
ら
排
出
さ
れ
る

家
畜
ふ
ん
尿
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

家
畜
ふ
ん
尿
は
近
年
、
世
界

的
に
も
動
き
が
活
発
と
な
っ
て

い
る
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
で
あ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
と
い
わ
れ
、
発

酵
処
理
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。

基
幹
産
業
の
振
興
や
臭
気
対

策
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

生
産
と
多
面
的
な
効
果
を
も
た

ら
す
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
取
り
組

み
で
す
。

〇
興
部
北
興
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト

　

家
畜
ふ
ん
尿
を
発
酵
処
理
す

る
施
設
を
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
と
よ
び
、「
興
部
北
興
（
ほ

っ
こ
う
）
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
」を
町
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
町
内
の
酪
農
家

６
軒
か
ら
家
畜
ふ
ん
尿
を
収
集

し
、
メ
タ
ン
発
酵
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
処
理
に
よ
り

家
畜
ふ
ん
尿
は
臭
気
が
大
幅
に

低
減
さ
れ
た
家
畜
飼
料
生
産

に
有
用
な
肥
料
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
発
酵
過
程
で
発
生
す
る
バ

イ
オ
ガ
ス
は
、
発
電
な
ど
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
ま

す
。
２
０
１
６

年
よ
り
稼
働
し

て
い
る
こ
の
施

設
で
は
現
在
、

世
界
初
の
取
り

組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

○
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
燃
料
生
産

　

バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
メ
タ
ン

（CH4

）と
二
酸
化
炭
素（CO2

）

か
ら
な
る
ガ
ス
で
あ
り
、
そ
の

メ
タ
ン
を
液
体
燃
料
に
変
換
す

る
技
術
開
発
を
町
で
は
実
施
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
大

阪
大
学
と
技
術
開
発
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
、
町
営
の

研
究
機
関
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

農
業
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び

興
部
北
興
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
に
て
共
同
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
本
技
術
は
２
０
１
９
年

に
大
阪
大
学
の
大
久
保
教
授
が

発
表
し
た
、
メ
タ
ン
を
常
温
常

圧
で
メ
タ
ノ
ー
ル
と
ギ
酸
と
い

う
物
質
に
変
換
す
る
技
術
で
あ

り
、
世
界
初
の
技
術
で
す
。
こ

の
技
術
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
が
可
能

と
な
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
貢
献
す

る
こ
と
か

ら
、
町
で

は
今
後
も

研
究
を
進

め
て
い
き

ま
す
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

〈
興
部
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
〉

　

皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
寄
附
は
、「
生
活
基
盤
の
向
上
」

「
産
業
の
振
興
」「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
」「
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
生
活
環
境
の
向
上
」「
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、興
部
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、各
種
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

乳
製
品
や
海
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
、
お
こ
っ
ぺ
自
慢
の

特
産
品
を
１
０
０
種
類
超
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

（
担
当
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

               

☎
０
１
５
８
ー
８
２
ー
２
１
３
２
）

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
い
た
だ
く
と
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
へ
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●お問い合わせ　
○興部町役場　〒 098 － 1692　北海道紋別郡興部町字興部 710 番地
ＴＥＬ：０１５８－８２－２１３２　ＦＡＸ：０１５８－８２－２９９０

E-mail：kikakuchosei@town.okoppe.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.okoppe.lg.jp/cms/
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○
交
通
記
念
複
合
施
設

　

国
道
２
３
９
号
線
沿
い
の

興
部
駅
跡
地
に
JR
名
寄
線
の

廃
止
に
伴
い
建
て
替
え
ら
れ

た
、
北
海
道
内
29
番
目
の
道

の
駅
、「
道
の
駅
お
こ
っ
ぺ
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
交

通
記
念
複
合
施
設
は
、「
ア

ニ
ュ
ウ
」「
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク
」

「
ル
ゴ
ー
サ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

の
３
つ
の
施
設
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、「
ア
ニ
ュ
ウ
」
に
は
、

鉄
道
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し

た
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

バ
ス
待
合
所
や
イ
ベ
ン
ト
館

な
ど
が
あ
り
、
訪
れ
た
観
光

客
や
町
民
た
ち
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
興

部
町
自
慢
の
特
産
品
の
販
売

も
し
て
お
り
、
道
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　　
「
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク
」
と
呼
ば

れ
る
広
い
公
園
に
は
、
車
輪

の
オ
ブ
ジ
ェ
を
は
じ
め
、
噴

水
や
遊
水
路
、
芝
生
広
場
、

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
夏
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
な
ど
、
季
節
に
よ
っ

て
様
々
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　
「
ル
ゴ
ー
サ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
は
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク
内
に

あ
る
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を

改
装
し
て
作
ら
れ
た
簡
易
休
憩

所
＆
簡
易
宿
泊
所
で
す
。
５
月

〜
10
月
の
開
設
期
間
中
は
無
料

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ラ
イ
ダ
ー
や
チ
ャ
リ
ダ
ー

の
方
な
ど
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。

（
※
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
開

設
を
中
止
し
て
い
ま
す
。）

〇
モ
ー
モ
ー
城
と
周
辺
の
景
観

　

別
名
モ
ー
モ
ー
城
と
言
わ
れ

る
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
と
そ
の
隣
に
立
つ
風

車
。
こ
の
２
つ
は
興
部
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
見
え
る
興
部
町

を
一
望
で
き
る
景
色
も
美
し

く
、
季
節
に
よ
っ
て
景
観
が
変

わ
り
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
５

月
下
旬
ま
で
は
、
モ
ー
モ
ー
城

周
辺
に
水
仙
畑
が
広
が
り
ま

す
。

　

モ
ー
モ
ー
城
は
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
業
の
進
展
を

図
る
た
め
、
乳
牛
の
飼
料
や
牧

草
の
土
壌
分
析
等
、
そ
し
て
新

た
な
る
乳
畜
製
品
の
開
発
の
た

め
の
加
工
実
習
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
の
酪
農
に
関

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
米
田
御
殿

　

米
田
御
殿
の
主
人
、
米
田
常

作
氏
は
１
８
９
８
年
に
父　

久

三
郎
氏
と
と
も
に
20
歳
の
時
に

興
部
に
入
植
し
ま
し
た
。農
業
・

造
林
業
な
ど
を
手
広
く
事
業
展

開
し
、
大
正
時
代
に
は
木
工
場

や
澱
粉
工
場
を
経
営
し
、
更
に

木
工
場
を
改
造
し
火
力
発
電
所

を
設
立
す
る
な
ど
、
興
部
町
に

数
多
く
の
貢
献
し
た
人
物
で

す
。

　

米
田
御
殿
は
、
１
９
２
２
年

（
常
作
氏
が
44
歳
の
時
）
に
、

華
族
で
貴
族
院
議
員
の
柳
原
義

光
伯
爵
（
大
正
天
皇
と
は
従
兄

弟
同
士
）
が
来
村
す
る
こ
と
と

な
り
、
当
時
の
興
部
に
は
そ
の

よ
う
な
高
貴
な
方
が
滞
在
で
き

る
よ
う
な
施
設
は
無
か
っ
た
こ

と
か
ら
急
遽
「
迎
賓
館
」
と
し

て
１
９
２
２
年
に
建
築
さ
れ
ま

し
た
。「
御
殿
の
特
徴
」
と
し

て
内
部
は
、
今
も
当
時
の
ま
ま

保
存
さ
れ
、
特
筆
す
べ
き
は
、

「
迎
賓
館
」
と
し
て
建
築
さ
れ

た
た
め
、
台
所
、
便
所
な
ど
は

配
置
さ
れ
ず
生
活
感
が
全
く
感

じ
ら
れ
な
く
、
座
敷
側
の
意
匠

と
雁
行
型
の
縁
側
に
は
、
御
殿

の
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
建
物
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。　

通
常
歴

史
的
建
築
物
は
「
御
殿
」
で
は

な
く
「
～
邸
」
と
呼
ば
れ
ま
す

が
、
米
田
御
殿
は
、
生
活
行
為

の
建
物
で
は
な
く
、
伯
爵
の
一

時
滞
在
型
建
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
米
田
御
殿
」
と
い
う
名
称

を
使
っ
て
い
ま
す
。
伯
爵
を
迎

え
入
れ
た
後
の
御
殿
は
、
結
婚

式
な
ど
の
会
場
と
し
て
公
民
館

が
で
き
る
ま
で
、
町
内
の
人
々

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
毎
年
、
６
月
・

10
月
に
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

〇
沙
留
海
水
浴
場

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま

で
の
約
１
ヵ
月
開
設
し
て
い

る
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
青
い
海
を

満
喫
で
き
る
美
し
い
海
水
浴
場

で
す
。
休
憩
所
と
し
て
利
用
で

き
る
海
の
家
や
、
ト
イ
レ
、
脱

衣
所
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
、
食

堂
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
な
ど
が
あ

り
、
毎
シ
ー
ズ
ン
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
す
。
隣
接
す
る
コ

テ
ー
ジ
『
し
お
さ
い
』
も
６
月

～
９
月
ま
で
４
ヵ
月
の
間
営

業
し
て
お
り
、
１
棟
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
で
足
の
不
自
由

な
方
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ル

コ
ニ
ー
に
出
れ
ば
目
の
前
に
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
が
広
が
り
ま
す
。

心
を
癒
し
に
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　

　
　
　

　

興
部
町
の
特
産
品
は
、
乳
製

品
を
は
じ
め
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ

ー
ジ
、
は
ま
な
す
ジ
ャ
ム
、
ダ

ッ
タ
ン
ソ
バ
、
干
貝
柱
な
ど
、

種
類
が
豊
富
で
す
。
特
に
町
内

４
つ
の
チ
ー
ズ
工
房
で
作
ら
れ

て
い
る
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
酪
農
と
漁
業
の
ま
ち
興
部
町
」

特
産
品

mailto:kikakuchosei%40town.okoppe.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.okoppe.lg.jp/cms/
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○
概
要

　

紋
別
市
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

沿
岸
の
中
央
に
位
置
し
、
南
北

41
㎞
、
東
西
34
㎞
、
総
面
積
は

８
３
０
．
67
㎢
の
広
大
な
市
域

を
有
し
て
い
ま
す
。
海
岸
線
か

ら
内
陸
へ
徐
々
に
傾
斜
が
増
す

地
勢
で
、
西
部
は
南
北
に
連
な

る
北
見
山
地
に
、
南
部
は
東
西

に
起
伏
す
る
千
島
山
系
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
天
塩
岳
に
そ
の
源

を
発
す
る
渚
滑
川
が
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
市
域

の
約
８
割
を
森
林
地
帯
が
占
め

て
い
る
ほ
か
、
海
岸
線
は
28
㎞

に
及
び
、
海
・
山
・
川
に
囲

ま
れ
た
雄
大
で
美
し
い
自
然

環
境
・
景
観
を
誇
り
ま
す
。
気

候
は
、
道
内
の
内
陸
に
比
べ
る

と
比
較
的
穏
や
か
で
、
２
月
の

平
均
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
５
℃
前

後
、
８
月
の
平
均
気
温
は
19
℃

前
後
、
年
間
平
均
降
水
量
は

８
０
０
㎜
と
少
な
く
、
日
照
時

間
は
１
７
０
０
時
間
程
度
と
全

国
平
均
を
や
や
下
回
っ
て
い

ま
す
。
年
間
の
降
雪
期
間
は

１
３
０
日
前
後
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
平
年
の
流
氷
初
日
は
１

月
下
旬
、
流
氷
終
日
は
４
月
上

旬
、
流
氷
期
間
は
70
日
前
後
と

な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
は
、
札

幌
市
か
ら
乗
用
車
で
４
時
間

（
２
７
０
㎞
）、
旭
川
市
か
ら
２

時
間
30
分
（
１
４
０
㎞
）
と
な

っ
て
お
り
、
市
内
に
鉄
道
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
都
市
間
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
利

便
性
を
図
る
た
め
、
高
規
格
道

路
旭
川
・
紋
別
自
動
車
道
の
整

備
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
を

擁
し
て
い
る
た
め
、
道
外
か
ら

の
便
も
比
較
的
良
好
と
い
え
ま

す
（
羽
田
空
港
か
ら
２
時
間
）。

本
市
の
市
街
地
は
、
市
の
中
心

部
で
あ
る
紋
別
市
街
地
、
渚
滑

川
河
口
に
位
置
す
る
渚
滑
市
街

地
、
渚
滑
川
中
流
に
位
置
す
る

上
渚
滑
市
街
地
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
紋
別
市
街
地
は
、
網

走
地
方
西
部
の
交
通
、
物
流
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
や
広
域
行
政

の
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
特
産
品

・
ホ
タ
テ

　

紋
別
市
の
ホ
タ
テ
は
、
稚
貝

を
漁
場
に
放
流
し
て
か
ら
４
年

間
、
流
氷
が
運
ん
で
く
る
栄
養

た
っ
ぷ
り
の
天
然
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
餌
に
、
冷
た
い
海
水
の

中
で
自
由
に
泳
ぎ
、
荒
波
に
揉

ま
れ
て
逞
し
く
育
つ
た
め
、
養

殖
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
旨
味

が
凝
縮
さ
れ
、
食
感
の
よ
い
ホ

タ
テ
に
な
り
ま
す
。
刺
身
は
も

ち
ろ
ん
、
ソ
テ
ー
や
フ
ラ
イ
、

ア
ヒ
ー
ジ
ョ
な
ど
、
様
々
な
食

べ
方
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

・
三
大
ガ
ニ

　

ミ
ネ
ラ
ル

と
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
豊

富
に
含
ん
だ

流
氷
に
よ
っ

て
、
格
別
の
旨
味
を
蓄
え
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
産
の
カ
ニ
。
味
わ
い

深
い
蟹
身
と
濃
厚
な
カ
ニ
味
噌

が
魅
力
の
「
毛
ガ
ニ
」、
繊
細

な
甘
み
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
旨
味

が
自
慢
の
「
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」、

引
き
締
ま
っ
た
蟹
身
で
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の
「
タ
ラ
バ
ガ
ニ
」

は
、
紋
別
を
代
表
す
る
海
の
味

覚
で
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
も
ん
べ
つ
港
ま
つ
り

　

７
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
も

ん
べ
つ
港
ま
つ
り
は
、
１
０
０

を
超
え
る
露
店
や
特
設
ス
テ
ー

ジ
、
歩
行
者
天
国
で
行
わ
れ
る

催
し
や
、
大
小
４
０
０
０
発
の

花
火
が
夜
空
を
染
め
上
げ
る

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
花
火
の
祭
典
」

が
楽
し
め
る
、
夏
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

・
も
ん
べ
つ
グ
ル
メ
ま
つ
り

　

紋
別
の
味
覚
が
一
堂
に
集
ま

る
紋
別
最
大
の
味
覚
イ
ベ
ン

ト
。
カ
ニ
や
鮭
、
ホ
タ
テ
等
の

採
れ
た
て
の
海
産
物
や
、
水
産

加
工
品
、
農
畜
産
物
な
ど
幅
広

い
旬
の
味
覚
を
、
会
場
内
の
炭

焼
き
コ
ー
ナ
ー
で
そ
の
場
で
食

べ
る
の
が
一
番
の
醍
醐
味
で

す
。

・
も
ん
べ
つ
流
氷
ま
つ
り

　

紋
別
が
最
も
寒
く
な
る
２
月

に
開
催
さ
れ
る
冬
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
。
会
場
に
は
重
さ
１
０
０

㎏
の
天
然
氷
柱
を
使
用
し
た
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
や
多
く
の
氷
像

が
飾
ら
れ
、夜
に
は
厳
寒
の
中
、

冬
の
味
覚
が
楽
し
め
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
ま
る
か
じ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

人口：20,828 人
（R4.5 月末現在）

面積：約 830.67㎢ 紋
別
市
と
は

　

紋
別
市
で
は
、
２
０
２
０
年

３
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
紋

別
市
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
定
住
人

口
・
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の

街
に
住
む
全
て
の
市
民
が
活
躍

で
き
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
施
策

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
多
く
の
皆

様
に
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
ご

寄
附
を
財
源
と
し
て
新
た
に

「
子
育
て
応
援
基
金
」
を
創
設

し
、「
出
産
・
子
育
て
応
援
支

援
金
」
と
し
て
新
生
児
１
人
当

た
り
10
万
円
の
給
付
の
ほ
か
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
自
己
負

担
分
の
助
成
や
学
校
給
食
費
の

無
料
化
な
ど
、「
子
育
て
に
優

し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、こ
れ
ら
の
取
組
み
を
移
住
・

定
住
に
結
び
付
け
る
た
め
、
道

内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
展
開
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

○
移
住
・
定
住
施
策

　

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
に
よ
る
移
住
・
定
住
者

を
確
保
す
る
た
め
、
雇
用
開
発

推
進
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
就

労
相
談
支
援
や
、
転
居
等
に
要

す
る
経
費
を
助
成
す
る
定
着
奨

励
金
、
市
内
の
人
手
不
足
業
種

へ
の
就
業
を
推
進
す
る
た
め
の

資
格
加
算
助
成
の
ほ
か
、
奨
学

金
返
済
額
の
一
部
助
成
な
ど
、

移
住
・
定
住
者
に
対
す
る
各
種

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
紋
別
で
の
暮
ら
し
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
移
住
・
定
住
や

二
地
域
居
住
に
つ
な
げ
る
た

め
、
市
街
地
や
郊
外
地
区
に
体

験
住
宅
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

○
観
光
・
交
流
施
策

　

流
氷
観
光
船
ガ
リ
ン
コ
号
Ⅲ 

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
就
航
や
流
氷
観

光
の
拠
点
施
設
で
あ
る
紋
別
市

海
洋
交
流
館
の
増
築
な
ど
、
流

氷
観
光
を
メ
イ
ン
と
し
た
国

内
・
国
外
の
観
光
客
の
誘
客
を

図
っ
て
お
り
、併
せ
て
、オ
ホ
ー

ツ
ク
紋
別
空
港
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
遠
紋
８
市
町
村
が
一

丸
と
な
っ
て
航
空
運
賃
補
助
や

空
港
送
迎
バ
ス
の
無
料
化
等
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

○
外
国
人
交
流
施
策

　

外
国
人
と

の
共
生
社

会
の
確
立
を

実
現
す
る
た

め
、
私
生
活

や
就
労
等
に

関
す
る
一
元
的
な
相
談
窓
口
と

し
て
「
も
ん
べ
つ
国
際
交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
す
ま
い
る
」
を
開

設
し
、
よ
り
一
層
の
外
国
人

受
入
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
活
発
な
交
流
事
業
の
展
開

に
よ
り
市
民
意
識
の
醸
成
を
図

り
、
外
国
人
に
選
ば
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税

　

紋
別
市
で
は
、
地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
流

氷
と
自
然
を
守
る
た
め
、
２
０
０
８
年
に
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

流
氷
と
自
然
を
守
る
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
環
境
保
全
の
取
組
み
や
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
や
緑
豊
か
な
山
々
、
広
大
な
大
地
か
ら

の
贈
り
物
で
あ
る
美
味
し
い
海
の
幸
、
山
の
幸
は
、
返
礼
品

と
し
て
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
２
０
２
０
年
度
は

全
国
２
位
、北
海
道
内
１
位
の
寄
附
額
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
ま
れ
た
「
縁
」
や

「
繋
が
り
」
を
大
切
に
し
、
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
紋
別
を
守

り
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
本
市
の
取
り
組
み
に
賛
同
い
た
だ
き
、
応
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（返礼品の一例）

ふるさと納税
　QR コード
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流
氷
と
大
地
の
恵
み
を
活
か
し

　
　
　
人
が
輝
き
躍
動
す
る
ま
ち 

紋
別
市

○
流
氷
観
光
船
ガ
リ
ン
コ
号

　

日
本
で
唯
一
の
氷
海
域
で

あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
。
流
氷

を
砕
く
大
き
な
ド
リ
ル
で
突

き
進
む
ガ
リ
ン
コ
号
Ⅱ
は
、

砕
け
た
流
氷
と
海
水
が
織
り

成
す
神
秘
的
な
色
彩
や
、
砕

か
れ
た
流
氷
が
間
近
に
見
ら

れ
る
迫
力
満
点
の
ク
ル
ー
ズ

で
、
乗
船
し
た
人
だ
け
が
体

験
で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
世

界
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
１

月
に
は
新
造
船
「
ガ
リ
ン
コ

号
Ⅲ　

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
が
就

航
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ル
も

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
先
代
と

の
２
隻
体
制
で
皆
さ
ま
を
神

秘
の
流
氷
体
験
に
お
連
れ
し

ま
す
。

○
氷
海
展
望
塔
オ
ホ
ー
ツ
ク

タ
ワ
ー

　

海
岸
か
ら
約
１
キ
ロ
沖
、

紋
別
港
第
３
防
波
堤
の
先
端

に
そ
び
え
る
世
界
初
の
氷
海

海
中
展
望
塔
で
す
。
海
底
階

～
３
階
に
観
光
施
設
と
研
究

観
測
施
設
が
併
設
さ
れ
、
高

さ
は
38
・
５
ｍ
、
海
底
7.5
ｍ
。

海
底
階
で
は
大
小
16
個
の
海

中
窓
か
ら
海
中
の
様
子
が
観

察
で
き
る
ほ
か
、
ク
リ
オ
ネ

な
ど
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
見
ら

れ
る
海
洋
生
物
の
ミ
ニ
水
族

館
が
あ
り
、
ま
た
３
階
の
展

望
室
は
海
上
だ
か
ら
こ
そ
の

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
の

雄
大
な
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

併
設
の
カ
フ
ェ
「companio

」

の
絶
品
ス
イ
ー
ツ
と
と
も
に
、

優
雅
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
と
っ
か
り
セ
ン

タ
ー　

ア
ザ
ラ
シ
ラ
ン
ド

　

氷
海
期
に
前
後
し
て
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸
に
姿
を
見
せ
る
野

生
の
ア
ザ
ラ
シ
た
ち
。
そ
の
う

ち
、
け
が
な
ど
で
衰
弱
し
た
個

体
を
保
護
し
、
野
生
に
帰
す
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
日
本
で
唯

一
の
施
設
で
す
。
ゴ
マ
フ
ア
ザ

ラ
シ
、
ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ
シ
、
ク

ラ
カ
ケ
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
数
十
頭

が
飼
育
さ
れ
、
日
に
５
回
の

フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
ム
で
は

ア
ザ
ラ
シ
の
食
事
の
様
子
や
愛

嬌
た
っ
ぷ
り
の
芸
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
ア
ザ
ラ
シ

の
生
態
に
つ
い
て
も
詳
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ア
ザ
ラ
シ　

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
　

２
０
１
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ア
ザ
ラ
シ
ラ
ン
ド
の
姉
妹
施

設
で
あ
る
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

は
、
現
在
、
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ

の
ア
グ
、
日
和
、
キ
ョ
ロ
の
３

頭
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ア
ザ

ラ
シ
と
間
近
で
ふ
れ
あ
い
、
芸

や
え
さ
や
り
が
体
験
で
き
る

「
飼
育
員
体
験
」
が
人
気
で
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
約
11
万
人
の

Twitter

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
日
々
の
愛
ら
し
い
投
稿
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
北
海
道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷

科
学
セ
ン
タ
ー　

Ｇ
Ｉ
Ｚ
Ａ

　

流
氷
を
テ
ー
マ
に
、「
見
て
」・

「
触
っ
て
」・「
体
験
」
で
き
る
、

親
子
連
れ
で
も
楽
し
め
る
科
学

館
で
す
。
厳
寒
体
験
室
で
は
、

真
冬
の
氷
点
下
20
度
の
世
界
を

再
現
し
、
本
物
の
流
氷
が
１
年

中
展
示
さ
れ
、
直
接
触
れ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
透
明
度
の
高

い
氷
が
織
り
成
す
氷
の
水
族
館

や
、
凍
る
シ
ャ
ボ
ン
玉
体
験
も

人
気
で
す
。
迫
力
あ
る
映
像
を

映
し
出
す
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
で

は
、
流
氷
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
四

季
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
カ
ニ
の
爪

　

１
９
８
３
年
に
行
わ
れ
た

「
流
氷
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
、彫
刻
家
の
長
崎
歳
氏
、

紋
別
商
工
会
議
所
の
桑
原
久
雄

氏
、
そ
し
て
紋
別
市
民
に
よ
っ

て
共
同
制
作
さ
れ
た
、
紋
別
を

象
徴
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
で
す
。
高

さ
12
ｍ
、
幅
６
ｍ
、
重
さ
７
ト

ン
の
巨
大
な
カ
ニ
の
爪
は
迫
力

満
点
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
「
映
え

る
」
人
気
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

（
大
山
山
頂
園
）

　

標
高
３
３
４
ｍ
の
紋
別
山

（
通
称
：
大
山
）
山
頂
付
近
を

整
備
し
た
公
園
で
、
紋
別
の
街

並
み
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
一
望

で
き
る
、
紋
別
で
最
も
見
晴

ら
し
の
よ
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
森
林

浴
が
楽
し
め
る
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
週
末
ア
ウ
ト
ド

ア
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ス
カ
イ

タ
ワ
ー
は
高
さ
31
ｍ
、
テ
レ
ビ

の
電
波
塔
を
兼
ね
た
展
望
塔

で
、
市
街
地
か
ら
も
良
く
見
え

る
紋
別
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。
最
上
階
の
展
望
室
か

ら
は
、
弧
を
描
く
海
岸
線
や
、

大
雪
の
山
並
み
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
公
園

　

年
中
遊
べ
る
「
あ
お
ぞ
ら
交

流
館
」
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

遊
具
が
そ
ろ
う
「
海
と
大
地
の

遊
び
場
」
は
、
子
ど
も
や
家
族

連
れ
に
大
人
気
の
遊
び
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。「
ま
き
ば
の
広
場
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
日
本
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認
の
シ
ー
サ

イ
ド
コ
ー
ス
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
楽
し
め
る
全
72
ホ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
、
雄
大
な
自
然
の
中

で
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ラ

ベ
ン
ダ
ー
畑
」
は
、
濃
紫
や

オ
カ
ム
ラ
サ
キ
な
ど
４
品
種
・

１
万
７
千
株
が
植
栽
さ
れ
て
お

り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
、
さ

わ
や
か
な
夏
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

○
紋
別
市
立
博
物
館

　

紋
別
の
現
代
と
過
去
の
形
を

洗
練
さ
れ
た
展
示
で
紹
介
す
る

市
立
博
物
館
。
漁
業
の
開
拓
を

紹
介
す
る
「
ハ
マ
」、
旧
石
器

時
代
か
ら
現
代
に
続
く
歴
史
を

描
く
「
オ
カ
」、
砂
金
・
鉱
石
・

金
な
ど
の
地
下
資
源
を
紹
介
す

る
「
ヤ
マ
」
を
３
大
テ
ー
マ
と

し
て
、
数
多
く
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
紋
別
の
歴
史
を

詳
細
に
伝
え
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
な
か
芸
術
館

　

紋
別
市
出
身
の
彫
刻
家
齊
藤

顯
治
氏
と
、
流
氷
画
家
と
し
て

知
ら
れ
る
村
瀬
真
治
氏
の
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
、
芸
術
か
ら

紋
別
の
魅
力
を
楽
し
め
る
施

設
で
す
。
ま
た
、
地
階
に
は

２
０
１
９
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
多
目
的
ホ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
旧
上
藻
別
駅
逓

　

紋
別
市
中
心
部
か
ら
南
に
23

㎞
に
位
置
す
る
「
旧
上
藻
別
駅

逓
」
は
、
大
正
１
５
年
に
官
設

の
「
駅
逓
」
と
し
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
駅
逓
所
と
は
、
人
馬

継
立
と
旅
人
宿
泊
な
ど
、運
輸
・

通
信
・
宿
泊
を
一
体
と
し
た
明

治
以
降
の
北
海
道
独
特
の
制
度

に
よ
る
建
物
で
、
紋
別
地
方
で

は
こ
こ
が
現
存
す
る
唯
一
の
駅

逓
建
造
物
で
す
。
戦
前
の
建
築

形
態
を
有
す
る
古
建
築
物
で
、

平
成
20
年
に
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

mailto:kikaku%40city.mombetsu.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://mombetsu.jp
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清きよ
さ
と里
町

清き
よ
さ
と里
町

●お問い合わせ
清里町役場　〒０９９－４４９２　北海道斜里郡清里町羽衣町１３番地
ＴＥＬ：０１５２－２５－２１３５　ＦＡＸ：０１５２－２５－３５７７

E-mail：g-machizukuri@town.kiyosato.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.kiyosato.hokkaido.jp/

　

清
里
町
は
、
北
海
道
の
東
部

に
あ
る
世
界
遺
産
知
床
の
付
け

根
に
位
置
し
、
日
本
百
名
山
の

ひ
と
つ
で
あ
る
斜
里
岳
の
す
そ

野
で
は
、
肥
沃
な
畑
作
田
園
地

帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
有
数
の
清
流
で

あ
る
斜
里
川
や
神
秘
の
湖
摩
周

湖
、
そ
の
伏
流
水
が
湧
き
出
て

い
る
と
言
わ
れ
る
神
の
子
池
な

ど
、豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
、

知
床
・
阿
寒
の
両
国
立
公
園
を

は
じ
め
と
す
る
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
日

本
百
名
山
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
、
登
山
も
盛
ん
な
斜
里
岳
は

晴
れ
た
日
に
は
網
走
方
面
か
ら

清
里
へ

向
か
う

道
す
が

ら
、
斜

里
岳
の

美
し
い

姿
を
見

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
夜
に
迫
力
満
点
の

星
空
が
頭
上
に
広
が
り
宇
宙
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
宇
宙
展
望
台
」
や
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
ま
で
続
く
14
㎞
の
ま
っ
す

ぐ
な
道
、「
ス
ト
レ
ー
ト
ロ
ー

ド
」
も
魅
力
で
す
。

　

主
要
作
物
で
あ
る
じ
ゃ
が
い

も
を
使
用
し
た
「
じ
ゃ
が
い
も

焼
酎
清
里
」
は
全
国
的
な
人
気

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７
５

年
、
日
本
最
初
の
じ
ゃ
が
い
も

焼
酎
造
り
は
、
こ
の
地
で
町
自

ら
の
手
に
よ
っ
て
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
時
を
経
た

２
０
１
４
年
、
じ
ゃ
が
い
も
焼

酎
は
、「
豊
か
な
風
土
息
づ
く

清
里
町
を
、
世
界
に
誇
れ
る
農

業
の
町
と
し
て
示
そ
う
」
こ
の

志
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
た

め
に
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
な
ど
す
べ
て
を
刷
新
し
ま
し

た
。

　

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
主
原
料

の
じ
ゃ
が
い
も
は
「
コ
ナ
フ
ブ

キ
」
と
い
う
品
種
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
で
ん
ぷ
ん
価
が
非
常

に
高
く
、
酒
造
と
の
相
性
も
好

適
で
す
。
ま
た
、
生
物
の
多
さ

で
知
ら
れ
る
斜
里
川
や
多
く
の

湧
水
な
ど
、
清
里
町
の
豊
か
な

水
資
源
が
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の

味
を
支
え
て
い
ま
す
。
じ
ゃ

が
い
も
焼
酎
「
北
海
道 

清
里
」

は
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
原
点
で

あ
り
、
清
里
町
が
育
ん
だ
じ
ゃ

が
い
も
、
清
廉
な
仕
込
み
水
、

練
り
上
げ
た
造
り
な
ど
、
地
域

の
恵
み
を
磨
き
、
造
り
上
げ
た

記
念
す
べ
き
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎

第
１
号
は
、
１
９
７
９
年
の
発

売
後
も
味
わ
い
へ
の
追
及
を
重

ね
、
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
積
み
重
ね
た
醸
造
法

に
よ
り
じ
ゃ
が
い
も
の
旨
み
の

み
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
独
特

の
さ
わ
や
か
な
風
味
、
さ
ら
に

白
麹
仕
込
み
の
ほ
の
か
な
甘
み

と
味
わ
い
が
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、「
北
海
道 

清
里
〈
原

酒
〉」
は
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の

神
髄
で
あ
り
、
雑
味
の
少
な
い

美
味
し
い
部
分
の
み
で
蒸
留
を

止
め
、

焼

酎

と

し

て

の

限

界

ア

ル

コ

ー

ル

度

数
44
度
に
仕
上
げ
た
逸
品
で

す
。
じ
ゃ
が
い
も
の
イ
メ
ー
ジ

を
覆
す
芳
醇
な
香
り
、
ず
っ

し
り
濃
厚
な
コ
ク
と
甘
み
は
、

じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
の
旨
み
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
担
当
し
た
い
方

に
お
す
す
め
で
す
。　

塾
生
に

５
年
を
費
や
し
、
重
厚
か
つ
ま

ろ
や
か
な
口
当
た
り
が
愉
し
め

る
「
原
酒
５
年
」
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
北
海
道 

清
里
〈
樽
〉」
は
蒸
留
し
た
じ
ゃ

が
い
も
焼
酎
を
タ
ン
ク
で
１

年
、
北
米
産
の
ホ
ワ
イ
ト
オ
ー

ク
（
樫
の
木
）
樽
で
１
年
、じ
っ

く
り
と
熟
成
し
て
造
り
上
げ
ま

し
た
。
大
麦
の
収
穫
か
ら
３
年

の
歳
月
を
費
や
し
た
樽
貯
蔵
焼

酎
で
す
。
樽
の
中
で
時
を
刻

み
、
淡
い
琥
珀
色
に
染
ま
っ
た

焼
酎
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
甘
味

と
オ
ー
ク
の
香
り
が
渾
然
と
解

け
合
い
、
芳
醇
な
コ
ク
が
あ
り

な
が
ら
、
ど
な
た
に
も
飲
み
や

す
い
ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
へ
自
信
を
持
っ
て
送
り

出
せ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
に
磨
き
上

げ
た
町
渾
身
の
逸
品
を
ぜ
ひ
ご

体
験
く
だ
さ
い
。

清
里
町
と
は

人口 3,838 人
（R4.3 月末現在）

面積 402,76K㎡

◯
清
里
町
は
昨
年
度
、 

今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
６
次
清
里
町
総
合
計

画
」「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
・
総
合
戦
略
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
後
迎
え
る
、

さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
に
よ
る
ま
ち
機
能
の
低
下

な
ど
に
鑑
み
、
総
合
計
画
の
目

標
年
と
す
る
、
令
和
12
年
か
ら

更
に
10
年
先
の
２
０
４
０
年
を

ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
い
つ

ま
で
も
暮
し
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
、
望
ま
し
い
生
活
機
能
や

日
常
的
に
人
が
集
え
る
施
設
の

配
置
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
機

能
と
活
用
し
や
す
い
地
域
公
共

交
通
、
地
域
拠
点
の
あ
り
方
等

を
基
本
と
し
た
「
持
続
可
能
な

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

「
２
０
４
０
ま
ち
づ
く
り
構
想

（
仮
称
）」
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

持
続
可
能
な
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
は
、
中
・
長
期

の
未
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら

か
に
し
た
「
２
０
４
０
ま
ち
づ

く
り
構
想
（
仮
称
）」
を
も
と

に
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
と

協
働
を

通
じ
て

具
現
化

し
て
い

く
と
と

も
に
、

「
中
長

期
財
政

計
画
の

策
定
」、

「
地
域
と
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
」、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
と
の
共
生
を
図
る
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
構
想
の
構
築
」、「
地

域
福
祉
施
策
の
強
化
」、「
地
域

公
共
交
通
体
系
の
構
築
」
に
向

け
た
実
証
調
査
、「
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
と
統
合
・
機
能
の

見
直
し
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

の
発
送
を
未
来
起
点
の
発
送
に

転
換
し
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

　
「
２
０
４
０
ま
ち
づ
く
り
構

想
」
の
策
定
と
住
民
参
加
と
協

働
、
地
域
社
会
と
自
治
体
の
一

体
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
）、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
向
け
た

構
想
、
地
域
公
共
交
通
体
系
の

構
築
に
向
け
た
実
証
的
な
調
査

検
証
な
ど
の
重
点
施
策
が
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
域
間
交

流
及
び
ふ
る
さ
と
応
援
団
を
通

じ
た
、
人
的
、
経
済
的
交
流
の

促
進
や
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
の

立
場
に
よ
る
、
町
の
活
動
へ
の

支
援
や
Ｐ
Ｒ
、特
産
品
（
焼
酎
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
）
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
目
的
に
ふ
る
さ
と
会
（
東

京
・
札
幌
）
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◯
ふ
る
さ
と
会

・
問
い
合
わ
せ
先

清
里
町
役
場　

〒
０
９
９
︱

４
４
９
２　

北
海
道
斜
里
郡
清

里
町
羽
衣
町
13
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
５
２
・
25
・

２
１
３
５
（
企
画
政
策
課
）

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

清
里
町
が
育
ん
だ
じ
ゃ
が
い
も
と
清
廉
な
仕
込
み
水

で
造
り
上
げ
ら
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
を
始
め
と
し
た

特
産
品
や
宿
泊
券
な
ど
の
返
礼
品
が
各
種
あ
り
ま
す
。

清
里
町
を
応
援
す
る
寄
附
金
の
使
い
み
ち
は

「
1
．
花
や
緑
の
豊
か
な
自
然
や
環
境
を
育
む
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」、

「
2
．
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」、

「
3
．
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
を
育
む

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」、

「
4
．
地
域
の
特
産
品
や
産
業
を
育
む
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」

の
4
つ
の
事
業
が
あ
り
、
お
ひ
と
つ
選
び
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
清
里
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
し
、

応
援
し
よ
う
と
い
う
全
国
の
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

町
の
取
組
み

返礼品の一例

mailto:g-machizukuri%40town.kiyosato.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.kiyosato.hokkaido.jp/
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清き
よ
さ
と里
町

清きよ
さ
と里
町

○
斜
里
岳

　

阿
寒
の
山
々
と
知
床
連
山

の
中
間
に
そ
び
え
る
斜
里
岳

は
、
日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
、
登
山
も
盛
ん
な

山
で
す
。
斜
里
岳
は
ア
イ
ヌ

語
で
オ
ン

ネ
ヌ
プ
リ

（
大
き
な

山
、
年
老

い
た
山
）

と
呼
ば

れ
、
標
高

は
１
５
４
７
ｍ
で
す
。
東
北

海
道
の
背
骨
を
形
作
る
千
島

火
山
帯
に
属
し
、
知
床
連
山

と
雄
阿
寒
と
雌
阿
寒
に
代
表

さ
れ
る
摩
周
・
屈
斜
路
火
山

列
の
中
間
に
位
置
し
た
成
層

火
山
で
す
。
山
頂
か
ら
は
知

床
連
山
、
国
後
島
、
摩
周
湖
、

屈
斜
路
湖
、
野
付
半
島
な
ど

東
北
海
道
一
円
の
大
パ
ノ
ラ

マ
が
広
く
見
渡
せ
ま
す
。

　

登
山
ル
ー
ト
は
３
つ
あ
り

ま
す
が
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
の
が
清
里
町
側
か
ら
の
「
清

岳
荘
（
せ
い
が
く
そ
う
）」
を

通
る
ル
ー
ト
で
す
。
晴
れ
た

日
は
、
網
走
方
面
か
ら
清
里

へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
斜
里

岳
の
美
し
い
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。。

○
神
の
子
池

　

摩
周
湖
か
ら
の
地
下
水
が

湧
き
出
て
い
る
山
の
奥
に
あ

る
池
で
、
摩
周
湖
（
カ
ム
イ

ト
ー
＝
神
の
湖
）
の
伏
流
水
か

ら
で
き
て
い
る
と
い
う
言
い

伝
え
か
ら
「
神
の
子
」
池
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７

年
に
「
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
」

に
「
神
の
子
池
地
域
」
が
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
摩
周
湖
が

他
の
湖
と
大
き
く
違
う
の
は
、

湖
に
流
れ
込
む
川
も
流
れ
出

す
川
も
無
い
こ
と
で
す
。
そ
れ

で
い
て
、
春
、
摩
周
湖
に
た
く

さ
ん
の
雪
解
け
水
が
流
れ
込
む

時
期
に
な
っ
て
も
水
位
が
変
わ

ら
な
い
の
は
、 
湖
の
周
辺
に
神

の
子
池
な
ど
の
伏
流
水
を
湧
き

出
さ
せ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。 

神
の
子
池
の
伏
流
水
は

１
日
１
２
０
０
０
ｔ
も
湧
き
出

し
て
い
ま
す
。
周
囲
２
２
０

ｍ
、水
深
５
ｍ
の
小
さ
な
池
で
、 

水
が
澄
ん
で
い
る
の
で
底
ま
で

く
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。
水
温

が
年
間
通
し
て
8
℃
と
低
く
、

倒
木
が

青
い
水

の
中
に

腐
ら
ず

に
化
石

の
よ
う

に
沈
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
隙
間
を
朱
色
の
斑
点
を

持
つ
オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
が
泳
ぐ
景

観
は
何
と
も
い
え
な
い
不
思
議

な
美
し
さ
で
す
。

○
さ
く
ら
の
滝

　

こ
の
滝
は
高
さ
2.5
ｍ
の
滝

で
、
春
に
は
桜
が
咲
き
、
6
月

か
ら
8
月
に
か
け
て
サ
ク
ラ
マ

ス
が
滝
越
え
の
ジ
ャ
ン
プ
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。 

サ
ク
ラ
マ

ス
と
は
渓
流
の
女
王
と
い
わ
れ

る
ヤ
マ
メ
（
北
海
道
で
は
ヤ
マ

ベ
と
い
い
ま
す
）
が
海
に
下
り

大
き
く
成

長
し
て
再

び
産
卵
の

た
め
に
川

に
も
ど
っ

て
く
る
サ

ケ
科
の
魚
で
日
本
で
は
日
本
海

側
と
北
日
本
の
河
川
に
遡
上
が

見
ら
れ
ま
す
が
こ
れ
だ
け
大
き

な
滝
を
ジ
ャ
ン
プ
す
る
場
所
は

世
界
的
に
も
珍
し
い
で
す
。
一

生
懸
命
ジ
ャ
ン
プ
す
る
姿
は
声

を
出
し
て
応
援
し
た
く
な
り
ま

す
。
ま
た
ジ
ャ
ン
プ
し
始
め
の

6
月
は
魚
体
が
銀
色
に
輝
き
、

産
卵
が
近
付
く
8
月
に
は
徐
々

に
桜
色
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。 

そ
し
て
9
月
に
は
産
卵

を
終
え
、
他
の
サ
ケ
と
同
様
、

命
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

○
裏
摩
周
展
望
台

　

裏
摩
周
展
望
台
は
中
標
津
町

と
の
町
境
に
位
置
し
た
展
望
台

で
す
。 

弟
子
屈
町
に
あ
る
第

1
、
第
3
展
望
台
の
反
対
側
に

な
る
こ
と
か
ら
「
裏
摩
周
展
望

台
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　

弟
子
屈
町
側
の
展
望
台
よ
り

も
標
高
が
低
い
た
め
、
霧
の
発

生
が
少
な
く
神
秘
的
な
湖
面
を

望
め
ま
す
。 (

標
高
差
～
第
1

展
望
台
６
８
３
ｍ　

第
3
展
望

台
７
０
１
ｍ　

裏
摩
周
展
望
台

５
８
５
ｍ) 

湖
岸
の
季
節
毎
に

色
彩
を
異
に
す
る
広
葉
樹
と
、

濃
緑
一
色
で
四
季
を
繰
り
返
す

針
葉
樹
が
青
く
澄
み
切
っ
た
湖

水
に
そ

の
姿
を

映
す
様

は
、
た

だ
「
す

ば
ら
し

い
」
の

一
言
で
す
。
展
望
台
か
ら
見
て

左
手(

湖
の
南
東)

に
張
り
出

し
て
い
る
の
が
「
神
の
山
」
と

い
う
意
味
を
持
つ
火
山
・
カ
ム

イ
ヌ
プ
リ(

摩
周
岳)

で
す
。 

　

摩
周
湖
は
摩
周
火
山
が
陥

没
し
て
で
き
た
カ
ル
デ
ラ
湖

で
、
ま
わ
り
を
切
り
立
っ
た
カ

ル
デ
ラ
壁
で
取
り
囲
ま
れ
て
い

る
地
形
か
ら
も
そ
の
火
山
活
動

の
後
が
伺
え
ま
す
。
1
万
数
千

年
前
に
今
の
摩
周
湖
の
場
所
に

出
現
し
た
摩
周
火
山
は
、
大
噴

火
を
繰
り
返
し
、
7
千
年
前
に

最
大
の
噴
火
を
お
こ
し
て
、
大

量
の
火
山
灰
と
火
砕
流
を
噴
出

し
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
が
大
き

く
く
ぼ
み
、
直
径
約
7.5
キ
ロ
・

短
径
約
5.5
キ
ロ
の
カ
ル
デ
ラ
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後

約
3
千
年
の
休
止
期
間
に
カ
ル

デ
ラ
に
水
が
た
ま
り
、
い
ま
よ

り
も
広
い
摩
周
湖
が
誕
生
し
た

の
で
す
。
そ
の
後
さ
ら
に
湖
の

東
岸
に
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
が
噴
出

し
、
摩
周
湖
の
面
積
が
約
4
分

の
3
に
狭
め
ら
れ
、
約
千
年
前

に
は
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
で
の
最
大

噴
火
が
お
こ
っ
て
山
頂
が
破
壊

さ
れ
、
今
の
摩
周
湖
の
姿
と

な
っ
た
の
で
す
。
湖
の
中
央
に

の
ぞ
く
カ
ム
イ
シ
ュ
島
は
小
さ

な
島
で
す
が
、
こ
れ
も
実
は
水

面
下
は
約
２
１
１
４
ｍ
、
基
底

の
直
径
は
約
１
㎞
と
い
う
溶
岩

ド
ー
ム
な
の
で
す
。

○
男
鹿
の
滝

　

緑
町
か
ら
約
20
ｋ
ｍ
、
斜
里

岳
の
南
側
、
斜
里
川
林
道
の
奥

深
く
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
大
自

然
の
中
、
斜
里
川
上
流
五
ノ

沢
に
高
さ
25
ｍ
の
滝
が
あ
り

ま
す
。 

こ

の
滝
は
上

流
に
川
の

な
い
不
思

議
な
滝
で
、

そ
の
秘
密

は
斜
里
岳
の
銀
嶺
水
が
1
日

3
万
ｔ
も
岩
か
ら
湧
出
し
流
れ

落
ち
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。 

周
囲
は
昼
間
で
も
薄
暗
く
、
特

に
夏
場
の
涼
し
さ
は
格
別
で

す
。

○
き
よ
さ
と
情
報
交
流
施
設
き

よ
～
る

　

２
０
１
６
年
7
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

売
店
で
は
、
清
里
焼
酎
の
試

飲
と
販
売
を
行
う
ほ
か
、
地
域

の
特
産
品

や
加
工
品
、

野
菜
な
ど

を
販
売
し

ま
す
。
レ

ス
ト
ラ
ン

で
は
、
清
里
産
小
麦
を
つ
か
っ

た
「
う
ど
ん
」
の
ほ
か
軽
食
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
等
を
提
供
し

ま
す
。　

ホ
ー
ル
で
は
観
光
案

内
や
モ
ニ
タ
ー
Ｔ
Ｖ
な
ど
に
よ

る
観
光
情
報
や
地
域
地
域
情
報

の
提
供
を
行
い
ま
す
。
き
よ
さ

と
観
光
協
会
の
オ
フ
ィ
ス
も
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

○
清
里
焼
酎
醸
造
所

　

清
里
焼
酎
醸
造
所
の
欧
風
に

構
え
た
酒
蔵
の
裏
手
に
は
、
透

明
度
日
本
一
に
も
選
ば
れ
た
斜

里
川
の
清
涼
な
水
が
流
れ
、 

遠

景
に
は
雄
大
に
町
を
見
下
ろ
す

名
峰
斜
里
岳
が
そ
び
え
ま
す
。

　

斜
里
岳
山
麓
か
ら
湧
く
澄
ん

だ
水
と
、
肥
沃
な
大
地
が
豊
か

な
じ
ゃ
が
い
も
を
産
み
出
し
、

そ
し
て
そ
の
水
と
じ
ゃ
が
い
も

を
原
料
と
し
て
清
里
焼
酎
が
造

ら
れ
ま
す
。
地
域
の
恵
み
に
支

え
ら
れ
、
そ
の
恵
み
を
磨
き

上
げ
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
す

る
。 

そ

ん
な
円

環
の
中

で
清
里

焼
酎
は

よ
り
よ

い
味
わ

い
を
追

求
し
て
い
ま
す
。 

小
さ
な
酒

蔵
で
す
が
、
手
造
り
の
仕
込
み

と
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
た
貯

蔵
熟
成
で
確
か
な
品
質
の
焼
酎

を
お
届
け
し
ま
す
。

●お問い合わせ　
清里町役場　〒０９９－４４９２　北海道斜里郡清里町羽衣町１３番地
ＴＥＬ：０１５２－２５－２１３５　ＦＡＸ：０１５２－２５－３５７７

E-mail：g-machizukuri@town.kiyosato.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.kiyosato.hokkaido.jp/

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介　
　

き
よ
っ
ぴ
は
、
頭
が
じ
ゃ

が
い
も
と
ム
ク
ゲ
の
花
、
前

髪
は
さ
く
ら
の
滝
、
体
は
神

の
子
池
と
清
里
町
の
特
徴
が

つ
ま
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
う
る
お
い
と
温
も
り
で

　
未
来
を
創
る
ま
ち
　
き
よ
さ
と
」

mailto:g-machizukuri%40town.kiyosato.lg.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.kiyosato.hokkaido.jp/
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○
概
要

　

小
清
水
町
は
北
海
道
の
東
北

部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内

斜
里
郡
に
あ
り
、
郡
内
の
西
部

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
周
囲
は

北
が
全
面
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面

し
、
東
は
斜
里
町
、
清
里
町
と
、

西
は
網
走
市
、
大
空
町
と
、
南

は
釧
路
総
合
振
興
局
管
内
弟
子

屈
町
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

地
形
は
南
界
を
走
る
北
見
山

地
が
形
成
す
る
南
部
山
岳
地
帯

か
ら
、
緩
や
か
に
北
に
向
か
っ

て
低
下
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸

に
達
す
る
傾
斜
状
地
が
続
き
ま

す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
降
水
量
は
少

な
く
、
日
照
率
の
高
さ
は
全
国

で
も
有
数
で
す
。
冬
は
雪
が
少

な
く
、
海
に
は
2
月
か
ら
3
月

に
か
け
て
流
氷
が
や
っ
て
き
ま

す
。

〇
町
の
花　

エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ

　

オ
ホ
ー
ツ
ク

海
が
明
る
さ
を

ま
し
、
初
夏
の

陽
光
が
さ
ん
さ

ん
と
ふ
り
そ
そ

ぐ
原
生
花
園
砂

丘
に
群
が
り
咲
く
あ
り
さ
ま

は
、
目
を
み
は
る
ば
か
り
の
美

し
さ
で
、
小
清
水
町
を
象
徴
す

る
名
勝
の
花
と
し
て
、
広
く
町

民
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

〇
町
の
木

ミ
ズ
ナ
ラ

　

大
地
に
ど
っ
し
り
と
根
を
お

ろ
し
、
強
い
生

命
力
は
21
世
紀

を
力
強
く
羽
ば

た
こ
う
と
す
る

小
清
水
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

と
の
理
由
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

〇
町
の
鳥　

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

　

涛
沸
湖
に

飛
来
す
る
代

表
的
な
水
鳥

と
し
て
内
外

に
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
我
が
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ

さ
わ
し
い
鳥
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ふ
る
さ
と
小
清
水
１
２
０

年
・
開
町
80
年
を
記
念
し
「
町

の
鳥
」
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
イ
ベ
ン
ト

●
Ｓ
Ｅ
A  

TO  

Ｓ
Ｕ
М
М
Ｉ
Ｔ　
　

　

自
然
あ
ふ
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

を
颯
爽
と
走
り
抜
け
、
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
の
絶
景
を
目
指
し

ま
す
。

　

海
・
里
・
山
の
ス
テ
ー
ジ
、

そ
し
て
、
JR
釧
網
本
線
を
走
る

特
別
列
車
も
楽
し
め
る
唯
一
の

大
会
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ａ 

TO 

Ｓ
Ｕ
М
М
Ｉ
Ｔ

（
シ
ー
ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
）
は
、

人
力
の
み
で
海
（
湖
）
の
ス
テ

ー
ジ
（
カ
ヤ
ッ
ク
）、
里
の
ス

テ
ー
ジ
（
バ
イ
ク
：
自
転
車
）、

山
の
ス
テ
ー
ジ
（
ハ
イ
ク
：
登

山
）の
3
つ
の
コ
ー
ス
を
個
人
、

ま
た
は
チ
ー
ム
で
、
五
感
で
自

然
に
触
れ
な
が
ら
完
走
を
目
指

す
、
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

○
じ
ゃ
が
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　

じ
ゃ
が
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
小
清
水
町
の
特
産
物
で

あ
る
じ
ゃ
が
い
も
に
ち
な
ん
だ

お
祭
り
で
、
じ
ゃ
が
い
も
拾
い

バ
ト
ル
を
は
じ
め
と
し
た
来
場

者
参
加
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
青
空

市
や
味
覚
市
、
採
れ
た
て
の
新

じ
ゃ
が
直
売
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
お
届
け
す
夏
の

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

　

小
清
水
町
と
は

人口：４, ５５６人
　　　（Ｒ４. ６月末現在）
面積：約２８６. ８９K㎡

○
小
清
水
町
住
宅
取
得
費
助
成

事
業

　

小
清
水
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
住
環
境
の
向
上
と
移

住
・
定
住
人
口
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
の

新
築
、
中
古
住
宅
の
取
得
費
を

一
部
助
成
し
ま
す
。

　

　

ま
た
、
中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
が
い
る
場
合
や
、
温
暖
化

対
策
の
推
進
と
し
て
、
住
宅
の

新
築
、
中
古
住
宅
を
取
得
し
た

際
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
場
合
は
助
成

金
を
加
算
し
ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
会

　

東
京
都
・
札
幌
市
・
北
見
市

お
よ
び
そ
の
近
郊
に
在
住
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
小
清
水
町
出
身
者
並

び
に
以
前
小
清
水
町
に
在
住
し

た
方
、
ま
た
は
小
清
水
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
を
も
っ
て
組
織

さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
、
母
町
と
の
交
流

を
深
め
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
会
」
で

は
随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

○
東
京
こ
し
み
ず
会

○
札
幌
こ
し
み
ず
会

○
北
見
こ
し
み
ず
会

★
お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
係

☎
０
１
５
２
・
６
２
・
４
４
７
１

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
や

さ
と
ふ
る
、
楽
天
ふ
る
さ
と
な
ど
様
々
な
サ
イ
ト
か
ら
可
能

で
す
。

　

小
清
水
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
ご
寄

付
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
事
業
な
ど
の
「
自
然
環
境
の

保
全
と
活
用
」、
子
ど
も
の
医
療
費
、
給
食
費
の
無
料
な
ど

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支
援
や
文
化

施
設
の
整
備
な
ど
「
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
」
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
に
対
す
る
お
礼
の
品
は
、
ま
ち
の

特
産
品
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
さ
と“

こ
し

み
ず”

へ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　＜返礼品の一例＞

「北海道フリッターおせん
　ほがじゃ味比べセット」
　12,000 円

「地元ニハチ食品手造り
カットとばセット」　    
 15,000 円　

●お問い合わせ　
○小清水町役場　〒 099 － 3698　北海道斜里郡小清水町元町 2 丁目 1 番 1 号
ＴＥＬ：0152 － 62 － 4471　ＦＡＸ：0152 － 62 － 4198

E-mail：kikakumgr@town.koshimizu.hokkaido.jp	
公式ホームページ：https://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/

mailto:kikakumgr%40town.koshimizu.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/ 
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●お問い合わせ　
○小清水町役場　〒 099 － 3698　北海道斜里郡小清水町元町 2 丁目 1 番 1 号
ＴＥＬ：0152 － 62 － 4471　ＦＡＸ：0152 － 62 － 4198

E-mail：kikakumgr@town.koshimizu.hokkaido.jp	
公式ホームページ：https://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
の
ぞ
む

　
　
　
花
と
野
鳥
の
ま
ち
小
清
水
町
」

　（短い夏を代表する観光スポットの小清水原生花園）

○
小
清
水
ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

　

小
清
水
ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
２
０
１
８
年
4
月

に
浜
小
清
水
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
施
設
で

す
。

　

施
設
内
に
は
国
内
の
ア
ウ

ト
ド
ア
総
合
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
モ
ン
ベ
ル
の
店
舗
と
周
辺

観
光
の
情
報
を
提
供
す
る
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
モ
ン
ベ
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
小

清
水
店

　

道
東
初
の
モ
ン
ベ
ル
直
営

店
で
あ
る
モ
ン
ベ
ル
オ
ホ
ー

ツ
ク
小
清
水
店
は
、
農
業
を

基
幹
産
業
と
す
る
小
清
水
町

に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
農
作

業
ウ
ェ
ア
な
ど
が
販
売
さ
れ

売
れ
筋
と
な
っ
て
い
る
他
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村
へ
の
寄
付

付
き
T
シ
ャ
ツ
な
ど
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
末
に
は
、
旅
行
客
を
始

め
、
帯
広
や
釧
路
、
紋
別
な

ど
道
東
各
地
か
ら
多
く
の
お

客
様
が
訪
れ
る
こ
の
店
の
吉

谷
店
長
は
、
地
域
密
着
型
の

店
舗
だ
か
ら
こ
そ
、
お
客
様
と

の
会
話
を
大
切
に
し
、
特
に
登

山
客
や
、
こ
れ
か
ら
登
山
を
始

め
る
方
へ
の
し
っ
か
り
と
し
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
心
が
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
域
は
、
山
は

も
ち
ろ
ん
湖
や
河
川
も
多
く
、

フ
ィ
ー
ル
ド
が
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
魅
力
溢
れ
る
オ
ホ

ー
ツ
ク
地
域
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

●
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

周
辺
観
光
に
役
立
つ
情
報
を
案

内
す
る
ほ
か
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
や
流
氷
見
学
と
い
っ
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
催
や
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
や
双
眼
鏡
な
ど
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
の
レ
ン
タ
ル
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

野
鳥
、
缶
バ
ッ
チ
や
T
シ
ャ
ツ

な
ど
の
グ
ッ
ズ
が
人
気
で
す
。

○
小
清
水
原
生
花
園

　

小
清
水
原
生
花
園
は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
と
濤
沸
湖
に
挟
ま
れ

た
約
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
長

い
砂
丘
の
上
に
形
成
さ
れ
た

天
然
の
花
畑
で
、
4
月
末
か

ら
9
月
い
っ
ぱ
い
に
か
け
て
、

２
０
０
種
類
に
も
及
ぶ
植
物
を

見
る
こ
と
が
で
ま
す
。
ま
た
、

遠
く
に
藻
琴
山
や
知
床
連
山
を

望
み
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
濤
沸

湖
に
挟
ま
れ
た
中
を
JR
釧
網
本

線
が
走
る
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク

な
風
景
が
特
徴
で
す

　

原
生
花
園
が
最
も
賑
わ
い
を

見
せ
る
の
は
6
月
中
旬
か
ら
7

月
下
旬
ご
ろ
。
町
花
で
あ
る
エ

ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
や
エ
ゾ
キ
ス

ゲ
、
ハ
マ
ナ
ス
な
ど
の
花
々
が

咲
き
そ
ろ
い
、黄
色
や
ピ
ン
ク
、

紫
と
い
っ
た
色
と
り
ど
り
の
花

畑
が
現
れ
ま
す
。

　

園
内
に
は
JR
釧
網
本
線
の
原

生
花
園
駅
が
夏
季
限
定
で
設
置

さ
れ
て
お
り
、
一
両
編
成
の
列

車
と
咲
き
誇
る
花
畑
と
の
共
演

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

毎
年
5
月
初
旬
に
は
原
生
花

園
の
植
生
回
復
を
目
的
と
し
た

火
入
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

小
清
水
原
生
花
園
は
、
短
い

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
夏
を
代
表
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

 

○
ハ
イ
ラ
ン
ド
小
清
水
７
２
５

　

ハ
イ
ラ
ン
ド
小
清
水
７
２
５

は
標
高
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル

の
藻
琴
山
中
腹
（
標
高
７
２
５

メ
ー
ト
ル
）
に
位
置
す
る
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
す
。
広
い
駐
車
場

に
は
藻
琴
山
山
頂
へ
と
続
く
登

山
道
が
あ
る
ほ
か
、湧
き
水「
長

命
水
」
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る

取
水
設
備
や
ト
イ
レ
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
裏
手
に
は
展
望
地
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
敷
地
か
ら

は
広
大
な
小
清
水
高
原
や
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
、
知
床
連
山
、
屈
斜

路
湖
に
硫
黄
山
な
ど
左
右
お
よ

そ
３
０
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
雲
海
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
有
名
で
、
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
条
件
の
良
い
早
朝
に

は
屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
に
広
が
る

大
雲
海
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内
で
は
、
小

清
水
町
と
フ
レ
ン
ド
タ
ウ
ン
協

定
を
結
ん
で
い
る
モ
ン
ベ
ル
の

商
品
販
売
の
ほ
か
、
小
清
水
町

の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
で

ん
ぷ
ん
団
子
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
軽
食
の
提
供
も
行
っ
て
お

り
、
藻
琴
山
登
山
の
休
憩
所
と

し
て
シ
ー
ズ
ン
中
は
多
く
の
登

山
家
達
が
訪
れ
る
。
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
5
月
～
10
月
末
ま
で
営

業
し
て
い
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

○
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

●
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
で
ん
坊
」

　

小
清
水
町
の
郷
土
料
理
「
で

ん
ぷ
ん
だ
ん
ご
」
が
モ
チ
ー

フ
で
す
。

　

正
面
の
姿
は
で
ん
ぷ
ん
だ

ん
ご
を
、
球
形
の
全
身
は
原

材
料
の
じ
ゃ
が
い
も
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
目
、
鼻
、
口

は
具
材
で
あ
る
金
時
豆
を
か

た
ど
り
、
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ほ
が
じ
ゃ
」

　

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
7
月
に
新
設
さ
れ
た
福
太
郎

（
株
）
小
清
水
北
陽
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
せ
ん
べ
い
「
ほ

が
じ
ゃ
」
の
ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

頭
に
鉢
巻
き
、
体
に

は
大
き
な
「
ほ
」
の
文

字
が
書
か
れ
、
話
す
言

葉
の
語
尾
に
「
ほ
」
が

付
き
ま
す
。
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○
町
の
歴
史

　

明
治
2
年
に
蝦
夷
地
（
え
ぞ

ち
）
と
い
う
呼
び
名
を
北
海
道

と
し
、
こ
の
地
方
は
北
見
国
常

呂
郡
と
な
り
、
明
治
30
年
に
北

光
社
移
民
団
の
内
13
戸
が
、
オ

ロ
ム
シ
（
現
在
の
大
谷
地
区
）

に
入
地
し
た
の
が
訓
子
府
町
の

定
住
の
始
ま
り
で
す
。

　

明
治
44
年
に
国
鉄
網
走
本
線

が
開
通
し
、
訓
子
府
駅
が
開
業

さ
れ
る
と
、
辺
境
の
地
で
あ
っ

た
訓
子
府
も
に
わ
か
に
活
況
を

示
し
始
め
、
新
し
い
農
村
へ
の

大
き
な
躍
進
の
時
代
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
4
年
、
野
付
牛
村
に
1

級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
今
の

訓
子
府
は
置
戸
村
の
一
部
と
し

て
分
村
独
立
し
、
さ
ら
に
大
正

9
年
、
置
戸
村
か
ら
独
立
し
て

訓
子
府
村
と
な
り
、
開
拓
者
の

入
地
か
ら
23
年
を
経
て
年
来
の

宿
願
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
26
年
11
月
に

町
制
を
施
行
し
、
訓
子
府
町
と

な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
労
苦
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
の
長
い
歳
月
に
わ
た
っ

て
培
わ
れ
て
き
た
先
人
の
不
屈

の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
町
民
一

丸
と
な
っ
て
「
豊
か
で
住
み
よ

い
町
」「
だ
れ
も
が
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
町
」
に
発
展

さ
せ
る
た
め
の
努
力
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

〇
町
の
イ
ベ
ン
ト

　

春
に
は
「
銀
河
公
園
ま
つ

り
」、
夏
に
は
太
陽
の
恵
み
に

包
ま
れ
た「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

＝
写
真
、

豊
穣
の
秋

を
お
祝
い

し
た
「
秋

ま
つ
り
」、

冬
に
は
北

国
の
長
い

冬
の
一
日
を
家
族
ぐ
る
み
で
楽

し
む
町
民
手
作
り
の
「
さ
む
さ

む
ま
つ
り
」
な
ど
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

訓
子
府
町
と
は

人口 4,698 人
（R4.4 月末現在）

面積 190,95K㎡

さむさむまつりの様子

銀河公園まつりの様子

○
お
住
ま
い
支
援

・
定
住
対
策
（
空
き
家
活
用
定

住
対
策
補
助
金
）

　

移
住
・
定
住
を
目
的
に
空
き

家
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
成
立
し

た
売
買
、
賃
貸
な
ど
に
対
し
、

空
き
家
購
入
・
改
修
お
よ
び
賃

貸
物
件
の
入
居
者
が
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
費
用
と
し

て
最
大
3
０
０
万
円
を
助
成
す

る
補
助
制
度
で
す
。

【
問
合
せ
】
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
振
興
係　

☎
０
１
５
７
・
33
・
５
０
０
８

○
高
齢
者
支
援

・
切
実
な
高
齢
者
の
足
の
確
保

を
支
援
（
高
齢
者
交
通
利
用

サ
ー
ビ
ス
）

　

75
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対

象
に
高
齢
者
の
足
の
確
保
を
目

的
と
し
て
交
通
利
用
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
サ
ー

ビ
ス

　

訓
子
府
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し

た
際
に
、
町
内
ど
こ
ま
で
乗
っ

て
も
３
０
０
円
で
利
用
で
き
ま

す
。

▼
路
線
バ
ス
高
齢
者
利
用
支
援

事
業

　

北
見
バ
ス
の
一
定
区
間
を

３
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画

係☎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
１
５︎

○
子
育
て
支
援

・
0
か
ら
15
歳
ま
で
の
医
療
費

（
通
院
、
入
院
、
お
く
す
り
代
）

は
完
全
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
保
健
課
医
療

給
付
係　

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
５
５
５
５

・
3
か
ら
5
歳
児
ま
で
の
保
育

料
が
無
料
で
す
。（
町
認
定
こ

ど
も
園　

7
：
30
～
18
：
30
）

【
問
合
せ
】
子
ど
も
未
来
課
管

理
係　

☎
０
１
５
７
・
47
・
２
３
６
７︎

・
乳
児
の
託
児
無
料
券
を
交
付

※
本
町
に
住
所
を
有
し
、
生
後

3
か
月
か
ら
1
歳
6
か
月
ま
で

の
健
康
な
乳
児
が
対
象
。

【
問
合
せ
】
子
ど
も
未
来
課
子

ど
も
支
援
係　

☎
０
１
５
７
・
47
・
２
３
６
７︎

○
就
労
支
援

・
農
業
経
営
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

助
成
事
業

　

本
町
に
住
所
を
有
し
、
新
た

に
農
業
を
営
も
う
と
す
る
方
や

親
族
で
は
な
い
農
業
を
営
む
方

か
ら
継
承
す
る
方
が
、
経
営
を

始
め
た
際
に
支
援
し
ま
す
。

▼
入
植
祝
金
（
１
０
０
万
円
ま

で
）

　

就
労
開
始
と
2
年
目
に
50
万

円
ず
つ
助
成
し
ま
す
。

▼
運
転
資
金
（
１
２
０
万
円
以

内
）

　

就
労
開
始
と
2
年
目
に
60
万

円
ず
つ
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
林
商
工
課
農
政

係　

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
１
６

・
店
舗
出
店
等
支
援
事
業
補
助

制
度

　

本
町
に
住
所
を
有
し
、
店
舗

の
新
築
や
空
き
家
店
舗
の
活
用

に
よ
り
、
新
た
に
営
業
を
開
始

す
る
事
業
者
お
よ
び
第
二
創
業

を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、
店

舗
購
入
や
工
事
経
費
の

2/3
を
補

助
し
ま
す
。

※
最
大
３
０
０
万
円
上
限
。

・
店
舗
改
修
事
業
補
助
制
度

　

本
町
に
住
所
を
有
し
、
現
店

舗
に
お
い
て
営
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
確
実
な
方
に
対
し
、
店

舗
改
修
な
ど
の
経
費
の
一
部
を

1/2
補
助
し
ま
す
。

※
最
大
50
万
円
上
限
。

【
問
合
せ
】
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
振
興
係　

☎
０
１
５
７
・
33
・
５
０
０
８

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

・
寄
附
金
を
利
用
し
た
事
業
メ
ニ
ュ
ー

(

１)　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

(

２)　
元
気
な
人
を
育
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

(

３)　
豊
か
な
環
境
と
資
源
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く

り
事
業

(

４)　
そ
の
他
、
特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
関
す
る

事
業
●
寄
附
者
へ
の
御
礼

・
６
０
０
０
円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
感

謝
の
気
持
ち
と
し
て
町
の
特
産
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
謝
礼
品
カ
タ
ロ
グ
を
送
付
し
ま

す
。
【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
係　

　
　
　
　

  

☎︎
０
１
５
７
・
４
７
・
２
１
１
５　

町
の
取
組
み
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北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

の
内
陸
部
に
位
置
す
る
訓
子

府
町
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

盆
地
特
有
の
寒
暖
差
の
あ
る

気
候
や
常
呂
川
に
沿
っ
て
広

が
る
肥
沃
な
大
地
を
活
か
し
、

農
業
を
中
心
と
し
て
発
展
し

た
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。
ま

た
、
町
の
面
積
は
１
９
０
・
95

㎢
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
で
は

最
も
小
さ
い
町
な
が
ら
、
玉

ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
メ
ロ

ン
を
中
心
に
多
彩
な
品
目
が

生
産
さ
れ
、
北
海
道
農
業
の

縮
図
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
町
営
施
設

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

訓
子
府
町
東
町
４
０
０
番

地☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
９
５

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
次
の
平
日
）、

年
末
年
始
（
12
月
30
日
～
1

月
4
日
）

利
用
料
：
１
０
０
円
（
個
人

使
用
料
）

※
利
用
時
間
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
温
水
プ
ー
ル
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ

　

訓
子
府
町
東
町
４
０
０
番
地

（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
）

☎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
９
５

開
設
期
間
：
4
月
29
日
～
11
月

10
日

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
次
の
平
日
）

※
夏
休
み
期
間
は
除
く

利
用
料
：
一
般
３
０
０
円

高
校
生
・
高
齢
者
２
０
０
円

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
利
用
時
間
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

訓
子
府
町
字
清
住
（
常
呂
川

河
川
敷
）

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
９
５

開
設
期
間
：
4
月
29
日
～
11
月

3
日

利
用
料
：
1
日
３
０
０
円

※
利
用
時
間
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園

　

訓
子
府
町
字
協
成

公
園
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
1
８

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
９
５

・
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

　

訓
子
府
町
字
穂
波
69
番
地

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
３
３
８
０

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
次
の
平
日
）、
元
日

利
用
料
：
大
人
３
９
０
円

子
ど
も
１
４
０
円

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

訓
子
府
町
字
穂
波
69
番
地
59

・
屋
外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

訓
子
府
町
末
広
町
（
常
呂
川
河

川
敷
）

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、

冬
期
間
は
も
と
よ
り
、
夏
期
間

の
暑
い
と
き
で
も
断
熱
効
果
で

涼
し
く
、
年
間
を
通
じ
て
利
用

さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
の
中
核
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ

訓
子
府
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
社
会
体
育
係
（
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）

☎︎
０
１
５
７
・
47
・
２
１
９
５

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

・
め
ろ
ね
っ
ぷ

　

頭
に
乗
っ
て
い
る
お
い
し

い
メ
ロ
ン
と
タ
マ
ネ
ギ
は
、

訓
子
府
の
お
す
す
め
ね
っ

ぷ
！

　

し
っ
ぽ
に
見
え
る
メ
ロ
ン

の
ツ
ル
は
、
歩
く
と
揺
れ
る

め
ろ
ね
っ
ぷ
の
チ
ャ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
。

　

め
ろ
ね
っ
ぷ
を
探
す
と
き

は
、
メ
ロ
ン
柄
を
目
印
に
し

て
ね
っ
ぷ
！

　・
た
ま
ね
っ
ぷ

　

や
ん
ち
ゃ
で
元
気
！
酪
農

や
農
業
の
お
手
伝
い
が
好

き
。

　

牛
乳
も
大
好
き
（
早
く
大

き
く
な
り
た
い
か
ら
！
）。

　

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
牛
柄

の
サ
ロ
ペ
ッ
ト
は
、
肩
ひ
も

の
ボ
タ
ン
が
訓
子
府
町
の
星

空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
星
の
ボ

タ
ン
だ
よ
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
ち
ょ
っ
と
い
い
ね
！
」
が

  

た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち  

く
ん
ね
っ
ぷ

温
水
プ
ー
ル
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

スポーツセンター

レクリエーション公園

mailto:kun%40town.kunneppu.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.kunneppu.hokkaido.jp
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○
概
要

　

大
雪
山
の
東
端
に
接
し
、
周

囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
常
呂
川
最

上
流
に
は
鹿
の
子
ダ
ム
が
あ

り
、
森
林
は
町
の
総
面
積
の
８

割
を
占
め
、
丘
陵
地
や
平
地
で

は
酪
農
、
畑
作
が
盛
ん
で
す
。

町
名
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
「
オ
ケ

ト
ウ
ン
ナ
イ
」（
鹿
の
皮
を
乾

か
す
と
こ
ろ
）
に
由
来
す
る
よ

う
に
、
先
住
民
族
の
時
代
に
は

著
名
な
鹿
狩
り
場
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
最
初
の
定
住
者
は
明
治

31
年
の
こ
と
で
、
大
正
４
年
に

野
付
牛
村
か
ら
置
戸
村
が
分
村

独
立
し
、
平
成
27
年
に
は
開
町

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
で
は
オ
ケ
ト
グ
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｏ
Ｇ

Ｆ
）
と
い
う
町
内
の
若
者
が
中

心
と
な
っ
て
運
営
し
た
野
外
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
置
戸
町

を
訪
れ
ま
し
た
。「
人
と
、木
と
、

お
け
と
」
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
鍵
と
な
る
「
人
」、

自
然
豊
か
な
お
け
と
の
「
木
」

が
ま
ち
の
文
化
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

〇
特
産
品

・「
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
」

　

置
戸
町
の
「
オ
ケ
」、
昔
か

ら
の
地
域
産
業
と
し
て
生
産
さ

れ
て
い
た
曲
げ
桶
の
「
オ
ケ
」

と
、「
ク
ラ
フ
ト
」
を
合
わ
せ

た
地
域
ク
ラ
フ
ト
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
使
わ
れ
る
樹
種
は
、
エ
ゾ

マ
ツ
の
ほ
か
、
セ
ン
や
カ
バ
等

の
約
20
種
類
の
道
産
材
で
器
や

カ
ト
ラ
リ
ー
等
、
数
多
く
の
暮

ら
し
の
道
具
を
町
内
に
工
房
を

構
え
る
「
作

り
手
」
が
製

作
し
て
い
ま

す
。
大
量
生

産
・
大
量
消

費
か
ら
生
ま

れ
る
使
い
捨
て
の
物
で
は
な

く
、
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き

た
「
愛
着
を
持
っ
て
つ
く
ろ
い

な
が
ら
使
う
道
具
」
が
重
要
と

訴
え
つ
づ
け
て
い
た
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
（
故
）
秋
岡
芳

夫
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
オ
ケ

ク
ラ
フ
ト
の
歴
史
は
始
ま
り
ま

し
た
。
町
内
で
誕
生
し
た
お
子

さ
ん
へ
贈
呈
し
て
い
る
「
す
く

す
く
ギ
フ
ト
」
は
日
本
ギ
フ
ト

大
賞
２
０
２
１
北
海
道
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
町
内

の
飲
食
店
で
も
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト

使
用
さ
れ
、
町
民
に
と
っ
て
身

近
な
器
で
す
。

・「
白
花
豆
焼
酎　

お
け
と
」

　

従
来
の
白
花
豆
焼
酎
が
僅
少

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
40
％
の
白
花
豆
焼
酎

お
け
と
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
本
町
の
Ｏ
Ｇ

Ｆ
白
花
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
は
じ
め
と
し
て
丹
精
込
め

て
作
ら
れ
た
白
花
豆
を
原
料
に

使
用
し
た
本
格
的
な
焼
酎
で

す
。
少
し
強
め
で
辛
口
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ろ
や
か
な
芳

香
と
味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
情
報

７
月　

お
け
と
夏
ま
つ
り
「
人

間
ば
ん
馬
大
会
」

　

全
長
80
ｍ
の
コ
ー
ス
に
２
カ

所
の
障
害
が
あ
り
、
太
い
丸
太

を
積
ん
だ
鉄
ゾ
リ
を
５
人
又
は

７
人
で
引
き
速
さ
を
競
う
大
会

で
す
。
丸
太
の
重
さ
は
予
選
が

３
０
０
㎏
で
決
勝
は
５
０
０

㎏
。
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と

な
っ
て
、
昭

和
50
年
か
ら

人
間
ば
ん
馬

大
会
の
前
身

と
も
い
え
る

「
草
ば
ん
ば

大
会
」
が
２

年
続
け
て
行
わ
れ
、
昭
和
52
年

に
「
第
１
回
バ
チ
曳
き
合
戦
」

が
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
、「
バ
チ
曳
き
合
戦
」
の
名

称
を
あ
ら
た
め
「
人
間
ば
ん
馬

大
会
」
と
し
て
今
日
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月　

も
っ
と
馬
力
だ
す
べ
え

祭
　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
や

特
産
品
で
、
地
域
の
活
力
を
」

と
お
な
か
い
っ
ぱ
い
の
食
べ
歩

き
グ
ル
メ
や
玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が

い
も
の
袋
詰
め
や
魚
の
つ
か
み

取
り
、
名
物
「
馬
力
う
ど
ん
」

の
早
食
い
大
会
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

置
戸
町
と
は

人口：２,7 １２人
　　　（Ｒ４. ７月末現在）
面積：約５２７. ２７K㎡

○
お
け
と
の
子
育
て

　

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
利

用
料
が
無
償
で
、
親
子
の
集
い

の
場
と
し
て
就
学
前
の
子
ど
も

と
親
が
自
由
に
集
ま
る
こ
と
が

で
き
る
子
育
て
支
援
室
等
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
各
種
助

成
や
生
ま
れ
て
か
ら
も
健
や
か

な
子
供
の
成
長
の
た
め
様
々
な

面
か
ら
手
助
け
し
ま
す
。ま
た
、

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
」

と
い
う
願
い
を
込
め
、
オ
ケ
ク

ラ
フ
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
す
く

す
く
ギ
フ
ト
」（
お
椀
、
汁
椀
、

お
皿
、
カ
ッ
プ
、
ス
プ
ー
ン
、

ト
レ
イ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
、

心
と
言
葉
が
豊
か
で
健
康
に
発

達
す
る
こ
と
を
願
い
、
２
冊
の

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
フ
ァ

ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
事

業
が
あ
り
ま
す
。

　

就
学
後
も
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
生
活
と
学
習
の
手
助

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
や
バ

ス
の
通
学
費
助
成
の
ほ
か
町
内

に
在
住
の
子
ど
も
が
満
18
歳
に

な
っ
た
と
き
、
進
学
・
就
学
な

ど
の
支
援
と
し
て
子
ど
も
本
人

に
お
祝
い
金
10
万
円
を
支
給
す

る
「
未
来
へ
は
ば
た
け
応
援
事

業
」
が
あ
り
ま
す
。

〇
お
け
と
の
住
ま
い

　

住
宅
建
設
・
中
古
住
宅
取
得

の
支
援
や
町
外
よ
り
転
入
し
て

住
宅
を
建
設
又
は
取
得
す
る
際

の
移
住
者
応
援
金
な
ど
の
定
住

の
奨
励
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住

宅
建
設
一
棟
あ
た
り
の
補
助
基

本
額
は
50
万
円
で
、
そ
の
他
要

件
を
満
た
せ
ば
加
算
額
が
追
加

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
増
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
解
体
な
ど
生
活

環
境
に
応
じ
た
支
援
の
ほ
か
太

陽
光
発
電
や
浄
化
槽
な
ど
の
設

備
設
置
に
つ
い
て
も
一
部
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
空
き
家
等
情

報
登
録
制
度
も
あ
り
、「
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
」
と
「
借
り

た
い
・
買
い
た
い
」
と
い
う
双

方
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
お
け
と
会

 

東
京
・
札
幌
近
郊
に
お
住
ま

い
の
置
戸
町
出
身
者
等
が
集
う

ふ
る
さ
と
会
が
あ
り
、
随
時
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
置
戸
町
役
場

企
画
財
政
課
（
０
１
５
７
―

５
２
―
３
３
１
２
）

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

置
戸
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を

10
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
…
置
戸
町
の
地
域
振
興
・
活
性
化
の

た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

②
元
気
だ
す
べ
ぇ
事
業
…
置
戸
町
へ
移
住
・
定
住
お
よ
び
起

業
す
る
方
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
事
業
…
学
校
や
各
種
教
育
機
関
に
通
う
方
へ
就

学
援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

④
「
福
祉
の
夢
」
サ
ポ
ー
ト
事
業
…
置
戸
高
等
学
校
在
校
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑤
図
書
資
料
整
備
事
業
…
様
々
な
図
書
の
購
入
や
収
集
の
た

め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑥
18
歳
の
春
旅
立
ち
応
援
事
業
…
置
戸
で
育
っ
た
子
ど
も
に

社
会
へ
の
旅
立
ち
支
援
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑦
社
会
福
祉
施
設
充
実
事
業
…
社
会
福
祉
施
設
の
充
実
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

⑧
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整
備
事
業
…
老
人
ホ
ー
ム
施
設
の
整
備

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑨
夏
ま
つ
り
振
興
事
業
…
「
お
け
と
夏
ま
つ
り
・
人
間
ば
ん

馬
大
会
」
の
振
興
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑩
農
業
振
興
事
業
…
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

●お問い合わせ　
○置戸町役場　〒０９９－１１００　北海道常呂郡置戸町字置戸１８１番地
ＴＥＬ：０１５７－５２－３３１１　ＦＡＸ：０１５７－５２－３３５３

E-mail：oketo@town.oketo.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.oketo.hokkaido.jp/

mailto:oketo%40town.oketo.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
http://www.town.oketo.hokkaido.jp/
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●お問い合わせ　
○置戸町役場　〒０９９－１１００　北海道常呂郡置戸町字置戸１８１番地
ＴＥＬ：０１５７－５２－３３１１　ＦＡＸ：０１５７－５２－３３５３

E-mail：oketo@town.oketo.hokkaido.jp
公式ホームページ：http://www.town.oketo.hokkaido.jp/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
人
と
、
木
と
、
お
け
と
」

○
お
け
と
勝
山
温
泉
ゆ
ぅ
ゆ

　

置
戸
市
街
の
中
心
部
か
ら

約
9
㎞
離
れ
た
森
の
中
に
佇

む
温
泉
施
設
で
す
。
町
内
を

散
策
し
た
後
に
ぜ
ひ
足
を
伸

ば
し
て
も
ら
い
た
い
、
美
肌
・

保
湿
効
果
が
特
徴
の
源
泉
か

け
流
し
の
温
泉
で
す
。

　

宿
泊
施
設
は
、
温
泉
付
き
コ

テ
ー
ジ
が
４
棟
隣
接
し
て
あ

り
、
無
料
で
利
用
で
き
る
Ｂ
Ｂ

Ｑ
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
１
年

10
月
に
は
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
が
オ
ー
プ
ン
。
５
棟
あ
る

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
和

モ
ダ
ン
タ
イ
プ
や
洋
室
タ
イ

プ
等
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
テ
リ
ア

が
異
な
り
、
何
度
訪
れ
て
も

違
っ
た
１
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
寒
冷

地
仕
様
で
北
海
道
の
冬
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
空
間
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
ギ

ア
を
持
ち
こ
ん
で
楽
し
む
の

も
よ
い
の
で
す
が
、
各
種
器

具
を
レ
ン
タ
ル
し
て
お
手
軽

に
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
を
楽
し

む
こ
と
も
で

き
、
大
自
然

が
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空

間
に
な
り
ま

す
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
各
自
で

キ
ャ
ン
プ
飯
を
作
っ
た
り
、
有

料
に
な
り
ま
す
が
、
勝
山
温

泉
ゆ
ぅ
ゆ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

利
用
も
し
く
は
宿
泊
予
約
時

に
申
し
込
み
を
す
る
と
用
意

が
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
者

は
ゆ
ぅ
ゆ
の
大
浴
場
を
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
お
け
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

豊
か
な
自
然

を
活
か
し
た
17

コ
ー
ス
１
５
３

ホ
ー
ル
あ
り
、

初
心
者
か
ら
競

技
志
向
の
人
ま

で
４
段
階
の
難

易
度
で
エ
リ
ア
を
設
け
、
国
内

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
有
料

で
ク
ラ
ブ
の
貸
出
も
あ
る
の
で

初
心
者
も
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
。
秋
に
開
催
さ
れ
る

大
会
に
は
、
道
内
各
地
か
ら
選

手
が
集
い
腕
を
競
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
季
は
歩
く
ス
キ
ー

が
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
ま

す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組

み
と
し
て
障
が
い
者
用
オ
フ

ロ
ー
ド
車
い
す
の
導
入
や
男
女

共
用
の
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森

林
工
芸
館

　

置
戸
町
の
特
産
品
で
あ
る

「
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
」
を
展
示
販

売
し
て
い
ま
す
。
作
り
手
が
ひ

と
つ
一
つ
丁
寧
に
手
作
り
し
た

お
皿
や
お
椀
、
カ
ト
ラ
リ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
、
木
目

の
違
い
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
商
品
を
通
し

て
、
町
の
空
気
や
作
り
手
の
思

い
を
伝
え
て
い
ま
す
。
館
内
に

は
工
房
も
あ
り
、
ガ
ラ
ス
越
し

に
製
作
風
景
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〇
鹿
の
子
沢
風
景
林

　

針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
入
り
交

じ
る
森
林
景
観
で
、「
日
本
美

し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」
に
選

ば
れ
た
風
景
林
で
す
。

　

奇
岩
や
滝
は
季
節
や
角
度
に

よ
っ
て
そ
の
表
情
を
変
え
、
新

緑
の
季
節
や
紅
葉
の
季
節
は
特

に
絶
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
鹿
の
子
沢
の
頂
上
ま
で

往
復
で
90
分
程
の
森
林
浴
が

楽
し
め
ま
す
が
、
滝
に
虹
を

描
く
「
虹
の
滝
」
は
駐
車
場

か
ら
も
見
る

こ
と
が
で
き
、

森
の
巨
人
た

ち
１
０
０
選

に
選
ば
れ
た

「
三
本
桂
」
ま

で
で
あ
れ
ば
、

気
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、「
忍
び
岩
」「
雲
突

岩
」「
屏
風
岩
」「
糸
ひ
き
滝
」

な
ど
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

〇
野
外
彫
刻

　

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
１
９
９
２
年
か

ら
１
９
９
５
年
置
戸
町
に
滞
在

し
て
い
た
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
リ
オ
・

ベ
ッ
シ
ン
氏
が
青
銅
な
ど
の
金

属
棒
を
溶
接
す
る
独
特
の
技
法

を
用
い
、
数
多
く
の
彫
刻
を
製

作
し
ま
し
た
。
町
に
生
息
す
る

野
鳥
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
１
ｍ

に
満
た
な
い
小
さ
な
も
の
か
ら

約
８
ｍ
に
も
及
ぶ
大
き
な
も

の
ま
で
、
透
過
性
の
あ
る
作
り

で
町
の
景
色
と
融
合
し
て
い
ま

す
。

〇
鹿
の
子
（
か
の
こ
）
ダ
ム
・

お
け
と
湖

　

お
け
と
湖

は
野
鳥
や
野

草
の
宝
庫
と

言
わ
れ
て
い

ま
す
。
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
自
然
と
の
対
話
が
楽
し
め

る
場
所
で
す
。お
け
と
湖
の
他
、

常
呂
川
で
も
ヤ
マ
ベ
・
ニ
ジ
マ

ス
な
ど
、
ま
ち
な
か
を
流
れ
る

河
川
で
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
夏
は
各
地
か
ら
訪
れ
る

多
く
の
釣
り
人
の
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。
冬
は
氷
上
で
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
春
日（
か
す
が
）の
風
穴（
ふ

う
け
つ
）

　

氷
河
期
の
遺
存
種
と
い
わ
れ

る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
緑
が
美
し
い
苔
庭
を
過

ぎ
る
と
２
ｍ
～
３
ｍ
四
方
も
あ

る
よ
う
な
岩

石
が
広
範
囲

に
堆
積
し
、

岩
石
の
間
で

冷
や
さ
れ
た

空
気
が
下
方

か
ら
吹
き
出

し
独
特
の
植
生
が
広
が
り
ま

す
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
環
境

維
持
の
た
め
、
保
護
地
区
指
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
置
戸
町
立
図
書
館

　

住
民
１
人
当
た
り
の
貸
出
冊

数
が
多
く
、
蔵
書
12
万
冊
を
誇

る
歴
史
あ
る

図
書
館
で
す
。

「
本
の
あ
る
み

ん
な
の
ひ
ろ

ば
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、

全
体
が
開
放
的
な
空
間
で
書
庫

へ
の
出
入
り
も
自
由
で
す
。
玄

関
を
入
る
と
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
は
暖
炉
が
備
え
付
け
ら
れ
て

あ
り
、
建
物
の
温
か
な
灯
り
が

本
と
人
を
つ
な
ぐ
環
境
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

〇
置
戸
神
社
・
南
ヶ
丘
公
園

　

春
は
桜
、

秋
は
紅
葉
と

様
々
な
樹
木

が
季
節
を
知

ら
せ
ま
す
。

神
社
境
内
を

通
り
抜
け
散
策
し
な
が
ら
南
ヶ

丘
公
園
に
抜
け
る
と
町
が
一
望

で
き
ま
す
。
ま
た
、
南
ヶ
丘
公

園
に
は
屋
根
付
き
の
焼
肉
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
特
に
夏
に
は

様
々
な
団
体
が
利
用
し
て
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

〇
置
戸
ぽ
っ
ぽ
絵
画
館

　

旧
駅
舎
で

現
在
は
バ
ス

の
停
留
所
と

な
っ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

「
ぽ
っ
ぽ
」
の

２
階
を
「
寄
贈
作
品
を
展
示
す

る
場
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る

寄
贈
美
術
館
で
す
。
全
国
か
ら

集
ま
る
秀
逸
・
傑
作
の
数
々
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

○
置
戸
町
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
け
ば
ん
ば
く
ん
」

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
温
泉
が
大
好
き
な
、
置
戸
の
森
に
住
ん

で
い
る
妖
精
で
す
。
た
て
が
み
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
グ

リ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ば
ん
馬
の
バ
チ
（
そ
り
）
が
乗
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
自
然
を
愛
し
、
の
ん
び
り
穏
や
か

な
性
格
で
す
が
、
い
ざ
と
な
る
と
力
持
ち
で
す
。
２
０
２
１

年
度
か
ら
は
お
け
ば
ん
ば
く

ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

日
々
の
暮
ら
し
のTwitter

を

更
新
し
て
い
ま
す
。
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◯
概
要

　

北
海
道
東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

の
内
陸
部
に
位
置
す
る
人
口
約

４
３
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。
総

面
積
は
約
７
１
６
・
80
㎢
と
、

全
道
屈
指
の
広
汎
な
町
域
を
有

し
、
そ
の
う
ち
約
86
％
を
森
林

が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
基

幹
産
業
は
、
豊
富
な
森
林
資
源

を
生
か
し
た
林
業
及
び
木
材
の

加
工
・
木
製
品
の
製
造
な
ど
の

製
造
業
と
小
麦
、
馬
鈴
薯
、
玉

ね
ぎ
、
甜
菜
等
の
畑
作
及
び
酪

農
・
畜
産
を
主
体
に
発
展
し
て

き
た
農
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◯
歴
史

　

津
別
町
は
、
１
９
１
９
年
に

旧
美
幌
村
（
現
・
美
幌
町
）
か

ら
分
村
し
誕
生
し
た
ま
ち
で
、

１
９
４
６
年
に
現
在
の
町
制
に

移
行
し
ま
し
た
。
人
口
は
分
村

以
降
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
・
林
産
業
が
全
盛
で
あ
っ

た
１
９
６
０
年
の
１
５
６
７
６

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を

た
ど
り
、
現
在
の
人
口
は
ピ
ー

ク
時
の
お
よ
そ
４
分
の
１
ま
で

減
少
し
て
い
ま
す
。

◯
気
候

　

道
東
地
区
の
内
陸
気
候
帯
に

属
し
て
い
る
た
め
、
夏
は
相
当

の
高
温
を
記
録
し
ま
す
が
、
冬

は
流
氷
な
ど
の
影
響
も
受
け
寒

冷
と
な
る
こ
と
か
ら
、
夏
冬
の

寒
暖
差
が
大
き
い
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
降
水
量
は
全
国
的

に
も
少
な
く
晴
天
日
数
が
多
い

た
め
、
全
国
有
数
の
日
照
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

◯
特
産
品

　

木
工
芸
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
な
が
ら
、
日
本
初
の
農
林
水

産
省
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
牛
乳
や
つ
べ
つ
和
牛
、
玉
ね

ぎ
、
馬
鈴
薯
と
い
っ
た
農
畜
産

物
も
人
気
で
す
。
ま
た
、
ま
ち

の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
、
釧

路
と
網
走
を
結
ぶ
国
道
２
４
０

号
沿
い
に
あ
る
、
道
の
駅
あ
い

お
い
で
販
売
し
て
い
る
「
ク
マ

ヤ
キ
」
も
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
い

た
だ
き
た
い
一
品
で
す
。

◯
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
（
6
月

中
旬
）

　

上
里
地
区
に
あ
る
町
民
の
森

自
然
公
園
「
ノ
ン
ノ
の
森
」
に

あ
る
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
群
落
が
見

ご
ろ
を
迎
え
る
6
月
中
旬
に
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
森
の
音

楽
会
や
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
町
内
の
飲
食

店
で
は
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

が
行
わ
れ
ま
す
。

・
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
（
7
月
上

旬
の
土
・
日
曜
日
）

　

市
街
地
に
ほ
ど
近
い
河
岸

公
園
で

行
わ
れ

る
、
津
別

最
大
の

イ
ベ
ン

ト
で
、
前

夜
祭
で

は
千
人
踊
り
と
花
火
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
本
祭
で
は
ま
つ
り

の
名
物
と
し
て
30
本
の
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
を
つ
な
げ
、
そ
の
上

を
渡
る
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
「
つ

べ
つ
川
の
ぼ
り
大
会
」
や
、
ま

つ
り
の
会
場
内
で
は
町
内
各
団

体
や
事
業
所
に
よ
る
出
店
、
発

表
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
っ
た

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
つ
べ
つ
和
牛
を
特
価
で
堪

能
で
き
る
津
別
特
産
ビ
ー
フ
ま

つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
10
月
上
旬
）

　

道
道
屈
斜
路
津
別
線
を
走
る

紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、３
㎞
・

５
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
の
４
コ
ー

ス
あ
り
、幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、

例
年
２
６
０
人
前
後
が
参
加
し

ま
す
。
遠
く
は
東
京
都
や
埼
玉

県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
津

別
の
大
自
然
の
中
で
色
づ
き

始
め
た

山
々
の

コ
ン
ト

ラ
ス
ト

を
眺
め

な
が
ら

自
分
の

ペ
ー
ス

で
走
る
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
つ
べ
つ
七
夕

ま
つ
り
（
８
月
第
１
土
曜
日
）

や
つ
べ
つ
納
涼
盆
踊
り
大
会

（
８
月
15
日
）、
つ
べ
つ
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
（
９
月
９
日
～
１
０

日
）、
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
（
９
月
下
旬
）、

つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
（
10
月
第

三
日
曜
日
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

津
別
町
と
は

人口 4,267 人
（R4.8 月末現在）

面積 716,8K㎡

　

当
町
で
は
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
２
点
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整

備
と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
人
口
集

中
地
区
を
中
心
と
し
た
「
ま
ち

な
か
地
区
」
を
再
生
し
、
現
在

の
「
ま
ち
な
か
地
区
」
の
人
口

を
10
年
後
に
お
い
て
も
可
能
な

限
り
維
持
す
る
。

②
既
に
過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、

今
後
も
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

が
加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
る

「
周
辺
地
区
」
に
つ
い
て
は
、

基
礎
的
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
学
校

跡
地
等
を
利
用
し
、
３
つ
の
拠

点
（
活
汲
（
か
っ
く
み
）
地
区
、

本
岐
地
区
、
相
生
地
区
）
を
設

置
し
、
各
地
区
の
特
長
を
生
か

し
た
生
活
と
仕
事
の
場
を
確
保

す
る
。

　

現
在
、
こ
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◯
ま
ち
な
か
再
生
事
業

　

本
事
業
は
、
２
０
１
８
年
７

月
に
策
定
し
た
「
津
別
町
複
合

庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。「
つ
な
が
り

が
に
ぎ
わ
い
を
生
む
、
歩
い

て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

と
老
朽
化
し
て
い
た
各
種
庁
舎

の
建
て
替
え
と
集
約
化
を
目
的

と
し
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、

既
に
役
場
新
庁
舎
や
消
防
署
新

庁
舎
の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
ま
た
現
在
、
図
書
館
や

ス
ー
パ
ー
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
交
通
拠
点
か
ら
な
る
複
合

施
設
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、

２
０
２
３
年
春
の
完
成
・
開
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
、

隣
接
地
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
等

を
備
え
た
施
設
の
整
備
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

当
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
を
次
の
6
つ
の
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業

②
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
・
健
全
育
成
に
関
す

る
事
業

③
福
祉
お
よ
び
医
療
に
関
す
る
事
業

④
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

⑤
そ
の
他
、
町
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
（
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
）

⑥
そ
の
他
、町
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
（
①
～
⑤
以
外
）

　

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ

の
返
礼
品
と
し
て
、
特
産
品
で

あ
る
木
工
芸
品
や
、
つ
べ
つ
和

牛
や
玉
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
等

の
農
畜
産
物
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
方
法
は
各
種
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
の
申
し
込
み
と
郵

送
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

し
込
み
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し

く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

担
当
：
住
民
企
画
課
（
０
１
５
２
・

77
・
８
３
７
４
）

町
の
取
組
み

返礼品の一例

新
庁
舎
と
ま
ち
な
か
再
生
事

業
地
区

https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/90nouzei/index.html

mailto:toukei%40town.tsubetsu.hokkaido.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp
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津つ
べ
つ別
町
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町
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E-mail：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp
公式ホームページ：https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp

 

◯
津
別
峠
展
望
施
設

　

津
別
峠
展
望
施
設
は
標
高

９
４
７
m
に
位
置
し
て
お
り
、

屈
斜
路
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山

に
あ
る
展
望
施
設
の
中
で
は

No.
１
の
高
さ
を
誇
り
、
早
朝

に
眼
下
に
広
が
る
雲
海
が
有

名
で
す
。

　

雲
海
を
見
ら
れ
る
確
率
も

高
く
、
硫
黄
山
や
、
斜
里
岳
、

藻
琴
山
な
ど
の
背
景
も
素
晴

ら
し
く
、
気
象
条
件
が
合
え

ば
、
道
路
が
開
通
す
る
6
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
、
屈
斜

路
湖
を
包
み
込
む
雄
大
な
雲

海
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
の
出
の
時
間
に
は
、
屈
斜

路
湖
を
覆
っ
て
広
が
る
真
っ

白
な
雲
間
か
ら
、
赤
く
染
ま

る
朝
日
が
ゆ
っ
く
り
と
顔
を

出
す
シ
ー
ン
に
心
打
た
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
夜
に
は
ま
た
別
の

表
情
を

見
せ
ま

す
。
街

の
明
か

り
が
届

か
な
い

こ
の
峠

に
降
り
注
ぐ
の
は
星
々
の
瞬

き
だ
け
で
あ
り
、
余
計
な
光

を
そ
ぎ
落
と
し
た
大
自
然
の

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
こ
そ
、
ま

さ
し
く
夜
の
峠
の
魅
力
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
る
で
天
地
が
反
転
し
、

空
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な

錯
覚
を
覚
え
る
ほ
ど
満
天
に

広
が
る
大
小
に
輝
く
星
た
ち

は
宇
宙
の
鼓
動
と
も
例
え
ら

れ
、
生
命
に
等
し
く
ふ
り
そ

そ
ぐ
そ
の
息
吹
は
、
私
た
ち

を
重
力
か
ら
解
き
放
ち
、
別

の
世
界
に
い
ざ
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

◯
道
の
駅
あ
い
お
い

　

道
の
駅
あ
い
お
い
は
、
釧
路

と
網
走
を
結
ぶ
産
業
と
観
光
の

大
動
脈
、
国
道
２
４
０
号
沿
い

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
独
自
に
製
粉
し

た
そ
ば
粉

を
使
用
し

た
手
打
ち

そ
ば
や
、

地
元
大
豆

を
使
っ
た

手
作
り
豆

腐
を
は
じ

め
地
元
農

産
物
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
品
等

を
販
売
す
る
物
産
館
、
旧
国
鉄

北
見
相
生
駅
を
利
用
し
た
展
示

館
や
カ
フ
ェ
、
客
車
を
改
造
し

た
宿
泊
可
能
な
展
示
車
両
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
施

設
が
あ
り
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す

絶
好
の
休
憩
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ま
や
名
実
と
も
に

道
東
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
人
気
ス

イ
ー
ツ
と
な
っ
た“

ク
マ
ヤ

キ
＂
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
道
の

駅
あ
い
お
い
だ
け
と
な
っ
て
お

り
、
道
内
外
か
ら
そ
の
味
を
求

め
や
っ
て
く
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ク
マ
ヤ
キ
の

ロ
ゴ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ

イ
ン
を
手
掛
け
た
の
は
津
別
町

出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る

大
西
重
成
氏
で
す
。
過
去
に
坂

本
龍
一
の

レ
コ
ー
ド

ジ
ャ
ケ
ッ

ト
や
モ
ス

バ
ー
ガ
ー

の
小
冊
子

「
モ
ス
モ

ス
」
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
を
担
当

す
る
な
ど
、
日
本
の
広
告
デ
ザ

イ
ン
界
で
活
躍
し
た
大
御
所
で

す
。

　

大
西
氏
の
作
品
展
示
舎
「
シ

ゲ
チ
ャ
ン
ラ
ン
ド
」
も
道
の
駅

の
あ
る
相
生
地
区
に
開
設
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
方
が
足
を
は

こ
ん
で
い
ま
す
。

◯
木
材
工
芸
館
キ
ノ
ス

　

木
材
工
芸
館
キ
ノ
ス
は
、
愛

林
の
ま
ち
津
別
を
象
徴
す
る
施

設
で
す
。
吹
き
抜
け
の
空
間

に
は
天
井

ま
で
伸
び

る
巨
木
が

並
び
、
津

別
の
木
を

ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た

大
型
遊
具
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
な
ど
、
木
と
ふ
れ
あ

い
、
木
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
津
別
の
産
業
や
歴

史
を
紹
介
す
る
展
示
パ
ネ
ル
、

津
別
の
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
屋
外
に
は
親
水
広

場
も
あ
り
水
遊
び
も
で
き
ま

す
。
親
子
連
れ
、
地
域
住
民
、

観
光
客
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

◯
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖

　

約
一
千
年
前
の
地
殻
変
動
に

よ
っ
て

で
き
た

と
い
わ

れ
る
チ

ミ
ケ
ッ

プ
湖
は
、

夏

は

キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
を
楽
し
む
レ

ジ
ャ
ー
客
が
多
く
訪
れ
る
人
気

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

ま
た
、
湖
だ
け
で
な
く
周
辺

を
囲
む
原
始
林
公
園
も
人
気
の

一
つ
。“

動
植
物
の
楽
園
＂
エ

ゾ
マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
を
中
心
と

す
る
原
生
林
が
生
い
茂
り
、
天

然
記
念
物
の
ク
マ
ゲ
ラ
を
は
じ

め
と
す
る
40
種
余
り
の
野
鳥
、

キ
タ
キ
ツ
ネ
や
エ
ゾ
リ
ス
な
ど

の
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。

　

本
当
の
自
然
を
、
五
感
で
感

じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◯
鹿
鳴
（
ろ
く
め
い
）
の
滝

　

美
し
い
７
段
の
河
床
は
自
然

の
力
に
よ
る
産
物
で
あ
り
、
秋

に
は
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
の
紅
葉
と

共
に
素
晴
ら
し
い
光
景
が
広

が
り
ま

す
。
チ

ミ
ケ
ッ

プ
湖
か

ら
発
し

た
チ
ミ

ケ
ッ
プ
川
が
２
０
０
ｍ
ほ
ど
流

下
し
た
地
点
に
位
置
し
、
そ
の

名
の
由
来
は
、「
昔
ア
イ
ヌ
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
鹿
が
こ
の
川

を
上
流
へ
と
逃
れ
た
が
、
滝

を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
鳴

い
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
に
由

来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

◯
ノ
ン
ノ
の
森

　

津
別
町
上
里
地
域
の
「
ノ
ン

ノ
の
森
」
は
、
道
内
随
一
の
ク

リ
ン
ソ
ウ
の
大
群
生
地
で
す
。

６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
見

ご
ろ
と
な

り
ま
す
。

　

“

ノ
ン

ノ
＂
と
は

ア
イ
ヌ
の

語
で
花
の

意
味
で
あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
森
の
中
で
は
多
く
の
花
が

咲
き
誇
る
こ
と
か
ら“

ノ
ン
ノ

の
森
＂と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
森
は
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」

基
地
の
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
と
は
、

森
林
の
生
命
力
な
ど
を
五
感
で

感
じ
、
心
身
の
健
康
維
持
・
増

進
、
疾
病
予
防
を
行
う
も
の

で
、
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
と
呼
ば
れ

る
森
林
浴
を
一
歩
進
め
た
取
り

組
み
で
、
医
学
的
な
効
果
を
も

と
に
し
た
森
林
浴
と
も
い
え
ま

す
。　
「
ノ
ン
ノ
の
森
」
周
辺

は
、
生
理
・
心
理
面
か
ら
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
森
林
医
学
の

面
か
ら
専
門
家
に
実
証
さ
れ
、

さ
ら
に
、
関
連
施
設
等
の
自

然
・
社
会
条
件
が
一
定
の
水
準

で
整
備
さ

れ
て
い
る

地
域
と
し

て
「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
」

基
地
と
し

て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

◯
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

津
別
町
民
の
森
自
然
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー(

通
称
：

ノ
ン
ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー)
は
、
阿
寒
湖
と
屈
斜
路

湖
の
中
間
に
位
置
す
る
上
里
地

区
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。
自
然

体
験
を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
デ
ス

ク
や
カ
フ
ェ
・
売
店
が
あ
り
、

津
別
町
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ

る
絶
好
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

津
別
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
ま
る
太
く
ん
は
素
直
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
男
の
子
で
す
。

　

ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
か
ら
生
ま
れ
た
ま
る
太
く
ん
は
、
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
と
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
趣
味
で
あ
り
、
約
１
２
０
０
年

も
の
間
、
津
別
町
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー

の
合
宿
先
と
し
て
も
有
名
な
津
別
町
に
ち
な
ん
で
、
ラ
グ

ビ
ー
シ
ャ
ツ
を
き
て
い

る
と
こ
ろ
も
チ
ャ
ー
ム

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

常
に
ノ
ー
サ
イ
ド
の

精
神
を
も
ち
、
何
事
に

も
ト
ラ
イ
す
る
精
神
は

津
別
町
民
の
心
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
緑
の
ふ
る
さ
と
　

　
　
　
　
愛
林
の
ま
ち
　
津
別
町
」

mailto:toukei%40town.tsubetsu.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp
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佐さ
ろ
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佐さ
ろ
ま
呂
間
町

○
概
要

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
ほ
ぼ
中
心
に

位
置
す
る
佐
呂
間
町
は
、
サ
ロ

マ
湖
と
２
２
，
７
６
０
ha
の
ま

ち
の
面
積
の
半
分
以
上
を
占
め

る
山
林
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。
サ
ロ
マ
湖
畔
で

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
特
有
の
冷
涼
な

気
候
で
あ
る
も
の
の
、
内
陸
部

は
マ
イ
ナ
ス
30
・
3
～
プ
ラ
ス

39
・
5
℃
と
寒
暖
差
が
激
し
く
、

過
酷
な
自
然
環
境
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
大
き
い
寒
暖
差

の
中
で
育
て
ら
れ
た
農
産
物
・

海
産
物
は
絶
品
で
す
。

〇
豊
か
な
自
然
で
行
う
農
業

　

佐
呂
間
町
の
産
業
の
中
心
は

農
業
で
、
特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
酪
農

が
盛
ん
で
、
サ
ロ
マ
和
牛
や
サ

ロ
マ
豚
四
軒
團
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
肉
が
絶
品
で
す
。

　

カ
ボ
チ
ャ
栽
培
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
て
、
各
農
家
か
ら
集

め
ら
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
は
、
Ｊ
Ａ

サ
ロ
マ
南
瓜
選
別
加
工
工
場
で

選
別
、
出
荷
さ
れ
る
ほ
か
、
硬

く
て
調
理
が
大
変
な
カ
ボ
チ
ャ

を
手
軽
に
料
理
に
使
え
る
よ
う

パ
ウ
ダ
ー
や
フ
レ
ー
ク
に
加
工

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

〇
サ
ロ
マ
湖
を
活
か
し
た
漁
業

　

サ
ロ
マ
湖
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
の
海
流
や
流
氷
と
と
も
に
運

ば
れ
て
く
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
の
栄
養
が
流
れ
込
む
こ
と
で

水
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
呂
間
町
の
漁
業
の
中
心
は

ホ
タ
テ
漁
で
す
。
早
く
か
ら
浅

海
養
殖
に
取
り
組
み
、
現
在
の

ホ
タ
テ
養
殖
技
術
の
基
礎
を
確

立
し
た
ホ
タ
テ
養
殖
発
祥
の
地

が
サ
ロ
マ
湖
で
す
。

　

以
前
は
天
然
資
源
に
頼
っ
て

い
た
た
め
、
不
漁
や
乱
獲
に
よ

る
魚
介
類
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
試
験
的
に
行

わ
れ
て
い
た
ホ
タ
テ
養
殖
が
、

１
９
６
５
年
以
降
本
格
的
に
拡

大
し
、
安
定
供
給
を
実
現
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
サ
ロ
マ
湖
に
面
す
る

湧
別
町
・
佐
呂
間
町
・
北
見
市

常
呂
町
の
３
漁
協
で
は
、
サ
ロ

マ
湖
養
殖
漁
業
協
同
組
合
を
組

織
し
て
徹
底
し
た
資
源
管
理
を

行
う
こ
と
で
、
ホ
タ
テ
の
品
質

や
サ
ロ
マ
湖
の
養
殖
環
境
を
守

り
、
未
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
取
り
組
み
を
先
進
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

〇
佐
呂
間
町
に
拠
点
が
あ
る
企
業

　

森
永
乳
業
株
式
会
社
佐
呂
間

工
場
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
中

心
と
い
う
立
地
か
ら
周
辺
市
町

か
ら
も
生
乳
が
集
め
ら
れ
、
脱

脂
粉
乳
や
バ
タ
ー
、
ク
リ
ー
ム

に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

工
場
が
北
海
道
産
乳
製
品
ブ
ラ

ン
ド
の
一
大
出
荷
拠
点
で
あ

り
、
地
域
雇
用
創
出
に
も
貢
献

す
る
な
ど
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

佐
呂
間
町
に
は
、
広
大
な
土

地
を
活
か
し
た
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ

ヤ
サ
ロ
マ
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
気
温
が
低
く
、
降
雪

が
比
較
的
少
な
い
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
氷
結
路
の
テ
ス
ト
を
行

え
る
コ
ー
ス
で
、
東
京
ド
ー
ム

約
5
個
分
の
広
さ
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
宮
崎
県
都
農
町
に

も
テ
ス
ト
コ
ー
ス
が
あ
り
、
都

農
町
と
佐
呂
間
町
が
経
済
交
流

の
提
携
を
結
ぶ
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
し
た
。

〇
さ
ろ
ま
の
歴
史

　

佐
呂
間
町
は
、
１
９
９
４
年

に
開
基
百
年
、
２
０
２
２
年
現

在
で
１
２
８
周
年
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
始
ま
り
は
、

１
８
９
４
年
に
青
森
県
出
身
の

鈴
木
甚
五
郎
氏
が
、川
口
東（
現

浜
佐
呂
間
）
へ
入
植
し
定
住
し

た
こ
と
が
開
基
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
当
時
は
ま
だ
佐
呂
間
町

で
は
な
く
「
鐺
沸
（
ト
ウ
フ
ツ
）

村
」
と
い
う
名
前
で
、
20
㎞
離

れ
た
常
呂
村
の
行
政
範
囲
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
徒
歩
か
馬
で

悪
路
を
3
日
ほ
ど
か
け
て
行
政

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
１
４
年
4
月
1
日
、
鐺
沸

村
役
場
の
開
庁
と
と
も
に
北
見

国
常
呂
郡
鐺
沸
村
と
し
て
独
立

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
の
境
界
線
に

変
更
さ
れ
、
村
名
は
サ
ロ
マ
ベ

ツ
原
野
に
ふ
さ
わ
し
く
、「
佐

呂
間
村
」
に
改
称
さ
れ
、
現
在

の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

佐
呂
間
町
と
は

人口：４, ８２８人
　　　（Ｒ４. ８月末現在）
面積：約４０４．９４K㎡

　

第
5
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
、
人
が
人
を
支
え
、
共
に

創
る
、
生
涯
の
郷
、
サ
ロ
マ
」

を
目
標
と
し
て
、
自
然
豊
か
な

大
地
を
守
り
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
協
働
を
重
視
し
た
、
す

べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
充
実
し
た
子
育
て
支
援

　

育
児
の
不
安
や
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
18
歳
ま
で
の
医
療

費
負
担
や
各
種
児
童
手
当
、
出

産
祝
い
金
な
ど
の
制
度
を
整
備

し
て
い
る
ほ
か
、
相
談
体
制
の

充
実
、
交
流
の
場
づ
く
り
を
行

う
と
と
も
に
、
産
後
ケ
ア
や
子

ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
た
支
援

体
制
な
ど
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
、
ど
の
場
面
で
も
安
心
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
２
年
4
月
に
は
、「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
、
さ
ら
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

〇
無
料
の
給
食
で
食
育
！

　

教
育
費
の
負
担
軽
減
、
教

育
環
境
の
充
実
を
目
的
に

２
０
２
１
年
4
月
か
ら
町
内
小

中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
、
同
年

7
月
か
ら
佐
呂
間
町
の
地
場
産

品
を
使
っ
た
献
立
を
食
べ
て
も

ら
う
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
と
い

う
日
を
設
定
し
、
食
を
通
じ
て

地
元
の
魅
力
を
学
べ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
便
り

の
配
布
や
、
生
産
者
か
ら
小
中

学
生
へ
生
産
の
こ
だ
わ
り
を
説

明
し
て
も
ら
い
、
地
元
の
産
業

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。

〇
が
ん
ば
る
佐
呂
間
高
校
生
を

支
援
！

　

佐
呂
間
町
で
は
、
２
０
２
１

年
4
月
よ
り
新
た
な
佐
呂
間
高

等
学
校
の
存
続
対
策
事
業
と
し

て
、
生
徒
の
就
学
等
に
関
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

・
支
援
対
策
そ
の
１
「
佐
呂
間

高
等
学
校
卒
業
生
修
学
応
援
補

助
金
」

　

佐
呂
間
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
翌
年
度
ま
た
は
翌
々
年
度

に
大
学
や
短
大
・
専
門
学
校
へ

進
学
す
る
場
合
、
大
学
は
年
額

50
万
円
、
短
大
・
専
門
学
校
は

年
額
25
万
円
の
修
学
に
関
す
る

資
金
を
助
成
し
ま
す
。

・
支
援
対
策
そ
の
２
「
佐
呂
間

高
等
学
校
入
学
者
給
付
金
」

　

佐
呂
間
高
等
学
校
入
学
者
に

対
し
て
、
学
校
生
活
に
必
要
な

資
金
と
し
て
一
人
一
律
10
万
円

を
給
付
し
ま
す
。

・
支
援
対
策
そ
の
３
「
佐
呂
間

高
等
学
校
卒
業
生
就
職
等
応
援

給
付
金
」

　

佐
呂
間
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
就
職
や
就
職
の
た
め
の
学

校
へ
進
学
す
る
方
へ
そ
の
準
備

の
た
め
の
資
金
と
し
て
一
人
一

律
10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

・
支
援
対
策
そ
の
４
「
佐
呂
間

高
等
学
校
在
校
生
対
象
の
教
科

書
無
償
提
供
」

　

佐
呂
間
高
等
学
校
在
校
生
が

授
業
で
必
要
と
す
る
教
科
書
を

町
が
購
入
し
提
供
し
ま
す
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

佐
呂
間
町
で
は
、
サ
ロ
マ
湖
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
豊
か
な

漁
場
で
水
揚
げ
さ
れ
る
海
の
幸
、
広
大
な
大
地
の
恵
み
を
受

け
て
育
ま
れ
た
山
の
幸
を
返
礼
品
と
し
て
、
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
方
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
テ
や
牡
蠣
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
春
先
に
は
ウ
ニ
、
夏
に
は

ア
ス
パ
ラ
、
年
末
に
は
数
の
子
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
佐
呂
間
町
の
企
業
は
、
先
駆
的
に
農
業
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
や
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格
「
Ｊ
Ｆ
Ｓ
ー
Ｂ
」
の
認

証
を
受
け
て
、
美
味
し
さ
だ
け
で
な
く
消
費
者
の
安
全
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
返
礼
品
人
気
5
品
】

①
森
永
北
海
道
バ
タ
ー　

②
冷
凍
ホ
タ
テ
貝
柱　

③
エ
ゾ
バ

フ
ン
ウ
ニ　

④
殻
付

き
牡
蠣　

⑤
玉
ね
ぎ
・

じ
ゃ
が
い
も
セ
ッ
ト

※
季
節
限
定
商
品
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　人気の返礼品

ふ
る
さ
と
納
税

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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〇
サ
ロ
マ
湖
展
望
台

　

サ
ロ
マ
湖
展
望
台
は
、
サ

ロ
マ
湖
沿
岸
に
位
置
し
て
い

る
標
高
３
７
６
メ
ー
ト
ル
の

幌
岩
山
の
山
頂
付
近
に
あ
り
、

サ
ロ
マ
湖
全
体
を
見
渡
せ
る

唯
一
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
湖
と
海
を
隔
て
る
砂
州

や
遠
く
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、

天
気
の
良
い
日
に
は
知
床
連

山
ま
で
も
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ふ
も
と
の
道
の
駅

サ
ロ
マ
湖
か
ら
歩
い
て
行
く

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
展
望

台
近
く
の
駐
車
場
ま
で
車
で

行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
展
望
台
の
改

修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
来

年
1
月
下
旬
頃
（
予
定
）
ま
で
、

立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

〇
キ
ム
ア
ネ
ッ
プ
岬

　

サ
ロ
マ
湖
の
東
南
に
位
置

す
る
キ
ム
ア
ネ
ッ
プ
岬
は
、

サ
ロ
マ
湖
に
沈
む
夕
日
を
見

る
に
は
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原

生
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

次
々
と
変
化
す
る
色
と
り
ど

り
の
草
花
は
、
大
地
を
赤
く

染
め
る
サ
ン
ゴ
ソ
ウ
（
ア
ッ

ケ
シ
ソ
ウ
）
を
は
じ
め
、
ハ
マ

ナ
ス
、
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
、
ヒ
オ

ウ
ギ
ア
ヤ
メ
な
ど
、
約
50
種
類

が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
が
近
づ
く
と
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
群
れ
が
サ
ロ
マ
湖
に

飛
来
し
、
羽
休
め
し
て
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
岬

の
近
く
に
は
キ
ム
ア
ネ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
内
に
は
炊
事
場
や

ト
イ
レ
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
イ
ン

シ
ャ
ワ
ー
も
完
備
さ
れ
て
お

り
、
安
心
し
て
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
。

〇
佐
呂
間
町
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
俱

楽
部

　

今
年
で
創
設
7
周
年
を
迎

え
、
会
員
数
３
３
０
０
名
を
突

破
し
た
「
佐
呂
間
町
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
俱
楽
部
」
は
、
佐
呂
間

町
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
に
、
会
員
登

録
し
て
い
た
だ
く
、
い
わ
ゆ
る

佐
呂
間
町
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で

あ
り
、
四
季
の
お
便
り
な
ど
を

通
じ
て
、
会
員
へ
佐
呂
間
町
の

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
特
典
が
豊
富
で
、
佐

呂
間
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
も
も
ち
ゃ
ん
」
の
グ
ッ

ズ
配
布
や
協
賛
店
で
の
お
買
い

物
割
引
、
会
員
限
定
抽
選
会
の

開
催
な
ど
、
登
録
料
無
料
で
あ

り
な
が
ら
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

〇
サ
ロ
マ
ッ
プ

　

今
年
、
佐
呂
間
町
の
魅
力
紹

介
メ
デ
ィ
ア
「
サ
ロ
マ
ッ
プ
」

が
開
設
さ
れ
、
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。
サ
ロ
マ
ッ
プ
に

は
佐
呂
間
町
の
美
味
し
い
も
の

か
ら
、
季
節
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

佐
呂
間
町
の
情
報
が
詰
め
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
地
元
民
の
行
き
つ

け
店
」
と
題
し
た
飲
食
店
紹
介

ペ
ー
ジ
で
は
、
人
気
の
商
品
の

み
な
ら
ず
、
お
店
の
歴
史
や
店

主
の
想
い
に
つ
い
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
、
サ
ロ
マ
湖
の
絶
景

を
３
６
０
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
ご
自
宅
で
も
佐
呂
間
町

に
い
る
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

森
と
湖
の
ま
ち
　
佐
呂
間
町

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　

佐
呂
間
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
も
も
ち
ゃ
ん
」

は
、
佐
呂
間
町
の
特
産
品
で
あ
る
か
ぼ
ち
ゃ
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
お
り
、
特
産
品
の
ホ
タ
テ
の
帽
子
を
常
に
持
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
か
ぼ
ち
ゃ
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
の
に
、
名
前

が
「
も
も
ち
ゃ
ん
」
な
の
か

と
い
う
と
、
も
も
ち
ゃ
ん
は

平
成
６
年
に
佐
呂
間
町
開
基

百
年
を
記
念
し
て
生
ま
れ
た

た
め
、
百
年
の
「
百
（
も
も
）」

に
ち
な
ん
で
「
も
も
ち
ゃ
ん
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
佐

呂
間
町
の
様
々
な
ｐ
Ｒ
活
動

に
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　   ＜サロマ湖に沈む夕日＞　　　　＜キムアネップキャンプ場＞

佐 呂 間 町 サ ポ ー
ターズ俱楽部
ＱＲコード
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〇
町
に
つ
い
て

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
車
で
40

分
程
の
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　

こ
の
雄
大
な
自
然
環
境
が
多

く
の
恵
み
が
「
林
業
」「
農
業
」

を
盛
ん
に
し
、
そ
し
て
芝
ざ
く

ら
を
中
心
と
す
る
「
観
光
」
と

合
わ
せ
、
ま
ち
の
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
滝
上
町

は
平
成
の
約
30
年
間
に
起
き
た

地
震
は
最
大
震
度
が
１
の
み
。

地
震
が
非
常
に
少
な
く
、
日
本

で
一
番
揺
れ
な
い
、
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
町
と
な
っ
て
い
ま

す
。

〇
産
業
【
林
業
】

　

町
の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
森
林
面
積
。 

自
然
と
人

と
の
共
生
を
求
め
、
み
ど
り
豊

か
な
森
林
づ

く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

民
有
林
の
多

面
的
機
能
の

維
持
増
進
に
む
け
て
人
工
造

林
、
下
刈
、
間
伐
を
行
い
、
木

材
、
木
工
品
な
ど
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
林
業
の
若
手
担

い
手
育
成
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
活
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
に
も
取
り
組
み
、

緑
豊
か
な
林
業
の
町
と
し
て
環

境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
産
業
【
農
業
】

　

天
塩
岳
か
ら
流
れ
る
渚
滑
川

が
、
サ
ク
ル
ー
川
等
の
各
支
流

を
集
め
て
貫
流
し
た
土
地
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
流
域
が
農
耕
に

適
し
て
い
ま
す
。地
質
は
埴
土
、

埴
壌
土
の
分
布
が
多
く
、
石
れ

き
地
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
現

在
は
畑
作
や
畜
産
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
盆
地
特
有
の

昼
夜
及
び
四
季
の
寒
暖
の
差
が

大
き
い
気
候
は
、
畑
作
に
と
っ

て
は
好
条
件
で
あ
り
、
小
麦
、

ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、薄
荷（
は
っ

か
）
な
ど
生
産
し
て
い
ま
す
。

畜
産
は
乳
牛
の
ほ
か
特
色
の
あ

る
黒
毛
和
種
牛
や
七
面
鳥
な
ど

も
生
産
し
て
い
ま
す
。

〇
童
話
村
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
２
年
か
ら
、
人
い
き
い

き
、
町
わ
く
わ
く
「
童
話
村
」

た
き
の
う
え
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
を
舞
台

と
し
た
童
話
が
創
ら
れ
る
よ
う

な
、
素
朴
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
洒

落
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

〇
薄
荷
（
は
っ
か
）
生
産
量
日

本
一
の
ま
ち

　

そ
の
昔
、
北
海
道
の
山
間
地

は
薄
荷
（
は
っ
か
）
栽
培
が
さ

か
ん
で
し
た
。時
代
が
変
わ
り
、

薄
荷
栽
培
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
滝
上
町
は
、
今
で

も
農
業
生
産
と
し
て
栽
培
し
て

お
り
、
そ
の
量
は
日
本
の
農
業

生
産
の
95
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
滝
上
町
は
ま
さ
に
「
薄
荷

日
本
一
」
の
ま
ち
で
す
。
ま

た
、
栽
培
と
あ
わ
せ
医
薬
品
、

香
料
な
ど
に
使
う
た
め
の
薄
荷

油
を
抽
出

す
る
た
め
、

蒸
留
作
業

も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
作
業
も
今
で
は
希
少
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は

6
件
の
農
家
が
栽
培
し
て
お

り
、
栽
培
か
ら
精
油
ま
で
一
貫

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
精
油
出
荷
の
ほ
か
、
精
油

を
使
っ
た
商
品
も
開
発
・
販
売

し
て
い
ま
す
。

〇
今
見
直
さ
れ
る
「
た
き
の
う

え
薄
荷
」

　

最
近
で
は
、
出
荷
量
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
滝
上
の
自
然
が

生
ん
だ
安
全
・
安
心
の
「
た
き

の
う
え
薄
荷
」
が
見
直
さ
れ
、

医
薬
品
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
多
く
の

困
難
を
乗
り
こ
え
、
い
ま
も
続

く
ハ
ッ
カ
栽
培
の
歴
史
と
今

を
、
未
来
へ
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
滝
上
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、「
ハ
ッ
カ
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

博
物
館
」
コ
ー
ナ
ー
で
詳
し
く

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
滝
上
町
観
光
協
会
で
は

薄
荷
に
関
す
る
情
報
や
生
産
施

設
等
の
御

案
内
を
し

て
お
り
ま

す
。
ご
希

望
の
方
は

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

滝
上
町
と
は

人口 2,388 人
（R4.8 月末現在）

面積 766,89K㎡

〇
移
住
定
住
対
策

　

移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
北

海
道
移
住
促
進
協
議
会
主
催
の

北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
に
お
い

て
、
東
京
会
場
に
出
展
し
、
町

内
に
お
け
る
交
流
人
口
の
増
加

に
繋
げ
て
い
ま
す
。

〇
滝
上
町
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住

宅
　

滝
上
町
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
住

宅
は
、
電
化
製
品
・
家
具
等
の

生
活
備
品
が
一
通
り
揃
っ
て
い

る
短
期
移
住
体
験
住
宅
で
す
。

「
北
海
道
へ
の
移
住
に
興
味
は

あ
る
が
、
ま
だ
不
安
も
あ
る
」

「
少
し
だ
け
北
海
道
の
暮
ら
し

を
体
験
し
て
か
ら
移
住
を
考
え

て
み
た
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
を
検
討
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
一
定
期
間

滝
上
町
で
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
滝
上
町
の
魅
力
を

知
り
、
移
住
後
の
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
２

名
の
隊
員
に
よ
り
、
観
光
を
振

興
す
る
地
域
活
性
化
及
び
定

住
・
定
着
に
向
け
た
活
動
、
ま

た
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
活

動
に
参
加
し
、
地
域
資
源
の
掘

り
起
こ
し
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
に
よ
る
町
の
魅
力
発
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
職
員
研
修

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
職

員
能
力
の
向
上
と
幅
広
い
視
野

を
確
保
す
る
た
め
に
、「
滝
上

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
掲
げ
る
重
要
課

題
で
あ
る
「
移
住
・
定
住
」
に

焦
点
を
当
て
、
政
策
を
形
成
で

き
る
職
員
の
養
成
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
民
を
対
象
と
し

た
「
移
住
・
定
住
」
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
併
せ
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

〇
ま
ち
並
み
整
備
事
業

　

町
の
景
観
形
成
を
推
進
す
る

た
め
「
景
観
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
ま
ち
並
み
整
備
事

業
に
取
り
組
み
、
建
物
の
色
彩

統
一
や
危
険
廃
屋
の
解
体
撤
去

等
に
対
し
て
補
助
金
を
支
出
し

て
い
ま
す
。

○
札
幌
滝
上
ふ
る
さ
と
会
、
関

東
滝
上
ふ
る
さ
と
会

　

担
当
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

電

話
番
号
：0158-29-2111

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

m
achidukuri@

tow
n.

takinoue.hokkaido.jp

○
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）

　

滝
上
町
は
北
海
道
の
北
東
部
に
あ
っ
て
、
渚
滑
川
の
上

流
に
位
置
す
る
小
さ
な
町
で
す
。
先
人
が
築
き
上
げ
た
日

本
一
の
芝
ざ
く
ら
を
は
じ
め
と
す
る
滝
上
町
に
し
か
な
い

魅
力
的
な
地
域
資
源
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
発
展
さ

せ
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
「
滝
上
町
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
付
条
例
」
を
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
様
の
想
い
を
寄
付
金
と
し
て
お
受
け

し
、
そ
の
財
源
を
も
と
に
「
ふ
る
さ
と
滝
上
」
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

〇
寄
附
金
の
活
用
方
法

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
を
も
と
に
、
滝
上

町
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
3
つ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。
寄
付
を
い
た
だ
く
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
下
記

の
中
か
ら
寄
付
金
を
活
用
す
る
事
業
を
指
定
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

⑴
滝
上
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

芝
ざ
く
ら
を
、
守
り
育
て
て
い

く
た
め
の
事
業

⑵
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
・
環
境

を
守
る
た
め
の
植
樹
等
の
事
業

⑶
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
地
域
活
動
の
事
業

⑷
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

町
の
取
組
み

返礼品の一例
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○
芝
ざ
く
ら
滝
上
公
園

　

滝
上
市
街
地
の
中
央
、
小

高
い
丘
に
あ
る
の
が
「
芝
ざ

く
ら
滝
上
公
園
」
で
す
。
５

月
上
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か

け
て
芝
ざ
く
ら
滝
上
公
園
一

面
に
咲
き
誇
る
芝
ざ
く
ら
は
、

「
み
か
ん
箱
一
杯
」
の
苗
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
町
民

や
町
の
努
力
に
よ
り
毎
年
増

殖
し
、
今
で
は
10
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
大
群
落
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
日
本

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。
小

さ
く
か

わ
い
ら

し

い

花
々
は

ピ
ン
ク

の
鮮
や

か
さ
ば

か
り
で

な
く
、
甘
い
香
り
が
街
中
を

包
み
込
み
ま
す
。
こ
の
芝
ざ

く
ら
は
丘
陵
地
の
す
そ
野
を

流
れ
る
渓
谷
と
と
も
に
、
旅

人
を
夢
幻
の
世
界
へ
と
誘
い

ま
す
。

〇
滝
上
渓
谷
「
錦
仙
峡
」（
き

ん
せ
ん
き
ょ
う
）

　

滝
上
町
の
市
街
地
を
流
れ

る
渚
滑
川
を
称
し
て
滝
上
渓

谷
「
錦
仙
峡
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
渚
滑
川
は
、
市
街
地

中
央
の
虹
の
橋
付
近
で
支
流

サ

ク

ル
ー
川

と
合
流

し
、
川

幅
が
狭

く

な

り
、
急

流
と
な

り
、
大
小
幾
多
の
滝
を
作
っ
て

い
ま
す
。
や
が
て
、
流
れ
は

緩
や
か
と
な
り
静
寂
な
空
間

が
広
が
り
ま
す
。
川
の
両
岸

に
沿
っ
て
足
に
優
し
い
「
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
舗
装
」
の
遊
歩
道
が

あ
り
、
高
山
植
物
や
様
々
な

樹

木
、

野
鳥
な

ど
見
る

こ
と
が

で
き
ま

す
。
こ

の
一
帯

の
景
観

は
勇
壮
で
美
し
く
、
景
勝
地
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
滝
上

渓
谷
「
錦
仙
峡
」
で
は
、
地
元

民
に
よ
る
ガ
イ
ド
（
有
料
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

〇
香
り
の
里
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン

　

滝
上
町
が
農
業
生
産
日
本
一

を
誇
っ
て
い
る
薄
荷（
は
っ
か
）

は
、実
は
ハ
ー
ブ
の
一
種
で
す
。

４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
園
内
に

は
約
３
０
０
種
類
の
ハ
ー
ブ
を

含
む
草
花
が
あ
り
、
６
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
さ
わ
や
か
な
香

り
と
色
と
り
ど
り
の
ハ
ー
ブ
が

咲
き
そ
ろ
い
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
薄
荷
と
と
も
に
世

界
の
ハ
ー
ブ
を
見
る
・
知
る
・

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
癒
し
の

空
間
で
す
。

所
在
地　

滝
上
町
元
町

☎︎
０
１
５
８
・
29
・
３
４
０
０

開
園
期
間　

5
月
1
日
〜
10
月

31
日

開
園
時
間
（
5
月
1
日
〜
）
９

時
30
分
ー
16
時
30
分
（
10
月
1

日
〜
）
９
時
30
分
ー
16
時　

入
園
料
等
無
料

園
内
施
設　

駐
車
場

〇
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ハ
ウ
ス

　
「
香
り
の
里
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
」
内
の
赤
い
と
ん
が
り
屋
根

の
「
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ハ
ウ
ス
」

は
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、手
作
り
ケ
ー
キ
、ハ
ー

ブ
や
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た

軽
食
な
ど
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
お
す
す
め
は
、
滝

上
産
「
薄
荷
（
は
っ
か
）」
を

使
っ
た

ソ
フ
ト

ク
リ
ー

ム
。

ハ
ー
ブ

を
使
っ

た

体

験

メ

ニ
ュ
ー
（
石
鹸
作
り
や
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
な
ど
）
も
こ
ち
ら
で

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。（
有

料
・
予
約
制
）

所
在
地　

滝
上
町
元
町　

営
業
時
間　

5
月
1
日
〜
9
月

30
日
９
時
30
分
ー
16
時
30
分　

10
月
1
日
〜
31
日　

 

９
時
30

分
ー
16
時

☎︎
０
１
５
８
・
29
・
３
４
０
０

〇
陽
殖
園

　

約
半
世
紀
を
か
け
、
園
主
・

高
橋
武
市
氏
が
た
っ
た
一
人

で
大
地
に
絵
を
描
く
よ
う
に
、

木
や
花
を
植
え
、
池
を
掘
り
、

道
を
つ
く
っ
た
。
約
8
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
は
約

８
０
０
種
類
の
季
節
の
花
々
が

春
・
夏
・

秋
そ
れ

ぞ
れ
に

咲
き
誇

り
、
訪

れ
る
人

を
楽
し

ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
園
内
通
路
は
、
約

５
km
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地　

滝
上
町
あ
け
ぼ
の
町

開
園
期
間　

4
月
29
日
ー
9
月

最
終
日
曜
日
ま
で
。
定
休
日
：

火
曜
・
水
曜
・
木
曜
（
祝
祭
日

の
場
合
は
通
常
営
業
）　

開
園
時
間　

10
時
ー
17
時
（
最

終
入
場
14
時
30
分
ま
で
）　

入
園
料
等　

１
０
０
０
円

園
内
施
設　

駐
車
場
あ
り
、

簡
易
ト
イ
レ　

イ
ベ
ン
ト　

園
主
に
よ
る
園
内
ガ
イ
ド
実

施
。
期
間
中
の
毎
週
日
曜
日
8

時
30
分
ー
10
時　

お
ひ
と
り

２
０
０
０
円
（
入
園
料
込
）
予

約
不
要
。
当
日
朝
8
時
20
分
ま

で
に
集
合
。

☎︎
０
１
５
８
・
29
・
２
３
９
１

※
お
問
合
せ
電
話
は
で
き
る
だ

け
21
時
ー
21
時
30
分
に
お
願
い

致
し
ま
す
。

〇
道
の
駅
「
香
り
の
里
た
き
の

う
え
」

　

国
道
２
７
３
号
線
に
面
し
、

館
内
に
は
滝
上
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
日
本
一
の
生
産

を
誇
る

「
薄
荷
」

の
製
品

コ

ー

ナ
ー
の

ほ

か
、

ハ

ー

ブ
、
木
工
芸
品
、
農
産
物
な

ど
多
数
展
示
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
ち
ょ
い
食
べ
コ
ー

ナ
ー
」
に
は
チ
ー
ズ
や
ケ
ー

キ
な
ど
を
「
お
た
め
し
価
格
」

で
ご
用
意
。
そ
の
他
、
町
内
・

周
辺
観
光
や
道
路
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
24
時
間
ト
イ
レ
な
ど
も

あ
り
ま
す
。滝
上
に
つ
い
た
ら
、

ま
ず
は
こ
こ
で
「
童
話
村
」
の

情
報
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

所
在
地　

滝
上
町
旭
町
（
国
道

２
７
３
号
線
沿
い
）　

開
園
期
間　

９
時
ー
17
時
30
分

（
ト
イ
レ
は
24
時
間
利
用
可
）

年
中
無
休
（
但
し
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
は
年
末
年
始
、
棚
卸
日
は

休
み
）　

施
設　

駐
車
場
、
24

時
間
ト
イ
レ
、
屋
外
ド
ッ
グ
ラ

ン
（
5
〜
10
月
）
屋
外
軽
食
ロ

グ
ハ
ウ
ス（
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ピ
ザ
な
ど
）

☎︎
０
１
５
８
・
29
・
３
３
０
０

〇
渚
滑
川

　

北
見
山
地
の
主
峰
・
天
塩
岳

を
源
と
す
る
渚
滑
川
は
延
長
84

ｋ
ｍ
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
支

流
を
集
め
て
滝
上
町
を
流
れ
、

紋
別
市
を
経
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

に
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
語
源
は

ア
イ
ヌ
語
の「
ソ
ー
・
コ
ッ
」（
滝

の
窪
み
＝
滝
つ
ぼ
）
に
由
来
。

こ
れ
は
大
小
の
滝
が
存
在
す
る

滝
上
渓
谷
「
錦
仙
峡
」
を
指
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
最
初
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン

ド
リ
リ
ー
ス
を
宣
言
し
た
渚
滑

川
。
ニ
ジ
マ
ス
を
中
心
に
フ
ラ

イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
憧
れ
の
川

で
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
全
国

で
初
め
て
「
渚
滑
川
魚
族
保
護

の
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー

ス
条
例
」
を
施
行
し
、
滝
上
町

内
の
渚
滑
川
約
30
㎞
を
キ
ャ
ッ

チ
＆
リ
リ
ー
ス
区
間
と
定
め
、

釣
り
人
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼

び
掛
け

て
い
ま

す
。
滝

上

町

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
『
渚

滑
川
だ

よ
り
』
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

　
「
ピ
コ
ロ
」

　

童
話
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
に
登
場
し
て

く
る
の
が
、
こ
の
「
ピ
コ
ロ
」。
平
成
３
年
に
全
国
に
公
募

し
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。「
芝
ざ
く
ら
を
ひ
と
振

り
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
願
い
を
叶
え
る
＂
芝
ざ
く
ら
の
妖

精”

」
な
ん
で
す
。

　

し
か
し
当
時
は
名
前
が
な
く
、
翌
年
に
町
民
公
募
で
「
ピ

コ
ロ
」
と
決
定
。「
楽
器
の
ピ
ッ
コ
ロ
の
よ
う
に
、
素
敵
な

音
楽
の
流
れ
る
楽
し
い
町
に
な
る
よ
う
に
」
と
願
い
が
こ
め

ら
れ
ま
し
た
。
町
内
の
看
板
や
お
店
、
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
Ｐ

Ｒ
、
お
土
産
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
な
ど
…
登
場
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
香
り
彩
る
豊
か
な
ま
ち
滝
上
町
」

mailto:machidukuri%40town.takinoue.hokkaido.jp?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.takinoue.hokkaido.jp
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湧ゆう
べ
つ別
町

湧ゆ
う
べ
つ別
町

○
概
要

　

北
海
道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
日
本
三
大
湖
の
一
つ
で
北

海
道
最
大
の
湖
で
あ
る
網
走
国

定
公
園
サ
ロ
マ
湖
に
面
し
て
い

ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
一
番

の
頭
数
を
誇
る
乳
牛
に
よ
る
酪

農
や
か
ん
が
い
排
水
に
よ
り
高

品
質
で
安
定
し
た
生
産
量
を
誇

る
玉
ね
ぎ
な
ど
の
畑
作
を
中
心

と
し
た
農
業
と
、
漁
獲
量
・
品

質
と
も
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
ホ
タ
テ
ガ
イ
や
牡
蠣
な
ど
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
に
面

し
た
利
点
を
生
か
し
た
沿
岸
・

養
殖
を
中
心
と
し
た
漁
業
、
町

内
の
敷
地
の
７
割
を
誇
る
豊
か

な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
林
業

な
ど
の
第
一
次
産
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
町
で
す
。

　

明
治
15
年
に
開
拓
の
鍬
が
下

さ
れ
、
明
治
43
年
に
分
村
し
て

か
ら
１
０
０
年
の
歳
月
を
経

て
、
隣
町
と
し
て
身
近
な
関
係

だ
っ
た
旧
上
湧
別
町
と
旧
湧
別

町
が
平
成
21
年
10
月
5
日
に
合

併
新
法
下
に
お
い
て
北
海
道
唯

一
と
な
る
合
併
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

四
季
を
通
じ
て
小
雨
地
域

で
、
冬
季
の
降
雪
量
も
比
較
的

少
な
く
、
自
然
災
害
が
比
較
的

少
な
い
町
で
あ
り
、
安
心
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
快
適
な
生
活
環
境
の
湧
別

町
は
、「
人
と
自
然
が
輝
く
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
ま
ち
」
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

○
町
の
花
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

　

毎
年
5
月
上
旬
か
ら
6
月
上

旬
頃
ま
で
7
万
㎡
の
広
大
な
花

畑
に
約
２
０
０
品
種
の
色
と
り

ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

誇
り
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公

園
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
道
路

沿
い
や
事
業
所
、
ご
家
庭
の
花

壇
な
ど
で
植
え
ら
れ
町
内
の
至

る
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
妖

精
「
チ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
と
「
リ

ッ
プ
ち
ゃ
ん
」
は
、
各
種
施
設

や
バ
ス
停
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
も

描
か
れ
る
な
ど
、
町
民
か
ら
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
町
を
守
る
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー

「
産
業
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　

町
の
特
産
品
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
5
人
の
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー

「
エ
ビ
レ
ッ
ド
」、「
シ
ャ
ケ
ブ

ル
ー
」、「
コ
ー
ン
イ
エ
ロ
ー
」、

「
ホ
タ
テ
ホ
ワ
イ
ト
」、「
ウ
シ

ブ
ラ
ッ
ク
」
が
湧
別
の
征
服
を

目
論
ん
で
い
る
悪
の
「
ヒ
ト
デ

マ
ン
」
か
ら
守
る
た
め
、
町
の

平
和
を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
「
産
業
ま
つ
り
」
で
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
お

り
、
脚
本
、
演
出
、
衣
装
か
ら

大
道
具
ま
で
全
て
役
場
職
員
の

有
志
が
手
作
り
で
行
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
番
組
の
出
演
の
ほ

か
、
町
の
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
湧
別
の
平
和
の
た
め
に

活
躍
す
る
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
大
人
気
の
地
元
の
ヒ
ー
ロ
ー

で
す
。

○
特
産
品

　

ホ
タ
テ
や
牡

蠣
、
ウ
ニ
な
ど

の
水
産
物
、
玉

ね
ぎ
な
ど
の
畑

作
、
乳
製
品
の
ほ
か
に
、
シ
カ

肉
の
ジ
ビ
エ
、
テ
レ
ビ
番
組
や

雑
誌
な
ど
で
も
多
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
塩
ラ

ー
メ
ン
」
な
ど
が
人
気
で
す
。

○
サ
ロ
マ
湖
１
０
０
㎞
ウ
ル
ト

ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

湧
別
町
を
ス

タ
ー
ト
し
、
サ
ロ

マ
湖
を
一
周
す

る
１
０
０
㎞
と

50
㎞
の
鉄
人
レ

ー
ス
で
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も

開
か
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

○
湧
別
原
野
オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

白
銀
の
湧
別
原
野
で
開
催
さ

れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
冬
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
遠
軽
町
か

ら
湧
別
町
ま
で
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ

コ
ー
ス
で
、
5
キ
ロ
か
ら
国
内

最
長
80
キ
ロ
ま
で
の
豊
富
な
6

コ
ー
ス
と
ス
キ
ー
駅
伝
の
部
が

用
意
さ
れ
て
お

り
、
体
力
に
合

わ
せ
て
出
場
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

湧
別
町
と
は

人口：８, １６２人
　　　（Ｒ４. ９月末現在）
面積：約５０５．７９K㎡

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た

っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町

を
目
指
し
て
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

　

結
婚
新
生
活
支
援
や
不
妊
治

療
費
の
助
成
な
ど
妊
娠
前
か

ら
、
子
育
て
用
品
の
詰
め
合
わ

せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
育
児
パ

ッ
ケ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
、

乳
幼
児
世
帯
へ
の
ご
み
袋
支
給

や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
全
額

補
助
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
町

を
目
指
し
て
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
安
定
し
た
教
育
環
境

を
提
供
す
る
た
め
に
、
認
定
こ

ど
も
園
に
よ
る
幼
児
期
か
ら
、

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た

小
中
一
貫
教
育
を
一
つ
の
校
舎

で
行
う
義
務
教
育
学
校
の
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
5
年

4
月
に
本
町
2
校
目
の
義
務
教

育
学
校
を
開
校
し
、
令
和
6
年

度
以
降
に
は
全
国
で
も
珍
し
い

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
義

務
教
育
学
校
と
な
る
3
校
目
の

開
設
を
目
指
し
、
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
移
住
体
験
（
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
）

　

1
週
間
か
ら
3
カ
月
以
内
の

期
間
で
、
湧
別
町
で
の
暮
ら
し

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
町
の

魅
力
や
生
活
環
境
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
家
具
や
電
化
製

品
を
そ
ろ
え
た
移
住
体
験
住
宅

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
や
サ
ロ
マ
湖
か
ら
採

れ
る
新
鮮
な
魚
介
類
が
好
評
で

7
月
～
9
月
は
毎
年
ほ
ぼ
満
室

に
な
り
、
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
の

候
補
地
と
し
て
高
い
人
気
を
博

し
て
い
ま
す
。

　

移
住
に

関
心
が
あ

る
方
は
お

気
軽
に
ご

相
談
く
だ

さ
い
。

〇
奨
学
金
返
還
支
援

　

湧
別
町
に
定
住
し
て
町
内
の

事
業
所
等
に
就
業
す
る
方
を
対

象
に
、
大
学
等
へ
の
就
学
時
に

借
り
入
れ
た
奨
学
金
の
返
還
を

支
援
す
る
制
度
を
令
和
２
年
度

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

年
額
最
大
18
万
円
を
上
限
に

最
大
10
年

間
の
返
還

を
支
援
し

ま
す
。

町
の
取
組
み

○
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
附)

　

海
産
物
を
は
じ
め
、流
行
り
の
ジ
ビ
エ
や
そ
の
他
加
工
品
、

野
菜
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
返
礼
品
を
町
内
企
業
の
皆

さ
ま
が
気
持
ち
を
込
め
て
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

頂
い
た
ご
寄
附
は
、
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
な
ど
で
提

供
し
て
い
る
給
食
の
無
償
化
や
町
内
観
光
施
設
整
備
、
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
新
た
に
農
業
を
始
め
ら
れ
る
方
の
就
農
支
援

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
湧
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ふ
る
さ
と
納
税
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
気
の
返
礼
品
】

　

①
牡
蠣　

②
ホ
タ
テ　

③
玉
ね
ぎ　

④
鹿
肉

●お問い合わせ　
○湧別町役場　〒０９９－６５９２　北海道紋別郡湧別町上湧別屯田市街地３１８番地
ＴＥＬ：０１５８６－２－２１１１　ＦＡＸ：０１５８６－２－２５１１

E-mail：main@town.yubetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.yubetsu.lg.jp/

mailto:main%40town.yubetsu.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.yubetsu.lg.jp/
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湧ゆ
う
べ
つ別
町

湧ゆう
べ
つ別
町

●お問い合わせ　
○湧別町役場　〒０９９－６５９２　北海道紋別郡湧別町上湧別屯田市街地３１８番地
ＴＥＬ：０１５８６－２－２１１１　ＦＡＸ：０１５８６－２－２５１１

E-mail：main@town.yubetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.yubetsu.lg.jp/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
サ
ロ
マ
湖
を
望
む

　
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ま
ち
」

〇
か
み
ゆ
う
べ
つ
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園

　

毎
年
5
月
上
旬
か
ら
6
月

上
旬
頃
ま
で
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

毎
年
10
月
に
町
民
の
協
力

の
も
と
手
作
業
で
球
根
が
植

え
ら
れ
、
例
年
5
月
中
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
お

よ
そ
２
０
０
品
種
70
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る

風
景
は
圧
巻
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
園
内
に
は
、
レ
ン
ガ
調

の
風
車
や
オ
ラ
ン
ダ
製
ジ
ャ

ン
ボ
木
靴
な
ど
の
「
映
え
る
」

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
運
が
良
け
れ
ば
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
妖
精
「
チ
ュ
ー
ピ
ッ

ト
」
と
「
リ
ッ
プ
ち
ゃ
ん
」
に

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
園
内
を
周
遊
す
る

電
動
バ
ス
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
掘
り
取
り
販
売
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

〇
サ
ロ
マ
湖

　

道
内
最
大
、
全
国
で
も
3

番
目
に
大
き
な
湖
で
、
周
囲

92
㎞
の
汽
水
湖
で
す
。

　

ホ
タ
テ
や
カ
キ
の
養
殖
、

ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
（
現
在

は
禁
漁
中
）
の
漁
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
サ
ン
ゴ
草
や
水

芭
蕉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
流
氷
・
ア
イ
ス
ブ
ー
ム

　

毎
年
1
月
下
旬
に
な
る
と
流

氷
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
押

し
寄
せ
て
き
ま
す
。

　

サ
ロ
マ
湖
内
に
流
入
し
て
き

た
流
氷
に
よ
り
ホ
タ
テ
や
カ
キ

の
養
殖
施
設
が
破
壊
さ
れ
る
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
設
置
し
て
い

る
ア
イ
ス
ブ
ー
ム
（
防
水
堤
）

は
世
界
で
初
め
て
海
水
に
対
応

し
た
も
の
で
す
。

〇
龍
宮
台
展
望
台（
龍
宮
街
道
）

　

龍
宮
台
展
望
台
は
流
氷
が
間

近
に
見
ら
れ
る
絶
好
の
景
観
ス

ポ
ッ
ト
で
、
流
氷
に
直
接
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
前
に
は
三
里
浜

キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
、
湧
別
市

街
か
ら
三
里
浜
キ
ャ
ン
プ
場
へ

と
伸
び
る
道
道
は
、
龍
宮
街
道

と
呼
ば
れ
る
約
12
㎞
の
観
光

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文

人
、
大
町
桂
月
が
こ
の
地
へ
つ

な
が
る
砂
州
を
「
龍
宮
へ
と
続

く
道
」
と
形
容
し
た
こ
と
か
ら

龍
宮
街
道
の
名
が
つ
け
ら
れ
、

農
業
や
牧
草
地
、
ハ
マ
ナ
ス
の

自
生
地
、
葦
原
な
ど
、
季
節
ご

と
の
景
観
を
味
わ
え
る
道
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇Family 

愛 Land YOU

・

道
の
駅
「
愛
ラ
ン
ド
湧
別
」

　

国
道
２
３
８
号
沿
い
の
サ
ロ

マ
湖
を
望
む
小
高
い
丘
に
遊
園

地
「Family 

愛 Land YOU

」

が
あ
り
ま
す
。

　

遊
園
地
に
は
、
サ
イ
ク
ル
モ

ノ
レ
ー
ル
、
グ
レ
ー
ト
ポ
セ
イ

ド
ン
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
や
日
本
最

北
の
観
覧
車
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
揃
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
園
地
に
隣
接
し
て

道
の
駅
「
愛
ラ
ン
ド
湧
別
」
が

あ
り
、
1
階
の
「
遊You

ぷ

ら
ざ
」
で
は
湧
別
町
の
特
産
品

が
販
売
さ
れ
お
り
、2
階
の「
レ

ス
ト
ラ
ン
彩
湖
」
で
は
湧
別
で

採
れ
た
新
鮮
な
素
材
を
使
っ
た

料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
道
の
駅
「
か
み
ゆ
う
べ
つ
温

泉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
湯
」

　

道
の
駅
を
備
え
る
日
帰
り
入

浴
施
設
（
天
然
温
泉
）
で
す
。

施
設
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お

土
産
店
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
風
呂
は
、
洋
風
の
石
材
壁

造
り
と
和
風
の
ヒ
ノ
キ
造
り
が

あ
り
男
女
日
替
わ
り
と
な
り
ま

す
。
露
天
風
呂
と
サ
ウ
ナ
は

広
々
と
し
た
庭
園
の
中
に
あ

り
、
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
泉
質

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
・
塩

化
物
泉
で
、
効
能
は
神
経
痛
や

疲
労
回
復
の
ほ
か
、
お
肌
が
つ

る
つ
る
す
べ
す
べ
す
る
う
れ
し

い
効
能
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
サ
ウ
ナ
室
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
、
オ
ー
ト
ロ

ウ
リ
ュ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

２
０
２
３
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
五
鹿
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

　

五
鹿
山
公
園
内
に
あ
る
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
18

棟
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

17
区
画
、
フ
リ
ー
テ
ン
ト
サ
イ

ト
18
床
を
整
備
し
て
お
り
、
緑

豊
か
な
林
間
環
境
の
中
で
自

然
観
察
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
楽
し
め

ま
す
。
近
年
の

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

〇
上
湧
別
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル

フ
場

　

湧
別
川
に
沿
っ
て
広
が
る
河

川
敷
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
制
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
で
す
。
フ
ラ
ッ
ト
で
歩

き
や
す
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

コ
ー
ス
は
女
性
や
高
齢
者
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
好
評
で
、
ビ
ギ

ナ
ー
か
ら
上

級
者
ま
で
ご

満
足
い
た
だ

け
る
コ
ー
ス

セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
・
全
道
で

も
屈
指
の
低
料
金
で
、
ゆ
っ
た

り
と
プ
レ
ー
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

〇
サ
ン
ゴ
草
群
生
地
（
鶴
沼
原

生
花
園
）

　

サ
ロ
マ
湖
の
西
側
に
位
置
す

る
サ
ン
ゴ
岬
で
す
。
こ
の
岬
の

鶴
沼
と
い
う
場
所
に
サ
ン
ゴ
草

の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。

　

正
式
名
称
は
「
ア
ッ
ケ
シ
ソ

ウ
」
と
い
い
、
北
海
道
指
定
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
約
2
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も

の
広
さ
に
渡
っ
て
群
生
し
て
い

て
、
毎
年
9
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
に
真
っ
赤
に
染
ま
り

ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
館
Ｊ
Ｒ
Ｙ

　

町
の
開
拓
の
礎
「
屯
田
兵
」

の
博
物
館
で
す
。

　

昔
懐
か
し
い
日
常
道
具
、
湧

別
屯
田
兵
の
歴
史
を
伝
え
る
資

料
や
精
巧
な
模
型（
ジ
オ
ラ
マ
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
北
海
道
遺

産
に
認
定
さ
れ
た「
屯
田
兵
屋
」

が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
屯
田
兵
屋
」
は
１
０
０
年
以

上
前
に
使
わ
れ
て
い
た
貴
重
な

も
の
で
す
。

〇
湧
別
町
郷
土
館

　

湧
別
町
東
芭
露
で
発
見
さ
れ

た
3
万
5
千
年
前
の
「
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
の
臼
歯
」
は
と
て
も
貴

重
な
も
の
で
す
。
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
の
歯
の
ほ
か
に
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
土
器
や
石
器
な
ど
も
展

示
さ
れ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
太
古
の
歴

史
に
出
会
い
に
来
て
く
だ
さ

い
。

mailto:main%40town.yubetsu.lg.jp%20?subject=%E3%80%8C%E5%B8%82%E3%81%A8%E7%94%BA%E3%81%A8%E6%9D%91%E3%81%AE%E3%81%94%E7%B4%B9%E4%BB%8B%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E9%80%81%E4%BF%A1
https://www.town.yubetsu.lg.jp/


－ 85 －

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部
の
ご
紹
介

年間の公益事業・行事など
新年交礼会開催（1 月）
北方領土返還推進運動「ブラウンリボンバッジ」キャンペーン
	 	 　　          「千島桜」シンボルバッジキャンペーン
「北海道新幹線早期実現」「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーンなどの年初スタートを実施。

「北方領土返還要求全国大会」に参加（2 月 7 日　北方領土の日）

「北方領土返還要求中央アピール行進」に参加（１２月１日）

交流の夕べを開催（8 月 4 日）
キャンペーン、北海道等の広報を目的とした夏の交流事業を実施。

交流イベント「We Love Hokkaido」の開催（旧道産子の会、10 月）
北海道関係者、北海道ファン、一般参加者 2～ 300 名、有料
キャンペーン、公益事業の広報、地域活性化イベントなどを実施。

講演会、シンポジュウムの開催（無料）
当倶楽部の公益事業と関連した講演テーマを検討する。一般の参加歓迎（講
演テーマ、行政との協調などにより公益性のあるものとし、一
般参加を呼びかける。）

情報紙「北海道 ”NOW”」の発行・配布
倶楽部の事業に係る広報のため、情報紙「北海道 ”NOW”」　本紙・
増刊号　年12回）を発行。一般配布（有料　月額８０円）有り。

　
「北海道の市と町と村をご紹介（WEB 版）」の発行・配布
本誌

北海道情報ラックに北海道情報を配布（毎月、無料）

ホームページで倶楽部公益事業を広報（適時）

その他
倶楽部内交流の同好会の
活動に協力。（独立運営・
会計、北星会（ゴルフ））

※青字記載の対面型の事業
は新型コロナウイルスの影
響のため 2020 ～ 21 年は中
止となったが再開しつつあ
る。
（新年交礼会 :2023年は開催）

「摩周湖」（弟子屈町） 
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入会希望の方は定款（HP にあります）をご了承の上、
下記申込書を A4 にコピーし、ご記入の上郵送下さい。

公益社団法人北海道倶楽部

申込年月日　西暦　　　年　　　月　　　日 印

氏 名

ふりがな

年　　　月　　　日

先
務
勤

宅
自

業 種

電話　 　 － 　 　 － FAX　 　 － 　 　 －

会社名（ふりがな ）

役職名

住所　〒（ ）

住所　〒（ ）

連絡用mail ＠

出身地
村
町
市 最終学校 北海道との関係

趣味　　□ゴルフ　□囲碁　その他（ 　     ）

電話　 　 － 　 　 － FAX　 － －

新規登録、変更は下記に記入／会員抹消は氏名のみ記入

□入会申込書　□登録事項変更申込書正会員

連絡先は□勤務先・□自宅とします。　会報、郵送物の送付先を指定。（左記□にチェック）

関
心
分
野

□総務　□広報　□北方領土返還　□地域活性化・ふるさと納税　□新幹線延伸   支援

事業 □新年交礼会　□交流の夕べ　□北海道フェア　□交流イベント
各
１
個

理事会承認日 年 月 日 入力完了日 年 月 日
事務局使用欄 会員ID＿＿＿＿＿＿＿＿＿

は
チ
ェッ
ク
□

名
簿
非
掲
載
希
望

紹介会員　(1) (2)

－

－

生 年 月 日  大  昭  平

北海道倶楽部にメールで送信 FAX、郵送用に印刷 入力した内容をすべてクリア

正
会
員
の
入
会
申
込
後
、
直
近
の
理
事
会
で
の
入
会
承
認
後
、
入
会
の
ご
連
絡
と
入
会
金
（
５
千
円
）
年
会
費
（
15
千
円
）
納
入
の
お
願
い
を
差
し
上
げ
ま
す
。

入会案内のページ
上記ページを参照し、ホームページ上からも、各申込書のダウンロー
ド及び入力送信が出来ます。(QR コードを読みとるかクリックも可）

http://www.hokkaido-c.or.jp/
http://www.hokkaido-c.or.jp/
http://www.hokkaido-c.or.jp/
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